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    　分ぶ厚あつい膜のなかを走るみたいだ、と少女は思った。


    



    　大気を緩ゆるやかに覆おおう雨のなか傘かさも持たず、内心の苛いら立だちを紛まぎらすように少女はひとり駆かけていた。


    　はずむ息も気にせず、制服が、鞄かばんが濡ぬれるのにもかまわない。


    　そんなことより、タダ早く家に帰り着きたかった。


    　逢おう魔まが刻ときというやつだろうか、天候のせいもあって既すでにあたりは昏くらく、人通りもない。


    　アスファルトのうえを硬い跫あし音おとが孤独に響く。ぱしゃぱしゃと薄い水音だけが儚はかなく後を追った。


    　道の左右で、疎まばらな灯あかりがゆっくり後方へ流れてゆく。ボヤアッと曖あい昧まいに滲にじむ光がやけに遠く感じられて、少女は、意識するともなく駆ける足を速めた。


    　なんだか息苦しくて、軀からだが重く感じる。こまかな雫しずくが肌にまとわりついて邪じや魔まだ。


    　学校でちょっとしたいざこざがあって、少女はいつになく気を荒立てていた。


    　早く家に帰って熱いシャワーでも浴びたい。そうすればいくらかスッキリするだろう。胸のなかの悩みも苛立ちもモヤモヤした気持ちも、全部ひっくるめていっそ綺き麗れいに洗い流してしまいたい。


    　そんなことを考えながら走っていると、不意に、道端の茂みから物音がした。


    　気づかなければ良かったのかもしれない。


    　あるいは、気づいても無視を決めこんでいれば。


    　何でもないことだったはずだ。


    「……？」


    　なのに少女は、持ち前の好奇心の命ずるまま足を止め、茂みの方へ向き直った。やっぱり、雨音に混じって何か聴こえる。


    　少女は茂みに眼めを凝こらした。暗くてよく見えない。


    　一歩。


    　踏みだした時点で、少女は既に囚とらわれていたのかもしれない。


    　また一歩……恐おそるおそる、でも誘われるように、音のする方へ近づいていった。雨う滴てきが頸くびすじに後ろ髪を張りつかせて気持ち悪い。


    　近づくにつれ、次第にハッキリと聴こえるようになる。生理的に厭いやな音だった。


    　でもここまで来て踵きびすを返すのもなんだかシャクだ。なんとなく、逃げるみたいでイヤだ。


    　邪魔な木の枝を手で払い、茂みの奥を覗のぞきこむ。


    　その先に現れたものを見て、少女は眼めを疑った。


    
      まるいものが揺れている。

    


    　女が仰向けに倒れていた。


    　いや、それは女というべきなのだろうか。


    　たしかに人の形をしてはいる。


    　けれど──弱く降りかかる雨が、肌に弾はじかれて砕け飛ひ沫まつとなるのではなく、皮膚に無数のこまかな波紋を立てていた。


    　体たい表ひようで絶え間なく生じては拡ひろがり消える同どう心しん円えんが、少女の心を搔かき乱す。


    　薄白い皮ひ膚ふのうえに浮かぶ眼球が、本来あるべき箇所からズレたところで、海面を漂ただよう浮きのようにユラユラと揺れている。


    　歪ゆがんだ唇の間から真っ白な歯が覗のぞいて、なんだか悪い夢みたいだ。


    「……ぁ……ああっ、…………」


    　少女は片手で喉のどを押さえた。満足に声も出ない。悲鳴など上げたら、眼下の軀からだが崩れ落ちてしまいそうだ。それくらい、脆もろそうで、やわやわした有あり様さまだった。


    　中途半端な声に反応するように、


    　二つの眼球が、こちらを向いた。


    「ひ…………ぅ、う……」


    　見ないでほしい。


    　軀からサアッと血の気が引いて、雨に濡ぬれた制服が急に冷たく感じる。息苦しさがいや増してうまく呼吸できない。膝ひざがガクガク震えて、立っていられそうにない。


    　見上げてくる眼にはまるで意思が感じられなかった。


    　さわさわとそよいだ風に煽あおられて、木の枝から葉が一枚ヒラヒラと落ち、大だい腿たいに浮かび揺れた。


    　やめて──やめてほしいのに。


    　眼が、唇が、容よう赦しやなく浮き沈む。


    　立ち竦すくむことしかできない少女を嘲あざ笑わらうように、片方の眼球が大きく揺蕩たゆたった。


    　泡の音みたいなものが弱くたちのぼってくる。ぴちゃりと、ひときわ大きな波音を立てて何かが跳はねた。


    　それが、何度も聴こえてきた音の正体なのだろうと思った。けれどもう頭がよくまわらない。何の音なのだか考えたくもない。


    　ぬるい風が頰ほおを嬲なぶる。


    「……ゃ……ぁ、…………っ……」


    　そこが限界だった。


    　喉にふくれあがった悲鳴の塊かたまりを呑のみこんで、少女は膝から崩れ落ちた。
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    　透明な硝子ガラスの容器を、薄蒼あおい液体が満たしている。


    　ゆっくりと、華きや奢しやな手が近づいてくる。指の間に挟はさんだ試験管を傾け、新たな溶液を静かにそそいだ。


    　──意識とは液体のようなものだ。


    　ビーカーのなかで混ぜあわされた二つの溶液から白く濁った化合物が沈ちん澱でんしてゆくさまを眺めながら、鴫しぎ沢さわ[image: ]たつみはそんなことを考えていた。


    　私立巴ともえ見み学院の四階に位置する化学実験室。


    　不自然なほど明るい人工の灯あかりの下、湿気の多い空気の間に、ガヤガヤと賑にぎやかな音がたちこめている。


    「おーい、いま何分目？」


    「莫ばっ迦か、そっちじゃないって。順番逆だろ？」


    「いや、それも違うでしょ？　こっちのフラスコの方だってば」


    「それさっき済ませただろが。トんでるの？」


    「いんにゃ、まだだってばさ……あぁっ、そんな入れたらダメえッ！　加減ってもんがあるでしょっ」


    「──っぁああ、こんがらがる！　脇わきからゴチャゴチャ言うな！」


    「だからそれ違っ……」


    「キァアアアアアアアア────ッ!?」


    　動転した悲鳴がけたたましく乱れ飛ぶ。


    　渾こん沌とんとしていた。


    　怠たい惰だな女教師は板書するのも煩わずらわしいとばかりに早口で実験手順を説明し終えるなり教卓でくてーと居眠りを始めてしまい、統率する者はいない。すべては生徒たちの手に委ゆだねられていた。


    　まさに烏う合ごうの衆しゆうというやつだ。


    　化学反応の原理も手順も目的もよく把は握あくできていないままに実験の渦中へと放りこまれた愚かしい生徒らが、仔こ羊ひつじの群れのように迷い動く空間だった。なかには我われ関かんせずといった顔で私語に興じている者たちもいる。


    　[image: ]はそのいずれにも属さず、黙って硝子製の容器を凝み視つめていた。


    　──ああもぅ、喧騒うるさいなあ……


    　人の多い場所は苦手だ。


    　こうして喧けん騒そうに包まれているだけならまだマシだけれど……人に接触してしまうと、つたわってきてしまうから。


    　二週間前。


    　学校からの帰宅途中、爆発事故に巻きこまれた、らしい……そう後から聞かされた。やけに殺さつ風ぷう景けいな病室で眼めを醒さますと、自分の姉だという人がいて。いろいろと話しかけられたけれど、結局、何も思い出すことができなかった。何ひとつ──自分の名前さえも憶おぼえていなかった。


    　過去の自分について聞かされても実感が持てず、[image: ]たつみは混乱するばかりだったが、姉と名乗った彼女がささやいてくれた『無理に思い出そうとしなくてもいいじゃない』という言葉──そのひと言は、不思議と信じられた。


    　医師からは、事故のショックによる記き憶おく喪そう失しつだろうと告げられた。たいした外傷を負っていなくとも、ままあるケースなのだと。


    　それ以来……いや、ひょっとするとその前にもあったのかもしれないが。


    　他人の軀からだに触れると、相手の記憶や思考の断片が頭に流れこんでくることがあった。


    　最初は、病室で人の好よさそうな看護師の手が触れた時。


    　穏おだやかに微笑ほほえんだ彼女の口から出る言葉とは別に、不思議な声が聴こえた。


    　古い家か屋おくの屋根からボトボトと雨水が漏もれ降ってくるみたいに、あるいは怪け我がをした箇所から服の布ぬの地じ越ごしに血がジワアっと滲にじみでてくるように、それはつたわってきた。次いで、苦痛に歪ゆがんだ老人の顔がボヤッと薄く浮かんで見えた。


    　看護師の手が離れるまでのごく短い出来事で、その時は幻覚か何かかと思おうとしたのだが、同じような経験を幾いく度ども重ねるうち、紛まぎれもない現実だと認めざるをえなくなった。


    　水に潜もぐるイメージに似ていると、[image: ]は思った。


    　海中深くに漂ただよってユラユラとマリンスノウが仄ほの白じろく揺れ沈んでゆくのを眺めるように……意識という巨大な質量の液体に半なかば浸つかりながら、合間に浮かんではまた消えてゆく言葉や映像の断片を感受する。


    　直接触れさえしなければつたわってくることはないが……それでも欠片かけらみたいなものが、糸の切れ端のようなものが、軀にまとわりついてくるような気がして。人混みは嫌いだった。


    　人のみならず、時には物に触れただけで、その物体にまつわる記憶を読みとれることもあった。


    　──記憶を失ったことと関係があるのかもしれない。


    　薬品めいた匂においを嗅かいだせいか、白い病室の風景を思い出し、[image: ]は考える。


    　記憶喪失といっても実際に記憶内容が失われたわけではなく、タダ思い出すための機能がうまく働いていないだけなのだと、医師は語っていた。だから、フトしたことがきっかけで記憶をとり戻す可能性は大いにあるのだと。


    　たしかに、理屈としては理解できなくもない。


    　だが実感として、この何もかもスッカリ抜け落ちたような感覚には、やはり喪失という言葉が相応ふさわしい。


    　自我の壁が薄いのだろう、と思う。


    　だから、半透膜で隔へだてられた二つの溶液の間を溶よう媒ばいが移動するように、記憶を失った自分には他者の意識が滲しみこんでくるのだろう……そう思った。


    　──記憶、戻るのかな……


    　硝子ガラス製の容器の側面に自分の顔が映っている。


    　なのにそれが自分だという確かな実感が、まだ持てない。


    　容器の曲面に沿ってかるく歪わい曲きよくしたその像が、むしろ他人の顔のように感じられてしまうことが、[image: ]たつみには少し哀かなしかった。


    　何気なくビーカーの縁ふちに指先を当てる。


    　靄もやみたいに曖あい昧まいな記憶の残ざん滓しが徐々に輪郭を成してゆき、この器具を準備したのだろう化学教師の顔を形づくった。ぽやぽやといかにもノーテンキな彼女の表情は、あまり積極的に拝みたいものではない。


    　慌てて手を離す。


    　硬い音が響いて、[image: ]は意識を引き戻された。払ったビーカーが床に落ちて割れ、なかの溶液が流れだしていた。


    「あっ、ああ────っ!!　もうっ、[image: ]、なにボヤッとしてんのよ！」


    　横から威勢のいい声が投げかけられ、[image: ]はそちらに眼めを向けた。


    　同じ班の女生徒、結ゆう城きあざみが立りつ腹ぷく顔で身を乗りだしている。


    　事故以来、クラスの他の生徒たちはどこかよそよそしく、そんななかあざみだけは何かと話しかけてきた。記憶を失う以前のことについても聞かされたが、[image: ]にはそれがやはり他人のことのように思えた。


    　おそらく、人から聞かされるのではなく自分じしんで記憶をとり戻すことでしか、この違和感を消し去ることはできないのだろう。ただ、記憶をとり戻すといっても何をキッカケにすればいいのか皆目見当がつかず、[image: ]は随分もどかしい思いをしていたのだった。


    「あれ？　あ……ごめん」


    　床に拡ひろがる黒い染みと割れたビーカーの破片を見下ろして、[image: ]は彼女の勢いに気け圧おされつつ謝った。


    「ちゃんと見ててって言ったのに、ほんっと、頼りになんないんだから。あー、も、メッチャクチャじゃない！」


    　頰ほおをふくらませて、あざみは罵ののしりの言葉を浴びせた。


    　ポニーテールにまとめた髪が揺れる。


    　硝子玉のような瞳ひとみが表情豊かにクルクルとよく動く。


    　頰がふくふくしているためか丸い印象のある彼女の顔は、なかなかチャーミングな部類に属するのだが、怒りっぽいところがあるのが玉に瑕きずだった。


    　両手を腰に当てて上体を突きだすようにした彼女の、制服の襟えり元もとを大きく開けた恰かつ好こうには、何か意味でもあるのか、それともたんに暑いからなのか。いずれにせよ、視線のやり場に困る風ふう姿しではあった。


    「う……ん、ぼっとしてて悪かったよ」


    　眼を逸そらしながら、[image: ]たつみは誤ご魔ま化かすように意味のない言葉を返した。


    　[image: ]の煮えきらない態度はあざみの憤いきどおりに油をそそぐ。


    「む、なによそのオザナリな言い方！　反省の色が窺うかがえないっ」


    　何な故ぜだかあざみはやけに絡からんでくる。


    　問い詰めるようにぐいと顔を寄せられて、[image: ]はいっそう狼ろう狽ばいした。


    「反省……してるってば」


    「ほんとの本気に心の底から死ぬ気で反省してる!?」


    「え、普通さすがにそこまでしないだろ」


    「ほぉら、[image: ]はそゆとこがいい加減なんだから。もっとシャンっとしなきゃダメじゃん！　それでも男っ？」


    　遅刻魔のあざみからそんなことを言われても、たいして説得力はないのだが。
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    「……や、わかった……から、あんま、近づかないで……」


    　あまり密着されるのは困る。


    「むっかー！　そやって誤ご魔ま化かすつもりっ!?」


    　あざみは壁に背をつく[image: ]たつみを逃のがすまいと、両腕を摑つかんだ。


    　触れられると、ますます困る。


    　あざみの思考が、憤いきどおりが、苛いら立だちが、心配が、それからなんだかゴタゴタと雑多な感情が、一部ではあるが[image: ]の頭に流れこんでくる。


    　受け容いれるまいと意識を強く保てばある程度は閉めだすことができるけれど、多大な精神的疲労を伴う。また逆に強く願えば、更に深く相手の意識に『潜もぐる』ことさえできるのだが、それは[image: ]の望むところではない。他人のなかに深く入ると、どこまでが自分でどこからが相手なのかその境界さえも曖あい昧まいになるみたいで、少し怖かった。


    「はーい、お静かにー」


    　不意に飛んできたふにゃらけた声が、二人を教卓の方へ向き直らせる。


    　いつの間に眼めを醒さましたのか、化学教師でもあり[image: ]たちのクラスの担任でもある御み園その生う日ひ鞠まりが、教卓に寄りかかって立っていた。


    　彼女だけでなく、まわりの生徒らも揃そろって好奇の視線を二人に向けている。


    「なかなか愉たのしそうですねー。ホホエマシイですねー。でも痴ち話わ喧げん嘩かは人目につかない所でしてくださいねー？　見せつけないでくださいねー？　たいがいにしないとハブりますからねー？」


    　頭のなかが常に小こ春はる日和びよりといった趣きの日鞠はぱやーと笑って、しかし学級内での組織的ツマハジキを推進するような台詞せりふを吐く。


    「ちわ……って、誰だれもそんなことしてませんっっ!!」


    　摑つかんでいた手を慌てて放し、あざみは全力で否定した。


    「はいはーい、言い訳は却きやつ下かでーす。罰ばつとしてお二人には準備室の掃除をしてもらいますから、授業が終わったら残っててくださいねー。ちなみに、もしサボって帰ったりしようものなら雪ダルマ式に重くなっていきますから覚悟してくださいねー？」


    　あざみの反論に貸す耳もなく、日鞠は胸の前で手をすり合わせて、笑顔を保ったまま告げた。


    　──なんだか今日は災難っぽい日だ……


    『あんたのせいだかんね！』と言わんばかりのあざみの鋭い視線に晒さらされて、[image: ]はそう思った。


    



    　……まあ掃除程度ならたいした罰でもない、という甘い予想をしたたかに裏切って。


    　御園生日鞠はよほど怠たい惰だな性格らしく、化学準備室は世にも恐おそろしい惨さん状じようを呈していた。


    「うっわ、ヒド……」


    　開あかずの間ま的な準備室の引き戸を開けるなり、あざみは茫ぼう然ぜんとなった。


    「……なかなか……ヤリガイがあるね？」


    　横から、[image: ]たつみの引き攣つった声が返る。


    　眼の前の光景はもはや学院の校舎の一室ではなく、異空間と化している。


    　器具だかガラクタだか判別しがたい品々が溢あふれかえり、床にはボロ雑ぞう巾きんとも鼠ねずみの屍し骸がいともつかぬ黒い塊かたまりが転がって、壁面の隅に正体不明の菌きん糸し類るいが繁はん茂もする魔ま窟くつめいた部屋を、二人はぶつくさ不平をこぼしながら片づけた。


    「コフっ、なんか……変な煙、出てきたけど……っ？」


    「さっきの白い粉がマズかったんじゃないかな……」


    「ああぁ……っ、…………煙で……眼め、がっ！」


    「やけに息苦し……し…………」


    「──わうっ!?　冷たくてドロっとしたのが……せな、か……っ……」


    「窓開けよう、窓！」


    　命がけの罰ばつ当番だった。


    　それでもどうにか掃除を終えた頃ころには、既すでに七時をまわっていた。


    「ふぇー……何よあの部屋っ！　二度と入りたくないわ。だいたいなんで準備室にミシンとかマッサージチェアなんて置いてんのよ。ぜんぜん関係ないじゃない」


    　準備室の鍵かぎを返却して職員室を出るなり、あざみが疲ひ弊へいしきった声を上げた。


    「まったくだね。初めて入ったけど、あんなオソロシイ所だとは思わなかった」


    　隣を歩く[image: ]も調子を合わせる。


    　あざみの制服が、付着した粘液質の液体によって若干透すけて見えるようでなにやら艶なまめかしいのだが、ナントナク怖くて指摘できなかった。


    「罰とか言って、あのセンセ自分がサボりたいだけなんじゃん。職権濫らん用ようよっ。ほんとっ、あーいう自じ堕だ落らくな人間は見てて腹が立つわ！」


    　まだ腹立ちがおさまらない様子のあざみは、握り[image: ]こぶしをかためて力説する。身のうちで担任への怒りがふつふつと沸きたっているみたいだ。


    　あざみは自分に甘く他人に厳しい。


    　教室へ戻る廊下を歩いていて、[image: ]はフト、何かに呼ばれた気がして足を止めた。


    　屋内だというのに、窓も閉めきってあるというのに、静かな風がスゥッと吹きぬけたように感じられた。


    　何気なく眼を向けた美術室のなか。


    　薄暗い照明の下、一人の少女が立っている。


    　艶つややかに伸びた長い髪と、切れ長の涼すずしげな眼が印象的な少女だった。


    　スラリと背を伸ばして壁に片手を添そえ、立てかけられた画が布ふの一枚に見入っている、その横顔に凛りんとした雰囲気がある。


    　戸口からの視線に気づいたのだろう、少女は少しだけ頸くびを傾けて、[image: ]たつみの方にチラと眼を向けた。背を覆おおう髪の房がかすかに揺れる。


    　二人の視線が一瞬だけ絡からまり──すぐに離れた。


    　少女は再び絵の方に向き直り、もはや[image: ]に一片の関心も払っていないようだ。


    「何してんのー？　トロトロしてないで早く行こっ」


    「あ、うんっ」


    　先を行くあざみの声に追いたてられて、[image: ]は再び歩きだした。


    　──二年の人、かな……


    　巴ともえ見み学院では、女子の制服のタイ色は学年によって区別されている。チラリと一いち瞥べつしただけではあったけれど、二年生のものだったように思う。自分の姉、有あり菜なの胸元にもたしか同じ色が躍っていた気がする。


    　鮮あざやかなその色を胸に刻みながら、[image: ]は足早に階段を降りた。


    「あーもっ、すっかり遅くなっちゃった。今日、かーさんが遅番だからあたしがゴハン作んなきゃなのよ」


    　教室につくと、あざみは自分の席で帰り支度を始めながら少し厭いや味みたらしく洩もらした。


    「なんだ、用事あるんだったら言ってくれれば、ぼく一人でやったのに」


    「んにゃー、連帯責任だからそゆわけにもいかんでしょ。だいたいあんなトコ一人で掃除してたら生き埋めになりかねないわよ」


    　妙なところで律りち儀ぎさを振りかざすと、あざみは机のなかの教科書類を猛烈な勢いで鞄かばんに詰めこみ、椅い子すを派手に鳴らして立ちあがった。


    「さーっ、ボヤボヤしてないでとっとと帰ろかえろっ」


    　あざみに急せきたてられ帰り支度を済ませると、[image: ]は後について教室を出た。


    　タンタンタン……と、廊下を二つの跫あし音おとが混ざり急いだ。


    



    　　　§


    



    　校舎の玄関を出ると、外はもうスッカリ暗くなっていた。


    　降っているのだかいないのだかハッキリしない、霧きりみたいな雨が空気を湿している。この季節、雨天でかつ宵よいの時刻であってもなお気温は高い。


    「なんか蒸しむしッとしてヤな天気よねー。降るなら降るでドシャ──ってくればいいのに」


    「早く梅つ雨ゆ明けてほしいけどね、もうしばらく続くのかな」


    　雨の日はどうしてか気分が重い。ぬるく肌にまとわりついてくる空気を邪じや魔まくさく思いながら、[image: ]は傘かさを開いた。


    「ほーんと、ただでさえ鬱うつ陶とうしー季節なのに変な事件とか起きてるしっ。なんか愉たのしいことないかなー」


    　あざみは差した傘を傾けて昏くらい空を見上げ、ぶつくさとこぼした。


    『変な事件』


    　あざみの口にした言葉に、[image: ]たつみは胸をざわつかせた。


    　巷ちまたを騒がせている連続殺人の噂うわさ……


    　詳しく報道を追っているわけではないけれど、自分の住む街で起こっている事件ということで看かん過かできるはずもなかった。


    　ここ十日ほどの間に既すでに三人が犠ぎ牲せいとなっているらしい。被害者の数だけみればさしたるものでもないが、その短い期間を考えあわせれば、この街の住人を恐怖に陥おとしいれるに充分だった。


    　何より特異なのがその遺い体たいの状態で、三名とも外傷はほぼないにもかかわらず、内臓がことごとく抜きとられでもしたようにポッカリと空洞になっていたというのだ。


    　事故死とも考えられない以上、殺人事件とみなして捜査が行おこなわれているが、一体どのような方法を用いればそんな奇き怪かいな殺し方が可能なのかすら目もつ下かのところ判明していないらしい。


    　猟りよう奇き殺人と、たとえばそれは呼ぶことができるのだろうか。むしろ屍し体たいの有あり様さまだけ見るならば、傷口もなく血も流れていないぶん、普通の殺し方よりよほど綺き麗れいだとも言えた。


    　一見何の変へん哲てつもない屍体に加えられた、風変わりな細工。


    　珍ちん奇きな手口じたいに何か意味があるのか否いなかも判然としない。そんな不可解さこそが、この街に住む人々には何にもまして不気味に感じられた。


    　ますます気の晴れなくなる会話を交わしながら校庭をいくらか歩いたところで、なにか物音が聴こえた。


    　普段ならば特に気にとめることもないほどの些さ細さいな音が、妙に気がかりで、[image: ]は足を止め、騒ぐ胸を抑えて校舎を振り仰いだ。


    　薄うす闇やみのなかに横たわる四階建ての建物が、今日はなんだかやけに巨おおきく見える。


    　灯あかりが洩もれている窓は、位置的にいって恰ちよう度ど美術室のあたりだろう。細長く切りとられた弱い光のなかに、人影がひとつ浮かんでいた。


    　──あの子、まだ残ってるのかな。


    　こんな時間まで残って、特に絵を描いているふうもなくタダ画が布ふに見入っているだけというのは、奇妙な感じがした。


    「たっつみー？　なんか忘れモンでもしたの？」


    　少し先まで歩いていたあざみが、振り返って声をかける。


    「いや、ちょっと──」


    　[image: ]が声を返そうとした時、


    　────！


    　硝子ガラスの割れる音とともに、二人の視線の先で、美術室の窓に点ともっていた灯あかりが消えた。


    　次いで、ガタガタンッと争うような鈍にぶい音。重い物の倒れる音。転がる音。砕ける音。それらが入り混じって校庭まで届く。


    　美術室内部の状況は不明だが、洩れてくる派手な音から、とにかく争いめいたものが行われていることだけが窺うかがえる。


    　何か……小さな影が窓を破って飛びだしてきて、[image: ]たつみのいる場所からほど近い地面に落ちた。


    　ひとしきり騒がしい音が続いた後ピタッと止やむと、周囲は元の静せい寂じやくをとり戻す。


    　[image: ]はしばらく呆あつ気けにとられて立ち尽くしていたが、落下してきたものに歩み寄り、用心深く拾ひろいあげた。


    「なん……今の？」


    　あざみも怪け訝げんな顔で[image: ]の許もとに歩み寄ってくる。


    「……それ、ペインティングナイフじゃん」


    　[image: ]の掌てのひらのなかの道具を見るなり、美術部に所属しているあざみが眉まゆをひそめ呟つぶやいた。


    「って、油絵に使うやつ」


    「そそ……でもヒドイことなってんね」


    　なるほどそれはペインティングナイフに違いなかったが、柄えの部分がグンニャリと奇妙な具合に[image: ]ねじ曲がっている。


    　薄い刃を恐おそるおそる指先で触ってみれば、なにやら雨とは違う液体でぬめっているみたいだ。すぐに指を離したものの、絡からみつくような厭いやな感触が残った。


    「……うわぁ……」


    　[image: ]は間まの抜けた声を洩もらすと、掌のなかのナイフと美術室の窓を見み較くらべながら、何事が起こったのかと考えをめぐらせた。


    　自分の身に起きている、触れた物の記憶を読みとれてしまうという現象。それを利用して何か情報を得られまいかと、手にした画材に意識を集中してみる。


    　しかし明確な形は現れず、絵の具か、それとも別の何かか……ぬるつく液体がまとわりついて離れない感覚だけが気持ち悪く頭にもつれた。


    「なんか……ヤな感じっ……」


    　横からあざみがささやく。


    　二人は灯りの消えた窓を見上げた。


    　このまま踵きびすを返して何事もなかったかのように帰宅するか、それとも様子を見に行くべきか。面倒なことには関わりたくないが、何な故ぜか見過ごしてはおけない気がして、[image: ]は決心のつかないままにその場に佇たたずんでいた。


    　それでも、さっき美術室で眼めにした横顔が脳裏をよぎって。


    　校舎に引き返そうとした瞬間、


    「…………？」


    　軋きしむような、呻うめくような音が聴こえた。


    　踏みだしかけた足を止め、[image: ]たつみは息を呑のんで美術室の窓を見た。


    　壁が。


    　美術室の部分の壁が、ベラアッと捲れて倒れてきた。


    　──壁って……あんなふうに捲めくれるものだっけ……


    　頭上から、薄く削そいだ生ハムみたいにたわんで倒れかかってくる巨大な壁面がズルリと伸びて、自分の軀からだを巻きとるような錯覚に襲われたのも束つかの間ま。


    　咄とつ嗟さに跳びすさった[image: ]の眼前で、歪ゆがんだコンクリートの塊かたまりが地面に激突して鈍にぶい音を響かせた。


    　土と雨水の混ざった飛ひ沫まつが上がり、地響きが足につたわってジンジンと疼うずくような振動を惹ひき起こす。


    「ひぇ、あ……[image: ]、大丈夫っ!?」


    「う……ん、なんとか」


    　呆ほうけた声で尋ねるあざみに、どうにか返事をする。


    　ほどなく、二階の壁にポッカリと穿あいた穴からひとつの人影が跳躍し、見み惚とれるほどの綺き麗れいな動きで地面に降りたった。


    　玄関口から洩もれる弱い灯あかりを受けた人影の胸元に躍るのは、先ほど強く印象に残した色。


    　美術室で見かけた少女だ。


    　暗いのでよく見えないが、制服のあちこちが破れ、怪け我がを負っているらしくウッスラと血が滲にじんでいる。その肩に、髪に、霧きりのような雨が降りかかる。


    　少女はゆっくりと、しかし迷いもなく二人の方に向かって歩いてくる。


    「こんな所で……何をしているの？」


    　低くささやかれた声が、夜や気きに深く染みわたった。


    　荒く切り揃そろえた前髪の下の、二つの瞳ひとみが[image: ]を捉とらえている。


    　たとえば怒りや焦しよう燥そうなどといった感情がその視線のなかに表われていたならば、むしろいくらか安心することができただろう。だが少女の眼めはタダ冷たく細められているだけで、そのことが[image: ]には余計恐おそろしかった。


    　後ずさろうとするのに足が動かない。


    「あ……や、っ」


    　応こたえかけて、[image: ]は自分の掌てのひらに握られたペインティングナイフに視線を落とした。


    　考えてみれば、自分はひどく怪しい立場に置かれている。こんなものズット持ったままだったのを後悔したところで遅い。


    「そっちこそ……だ、れよ……ッ！」


    　[image: ]たつみの背に隠れるようにして、あざみが必死に虚きよ勢せいの声を絞しぼりだした。肩に置いた手が震えている。


    「誰だれ……？　ふふ」


    　前に進みでながら、少女が冷たく微わ笑らう。


    　[image: ]は喉のどを鳴らした。本能が、この少女は危険だと告げる。


    　頭からスウゥッと血が退ひいて、視界から色彩が失われていくようだった。夜や気きというにはいやに温ぬるい空気に包まれているのに、軀からだは冷えきっている。


    「……結ゆう城き、逃げろ！」


    　あざみの肩を押しながら、[image: ]は踵きびすを返した。差していた傘かさも放り投げ、促されるまま走りはじめたあざみの後ろを、[image: ]も駆かけだす。


    「──おとなしく……なさい！」


    　ひと声叫ぶと、少女は人間離れした迅はやさで追いすがる。


    　どれほども走らぬうちに、冷たい指先が[image: ]の右手を摑つかんだ。華きや奢しやな手には不釣り合いな強い力で引き止められ、[image: ]は頸くびをめぐらせて少女の方を見た。


    　もつれる空気のなか、動きを止めた二人の視線が絡からみ、呼吸が重なる。


    　どれだけの時間、それは続いたのだろうか。


    　おそらくはごく一瞬に過ぎなかったのだろうが、[image: ]にはひどく永ながい時間に感じられた。

  


  [image: ]


  
    　その、引き延ばされた時間のなかで。


    　触れた手から、ドロッと、自分の意識が相手の心のなかへ流れこむと同時に浸透し逆に流れでるみたいに、お互いの意識の隙すき間まを埋めるみたいに。


    　グルンっと──


    　反転して絡まる感覚が、あった。


    『潜もぐる』というよりもなお深く、互いの意識の境界が消えて溶けあい、緩ゆるくもつれながら螺ら旋せんを描いてゆくような……自分が自分でなくなるような、あるいは、自分であると同時に眼めの前の少女の視点から自身の姿を眺めているような、そんな体験。


    「────ッ!?」


    　少女が舌打ちを洩もらし、表情が鋭さを増す。


    　[image: ]たつみの手て頸くびの、摑つかまれた箇所が不意にポゥと仄ほの白じろく光った。


    　と同時に、熱い感覚が走る。


    「え……っ？」


    　摑まれていた腕が不意にかるくなり、支えを失い勢い余った[image: ]は、もんどり打って濡ぬれた地面に倒れこんだ。


    「……っ、あッ……！」


    　身をよじって右肩を起こし見ると、少女に握られていた右手の手頸から先が、スッパリ切り落とされたふうに綺き麗れいに失なくなっていた。


    「[image: ]ぃ……っ!?」


    　駆かけ寄るあざみの声もよく耳に入らない。


    　切断面から血が噴ふきだして、画が布ふに絵の具をなぐりつけるみたいに前腕を染めてゆく。痛いのだか熱いのかも、よくわからない。タダその断面のあまりに見事ななめらかさと、溢あふれだす血の緋あかさがやけに印象的だった。


    「あ────あああぁあッ!!」


    　負傷した腕を残った左手で摑み叫ぶと、それが何かの合図にでもなったみたいにやっと痛みが襲ってきた。


    　絞しぼりだす声もすぐに涸かれ、ぜぃぜぃと喘あえぐ息で悶も搔がく。


    「[image: ]っ！　ぁ、あっ……」


    「──っつ、……ぅ…………」


    　あざみに肩を摑まれても、足が震えて立ちあがれない。地面に膝ひざをつき頭を垂たらした恰かつ好こうのまま、[image: ]は荒い息を吐いた。


    　逃げることなど、とうに考えの外にやられている。


    　少女が、一歩、二歩、静かに歩み寄ってくる。彼女の手には、切断された[image: ]の手頸が握られていた。


    　うずくまる[image: ]たつみと、彼を庇かばうように屈かがみこんだあざみのそばに立ち、冷然と見下ろして少女はひとつ息を吐いた。


    「な……によ、何よあんたっ!!　こ、れ……っ！」


    　あざみの声にも応こたえず、少女は足あし許もとの[image: ]を眺めた。その瞳ひとみには、先ほどまでとは異なる、一種の戸と惑まどいのような感情が浮かんでいるようだった。


    　やがて彼女は口を開いた。


    「君……いま私のなかに入ってきた？」


    　果てしなく遠くから落ちてくるようなその声を聴いて、[image: ]は、自分の意識が黒く塗ぬり潰つぶされるのを感じた。
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    　どれほど続いたのかも曖あい昧まいな昏くらい時間を通りぬけ、気がつくとベッドのうえだった。


    「んん……、ん…………」


    　──また……気、失ってたのかな……


    　つい二週間前に事故に巻きこまれたばかりなので、災難に遭そう遇ぐうすることに耐たい性せいでもついたのか、わりあいに落ち着いていた。起きた場所が見知らぬ部屋であることにもさほど驚かない。こんな状況に慣れてしまうなんて、好ましいことなのかどうか。


    　苦々しく思いながら[image: ]たつみが薄く眼めを開くと、脇わきの椅い子すから覗のぞきこんでいたあざみが声を上げた。


    「[image: ]っ？　良かった、気、ついて……よかったっ……!!」


    「結ゆう城きも……大丈夫？」


    　あざみの投げかけてくる必死な声に、[image: ]は弱々しく応こたえた。少し喉のどの調子がおかしい。


    「あたしは平気……だけどっ」


    　あざみの方も、混乱のせいか言葉が続かない。


    　硬い寝台から身を起こして、[image: ]は大きく頭を振った。二人とも無事だったことに、とりあえず安あん堵どしてみる。


    　しかしホッとひと息ついてから、ようやく異常な点に気がついた。無事だった、それは歓よろこぶべきことに違いない……けれど、無事すぎた。


    　自分はたしかに手て頸くびを切り落とされたはずなのに。


    「あれ……この、手……？」


    　右手に視線を落とすと、信じられないことに元通りになっていた。


    　にわかに混乱して右手をまじまじと注視してみるが、やはり何ともない。かすかにひりつくような痛みがあるものの、特に外傷の跡もないし普通に動く。あんなふうに切り離されたというのが噓うそみたいだ。


    　再び胸がざわつくのを感じながら、物問いたげな視線をあざみに送ってみる。


    「あたしもワケ、わかんな……よ……。いきなり、連れてこられて、…………あの女の家みたいだけど、……」


    　あざみは困惑顔でふるふると頸を横に振った。


    「そう」


    「スゴ……変な、家だよ……っ」


    「変な……？」


    　あざみの言葉を怪け訝げんに思いつつ、[image: ]は室内を見まわした。


    　広々とした部屋のなかに置かれた必要最低限の家具が、むしろ寒ざむとした印象を与える。部屋の主ぬしの趣味の良さを窺うかがわせる、アンティークめいた瀟しよう洒しやな調度には、しばらく使われていないのか薄く埃ほこりが積もっていた。


    　整ってはいるがいささか寂さびれた感のあるその部屋のなかで、壁にかけられた一枚の絵が[image: ]たつみの眼めを惹ひいた。


    　それは、さまざまな種類の動物を組みあわせて人体の断面を象かたどった絵だった。


    　仔こ山や羊ぎだのシャム猫だの二十日はつか鼠ねずみだの白象だのアリクイだの梟ふくろうだのフェレットだのオリノコワニだの蝮まむしだのタランチュラだのが寄せ集まり複雑に絡からみあって、筋肉や骨やあるいは内臓に見立てられ、一種の解剖図を成している。


    　部屋の様子にそぐわない奇き怪かいなタブローだった。雑多な獣けものたちの一つひとつは偏へん執しつ狂きよう的てきなまでに精密な筆ひつ致ちで描かれているが、それが逆に全体として摩ま訶か不ふ思し議ぎな抽象画のごとき雰囲気を醸かもしだしている。


    　──奇妙な絵だな……


    　我知らずそんな感想を洩もらしながら、[image: ]は不確かな足でベッドから降りた。


    　建物全体がシンと静まりかえっていて、雨音以外には物音ひとつない。その静せい寂じやくさが、二人を不安へと追いたてる。


    　このままジッとしていたところで、状況が変わるはずもないのだろう。


    　緊張に身をこわばらせ、ドアの前に立つ。


    「ちょっと様子、見てくるよ」


    「……っ、あたしもっ、行くッ！　こんなとこ一人で残りたくないもんっ!!」


    　肩にしがみつくようにするあざみに頷うなずいてみせ、[image: ]はドアを開けた。


    　扉の向こうには長いながい廊下が真まっ直すぐ続いていて、先の方で深い闇やみのなかに溶けこんでいる。


    　後にしたばかりの部屋と同様、廊下の壁にも絵画が飾られていた。


    　人体をズタズタに切り刻んで無数の断片をキュビスムふうに再構成したかのような絵や……迷路とも脳ともつかぬ管くだが複雑に入り組んだ光景や……薔ば薇ら輝き石せきにも似た赤い鉱物の切っ先がボゴボゴっと突きだした皮ひ膚ふや……そんな幻想画めいた絵が並ぶ通路をひたひたとあてもなく歩いていると、まことにこの世ならぬ心持ちになってくるのだった。


    　先へ進めば進むほど、静寂はより深くなり、闇はいっそう濃さを増す。


    　何ど処こまで続くのだかもわからない廊下を歩きつづけているうちに、やがて、壁の間から細長くボウヤリと光が洩れている箇所を見つけた。


    　近づいてみればドアが薄く開いてる。


    　[image: ]はたいして意識もせずにノブを握り、ゆるりと引き開けた。


    　足を踏みいれる。先ほどの部屋よりはまだ生活感が漂ただよっていた。


    「ここは、わりと普通の部屋っぽいね」


    「……ぅー……」


    　[image: ]たつみの言葉に頷うなずいてみせつつも、あざみは邸やしきの空気に呑のまれたのか、怯おびえた表情を崩そうとしない。


    　[image: ]は窓際の机のうえ、古めかしい置き時計のそばに置かれたノートに何気なく手をやると、パラパラと捲めくってみた。


    　けれども眼めに入ってくる文字列は、どうにも判読しようのない、しかしどこかで見たことがあるような不思議な記号だった。


    「[image: ]、あんま、触んな……方が……」


    　あざみの声にもかまわず頁ページのうえをしばらく睨にらみつづけてやっと気づけば、そこに連なっているのは通常とは左右反転した文字、所謂いわゆる鏡文字であるらしかった。そう意識して見れば、なるほどひと文字ひと文字はどうにか認識できるようになったが、その内容までは一いつ向こうに頭に入ってこない。


    



    「ルイス・キャロルはお好き？」


    



    　不意に背後から投げかけられた声に、二人は咄とつ嗟さに振り向いた。


    　戸口にあの少女が立っている。


    　長袖そでのプリーツシャツに着替えた少女は、腕を組み框かまちに寄り添そう恰かつ好こうで、不思議な微笑をたたえていた。


    「キャロルが知人に宛あてて書いた手紙のなかには、鏡文字で書かれたものも多くあったそうね」


    　立ち竦すくむ二人に対し、どことなく愉ゆ快かいそうに言葉を続ける。


    「『鏡の国のアリス』でも、鏡文字で書かれた詩が出てくるわ。それにダ・ヴィンチも鏡文字を常用していたらしいけれど。パッと見ただけでは、何が書いてあるかわからないでしょう？　大事なことを記すにはうってつけの文字だわ」


    　彼女は静かに歩み寄ってくると、盗み読んでいたことを咎とがめだてするわけでもなく、左手を差しだし[image: ]の手からノートをスッと抜きとった。


    　細く長い指がやけに印象的な手だった。


    「あっ……これは、その……」


    「ああ、謝らなくていいのよ」


    　謝罪しようとして口ごもる[image: ]に、少女は艶えん然ぜんと微笑ほほえんでみせる。


    　そして落ち着きはらった声で、


    「それで……どういうことなのかしら？」


    　[image: ]たつみよりも少しだけ背の高い少女は、両手を腰に当てると、わずかに背を傾けて[image: ]の顔を覗のぞきこんだ。それで恰ちよう度ど顔の高さが同じになる。


    「どーいう、て……訊ききたいのはこっちよ！　何のつもりッ!?」


    　我慢しきれなくなったのか、[image: ]の後ろからあざみが憤いきどおりの声を投げた。


    「私は……美術室にいるところを突然襲われた。あなたたちは、校舎を出た所で何をしていたわけ？」


    　少女は更に顔を寄せ、澄んだ双そう眸ぼうで[image: ]の瞳ひとみを覗きこむ。瞬まばたきひとつしない。


    　近い距離と、彼女の目線のせいか、[image: ]はひどく落ち着かない気分になる。ドギマギして視線を外すと、校舎を出てからの出来事を話した。


    　気ばかり焦あせって随ずい分ぶんとシドロモドロな説明になってしまい、なおかつ時折あざみの挿はさむ支し離り滅めつ裂れつな台詞せりふが話をますます複雑化させるものだから、眼めの前の少女がどれだけ信じてくれたのかはわからない。


    　案あんの定じよう、[image: ]が話し終えると少女は訝いぶかしげに睨ねめつけた。


    「ふぅん……二人とも外で立っていただけと……？」


    　少女が黙りこむと、[image: ]の心にも幾いく分ぶん余裕が生まれる。


    　今度はこちらから質問を投げかけようと思うものの、美術室で何が起こったのかとか、ここは何ど処こなのかとか、自分の手て頸くびが何な故ぜ元通りになっているのかとか、心中に涌わきあがる疑問があまりに多すぎて、何から訊けば良いのかもわからない。


    「ええと、君……」


    　[image: ]が質問を口にするより先に、少女の方が気をとり直して、


    「ああ──申し遅れました、ね。私は葛かつら城ぎ呉くれ羽は。君は？」


    「鴫しぎ沢さわ……[image: ]」


    「……っ……結ゆう城きあざみっ！」


    　ぶっきらぼうに名だけ告げる。


    「鴫沢…………って、うちの事故に巻きこまれた子じゃない？」


    　呉羽と名乗った少女は、[image: ]の答えに眉まゆをひそめた。


    「うちの？　って……」


    　[image: ]は頸をひねることしかできなかった。


    　自分にあるのは、事故の後、病室で眼め醒ざめてからの記憶だけだ。姉からは、帰宅途中に事故に巻きこまれたらしいと聞かされただけで、詳しい経緯までは知らない。


    「あら、違うの？　鴫沢なんて苗みよう字じ、そうそうあるとも思えないけれど。それとも君の身内の人とか？」


    「そ……だよ、そいえばあの事故、たしか葛城ナントカって新聞に載ってた、気がする……」


    　あざみが背後から言い添そえる。


    　そうして[image: ]たつみはまた、呉くれ羽はに対し、更に時を遡さかのぼっていっそう疑わしい説明をしてみせねばならぬのだった。爆発事故に巻きこまれ、おそらくはその影響でそれ以前の記憶を失ってしまったこと。


    「記き憶おく喪そう失しつ、ね。……それが事実なら、君、身のまわりで不思議な現象が起こったりしていない？」


    「？　なーに言ってんの、この女？」


    　事情を知らないあざみは怪け訝げんな視線を向けるばかりだが、


    「不思議な……、ど……して……」


    　思い当たるところのある[image: ]は返答に詰まった。


    　他人の、あるいは物の記憶が読みとれてしまうというあの体験は、たしかに不思議な現象としか言いようがない。


    　あざみがいる手前、肯定して良いものか態度を決めかねていると、


    「どうやら図ず星ぼしみたいね。君も力を宿してしまった……ということ」


    　呉羽が冷ややかに告げた。


    



    「あなたたちにも知っておいてもらった方がいいようね」


    　ゆるりと頸くびをめぐらせると、呉羽は静かに机に手をついた。


    　彼女の背後には恰ちよう度ど窓があり、宵よい闇やみを背景に立つ彼女の顔に浮かんでいるのは、美術室で眼めにしたのと同じ毅き然ぜんとした表情だった。


    「長い話になるから、そこに座って頂ちよう戴だい」


    「フン、あんま偉そーにしないでよねっ」


    　あざみは言い返しながらも、呉羽の指すソファに、[image: ]と並んで腰かけた。


    「……どこから話せばいいかしら」


    　自身もまた椅い子すに腰を下ろすと、


    「そう、私の父とう様さま──葛かつら城ぎ忌いみ久ひさの話から始めましょう」


    　呉羽はそう言って、部屋の隅に置かれた姿見に視線を流した。


    「もともと、うち……葛城家は美術の方面で名の知れた家なの。それがたんに環境のせいなのか、それとも他ほかの何かがあるのかはわからないけれど、国内のみならず世界的にも高く評価される画家を何人も輩はい出しゆつしてきた」


    「そういえば、随ずい分ぶんとたくさん絵が飾ってあったね」


    　[image: ]は廊下で眼にした光景を思い出し、納得顔で応こたえる。


    「ええ、あれは父様が描いたものよ。父様もまた美術の道に進むことを志していて、その才能は幼少時から相当なものだったらしく、いずれ高名な画家になるだろうことを誰だれもが疑わなかった。それが、ある日を境にすべてが変わってしまったの。『ある観念』にとり憑つかれた父様は、スッカリ人が変わったようになってしまった」


    「ある観念……？」


    　訝いぶかしげに言葉を返す[image: ]たつみに、


    「かつてレオナルド・ダ・ヴィンチは、真実を知るためには人間の『内部』を覗のぞく必要があると考えて、人体の解剖に立ちあったという話ね。実際、彼の描いた解剖図も多く残っていて、細部に至るまで驚くほど正確に描きこまれているのだとか。それに〈解剖図の父〉として名高いアンドレアス・ヴェサリウスもまた、解剖学者であると同時に優秀な画家でもあったそうよ。


    　……ふふ、眼めに見えない『内面』なんかより、軀からだを切り開けば易やす々やすと見ることができる、更には触れることさえできる『内部』の方がよほど真実をつたえてくれる、ってことかしら。なかなか皮肉が利きいてて愉ゆ快かいじゃない？」


    　呉くれ羽はは少しだけ頸くびを傾けて涼すずしげに微笑ほほえんだ。


    「……うぇ、気持ちわるっ。アッタマおかしいんじゃない？」


    　胸の悪くなる思いに、あざみは大きく顔を顰しかめて返した。


    「あら、狭きよう量りようなこと」


    　言葉とは裏腹に、呉羽の顔は微笑を保ったままだ。


    「そりゃー解剖すれば正確に描けるだろうけどさ、それはそれだけじゃん。絵を描くってそーいうもんじゃないでしょ」


    「まあ、それが普通の考え方かしらね。でも父とう様さまは、たんにものの外面を見るだけでは飽き足らなくなり、人体の内部構造を隈くまなく知りたいと医学の道に進むことにしたの。そうして研究を重ねるうち、次第にオカルティズムに興味を抱いだくようになった」


    　呉羽は、ここからが本題だというように言葉を切り、ひとつ息をついた。組んだ脚のうえで両掌てのひらを緩ゆるく合わせる。


    　窓の外で、夜の闇やみが濃さを増してゆく。


    　雨の音が遠く聴こえる。


    「オカルティズム？　どうしていきなりそんなものが……」


    「一見奇妙に思えるかもしれないけれど、たとえばルネサンス期の高名な医師パラケルススが同時に錬れん金きん術じゆつ師であったように、あるいは動物磁気療法を提唱したメスマーが催さい眠みん術じゆつや錬金術に耽たん溺できしたように、医学とオカルティズムはけっして相反するものではないわ。無論、安易な混同は危険だけれどね」


    「錬金術ってたしかアレでしょ、水銀やなんかから金を作るとかっていう。ぜんぜ関係ないじゃん」


    　よく話を呑のみこめないあざみだが、どうにか聞き憶おぼえのある単語に食いつく。


    「いいえ、錬金術の目的は人体の『変質』にあると言われるけれど……変質という意味では、疾しつ病ぺいとそれを扱う医学もまた錬金術と同様の意味を持つわ。高次の意識状態を志向するという意味では、父とう様さまにとってシュルレアリスムも錬れん金きん術じゆつも医学も同等だったのかもしれない。


    　父様は、それらを総称して〈異生学パラメデイスン〉と名づけた」


    「異生学パラメデイスン……？」


    　耳馴なれない単語に[image: ]たつみが呟つぶやくと、


    「そうよ。人が、人の身を超えた存在に至るための研究……」


    　呉くれ羽はは自じ嘲ちようするような、どこか寂さびしげな微笑を浮かべた。


    「疾しつ病ぺいを人体が孕はらみこんだ『過剰』と捉とらえ、自らの身にあらゆる病毒を注入し凝集することによって高次の存在に至ることができると考えた父様は、果てしなく繰り返した実験のなかで、自分の心臓が奇妙な具合に変形してクラインの壺状になっていることに気づいたの」


    　呉羽の口から洩もれた言葉に、[image: ]とあざみは眼めを瞠みはった。


    「クラインの壺つぼ、って、数学かなんかの話じゃない」


    　たしか、円筒の一端を[image: ]ねじ曲げてそれじたいの側面に差しこみ潜もぐりこませ、内部からもう一方の端につなげた形……だったはずだ。


    「ええ。『クラインの壺』……メビウスの輪をひとつ次元を上げて表現しようとした場合に得られる、表も裏もない形。内部も外部も存在しない──あるいは内部がそのまま外部であるような壺。


    　三次元空間では成立し得ないその形状は、期せずして高次の世界に通じていた。父様は、どういった運命の悪戯いたずらか……本当に高次の世界に至ってしまったのよ」


    「高次の世界って、この世界とは別の世界があるってこと？」


    　[image: ]が問いかけると、呉羽は涼すずやかな視線で見返した。


    「別の世界というと語ご弊へいがあるけれど、まあ話を単純にするためにそう理解してくれてもいいわ。


    　クラインの壺そのものになった父様の心臓から流れだしてくる、高次の世界の力……人の身に過ぎるその力は、吸収した者の体内で腫しゆ瘍ようのような形となって定着する。そして徐々に拡ひろがり軀からだを蝕むしばんでは、一定期間が過ぎると発症し、人のものならざる力を発現するの」


    　[image: ]は胸がざわつくのを感じた。


    「人のものならざる力……それって、超能力とか？」


    「超能力だとか魔術とか、何と呼んでもかまわないけれど……世界に偏へん在ざいする、眼に見えぬエネルギー体に干かん渉しようすることのできる能力を、父様は〈蝕能アタリア〉と呼んだわ」


    「──はぁん？　能力？　バカバカしっ」


    　はぐらかすように言うあざみに対して、呉羽の話に聞きいる[image: ]の顔は真剣そのものだ。


    「〈蝕能アタリア〉……それがぼくの軀にも宿っているって言うの」


    「そうよ。ちなみに私の蝕能ちからは指に宿っている。こんなふうに──」


    　呉羽はおもむろに左手を差しだすと、机のうえの置き時計にかざした。


    　時計の硝子ガラス面にギリギリのところで触れた呉くれ羽はの指先に、ポゥッと光が宿る。雪の切せつ片ぺんのように、小さく、仄ほの白じろい光。


    　見る間に、硝子の表面に直線が走る。


    　パィン──！


    　と、硬い音が響いたかと思いきや、時計は眼めに見えない刃で断ち切られでもしたかのように、綺き麗れいに真っ二つになっていた。


    「指先で触れた箇所を基点として物体を切断することができる」


    　呉羽は二つに分かれた時計の、床に転がった片方を拾ひろいあげると、[image: ]たつみの方に向けてみせた。


    　なめらかな切断面に覗のぞく機械の複雑な内部構造が、なにか……禍まが々まがしい模様に見えて、[image: ]はかるい眩暈めまいに襲われた。


    「それに、切断するだけじゃあなくて」


    　手にした部分を元のように重ね、呉羽は再び左手を差しのべる。


    　こまかな無数の光の粒が、火花のように爆はぜ飛び散って、


    「──と、切断面をくっつけて力をそそげば、元通り癒ゆ着ちやくさせることもできる」


    　見ると置き時計は完全な形をとり戻し、何の異常もなく時を刻んでいる。


    　癒着という単語に、[image: ]は思い当たるものがあった。


    「まさか……それで、ぼくの右手も……？」


    「ええ……急なことに驚いたものだから思わず切断してしまったけれど、ちゃんと元通りにしておいたからご心配なく」


    「たしかにくっついてるけど……」


    　隣に座る[image: ]の右手を、あざみは不思議そうに眺めた。


    「〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉──」


    　呉羽は左手を顔の前まで上げ、眼めを細めた。


    「──それが私の蝕能アタリアに与えられた名前よ。


    　廊下に飾られた数えきれないほどの絵……あなたたちも見たでしょう。あれはたんなる幻想画ではなくて、父とう様さまが、いずれ発現するであろう種々の能力を『予知するかのごとく』描きあげたものなの。


    　そのなかのひとつに、『解剖書記オートプシー・ルーム・４』と題された絵がある。『切開』と『縫ほう合ごう』が、私の能力」


    　彼女の言葉に、[image: ]は先ほど廊下で眼にした絵の一枚を思い出していた。


    　その画面のなかでは、数えきれないほどの薄片にスライスされた人体の断片が、巧こう緻ちに組みあわされて新たな形を成していたのだ。


    　なるほど、それはたしかに彼女の能力に相応ふさわしい名かもしれなかった。


    「……それと[image: ]が何の関係があんのよっ」


    「ええ、ここでようやく例の事故の話になるんだけど」


    　置き時計を机の片隅に置き直すと、呉くれ羽はは頰ほお杖づえをついて先を続ける。


    「二週間前、父とう様さまが研究に使っていた離れであの事故は起こった。爆発の原因は未いまだ判明していないわ。あの夜も父様は離れにこもっていて、事故の後、遺い体たいとなって発見された……下半身だけのね。遺体の胸からうえの部分は、どういったわけだか綺き麗れいに失なくなっていた。最初は爆発で吹きとばされたのではないかとも考えられたけれど、調べてみるとそうではなく、切断されたものらしいということがわかったの」


    「切断、……」


    「おそらくは何者かが持ち去った……それが誰だれか、どういった目的でかは謎なぞだけれど」


    　そこで呉羽は再び何かを考えこむように眼めを伏せた。


    「あの夜、あの建物で何が起こったのかはわからない。爆発によって父様の研究に関する資料もほとんどが失われてしまったわ。けれど父様の心臓──〈五重心臓クライン・ボトル〉がこの世のどこかにとどまっている限り、あの力が拡ひろまってしまう可能性がある。


    　ここのところ続いている連続殺人のこと、知っているわよね」


    　[image: ]たつみとあざみは黙って頷うなずいてみせた。恰ちよう度ど帰り際、話題にのぼったばかりだ。


    　不意に訪れた短い沈黙に、二人は窓の外を覆おおう雨の音をやけに重く感じた。


    「……内臓が抜きとられたみたいに失くなってたって話だけど、まさか──」


    「あの事件も、爆発事故となんらかの関係があるとみて間違いないでしょう。時期的に見ても、最初の殺人が発生したのが恰度、事故の直後に当たるしね。犯人は、なんらかの蝕能アタリアを身につけた人物である可能性が高いと思う」


    「ん、な……っ、じゃあ全部、あんたのとーさんってのが悪いってコトじゃん！　責任とかバイショーとか、そういう問題じゃんか!!」


    「そうね……否定はしないわ」


    　呉羽が翳かげった顔で頷いてみせると、食ってかかったあざみは逆に言葉に詰まった。


    　フッと息をつき、呉羽は話を切り替えるように膝ひざをポンと叩たたいた。


    　それからおもむろに立ちあがると、部屋の片隅に置かれた姿身へ歩み寄り、木製の枠に手を添そえる。


    「──私の話はそこまでよ。どうやら君も、事故の影響で蝕能ちからを負ってしまったということのようね……今度は君の話を聞かせてもらえる？」


    　促されるままに、[image: ]は自分の身に起きている奇妙な現象について、初めて人に話した。


    　呉羽は神妙な面おも持もちで聞いていた。


    　そしてあざみもまた、隣に座る少年の話に当とう惑わく顔で耳を傾けた。


    「ふぅん……人や物の記憶を読みとる、と。なかなか厄やつ介かいそうな能力ね……超心理学で言うところのサイコメトリーに似ているかしら」


    　呉羽は左手の指先で姿見の鏡面をスゥッとなぞり、そう嘯うそぶいた。


    　鏡に映った像を指でなぞる彼女の仕し種ぐさが、[image: ]たつみの眼めには不可解に映った。


    「読むっていうほど、明確なものじゃないけどね。聴こえるというか、入っていくという方が近いかな」


    　水面からすいぃとなめらかに潜もぐっていくイメージ。


    「文字通り『内面』を知ることができる……それこそ、誰だれにも知られたくない秘密でも？　私の能力とは少し似たところもある蝕能アタリアかしら。……私とは相性が良いのかしらね？」


    　鏡を眺めたまま、呉くれ羽はは謎なぞめいた微笑を浮かべ、どことなく揶揄からかうような口調で言った。


    「ふぁにゃー……『聴こえる』ねー……？」


    　いまいち現実味が感じられないあざみは、呆ほうけたように呟つぶやく。


    　それから、急に何事かに気づいて顔色を変え、


    「──ちょっ、『聴こえる』てっ……、それじゃあたしも──!?　ってーか、たしか今日も、触った？　よねっ!?　化学の時間ッ!!」


    　パニック状態に陥おちいって[image: ]に詰め寄った。


    「えっと、うん……少しだけね……」


    「あ……た、なにっ？　何か変なコトっ！　読みとってないでしょーね!?」


    　[image: ]の制服の襟えり元もとを摑つかみ、食いつかんばかりの勢いで問い詰める。


    「だからそんなハッキリつたわってくるわけじゃないけど、……変なこと？　って、どんな……？」


    　[image: ]が困惑の体ていで問い返すと、あざみはピタリと手を止め、物もの凄すごい勢いで頰ほおを紅潮させた。


    「どんな──て、……てっ……」


    　近く寄せた顔を今更に意識し、みゃごみゃごと口ごもる。


    　手て許もとがふるふると震える。


    「知…………ら、ないわようっっ!!」


    　あざみは眼めを瞑つむると思いきり叫んで、摑んでいた襟元をブンッと振り投げるように勢いよく放した。


    　ボムンっと、放りだされた[image: ]の軀からだはソファに深くうずもれる恰かつ好こうになる。


    　──ふぅん……？


    　二人のやりとりを眺めていた呉羽は、不思議な印象を抱いだいた。


    　やがてクルリと振り返ると、話を仕切り直すように口を開く。


    「まあそれは置いておくとしても……私は父とう様さまの遺い体たいの行方を捜しているの。見つけて、始末するために。できれば君にも手伝ってもらえないかしら？」


    「えっ、手伝う？」


    「なんで[image: ]が、んーな変なこと手伝わなきゃなんないのよ！」


    　突然の申し出に戸と惑まどうばかりの[image: ]に較くらべ、むしろあざみの方が過敏な反応を示す。


    「あなたには訊きいていないわ」


    　呉くれ羽ははあざみに冷ややかな一いち瞥べつをくれると、視線を[image: ]たつみに戻した。


    「でも、殺人事件が関わってくるのなら、それは警察の仕事でしょう？　ぼくにできることなんて」


    「通常の殺人ならば、ね。でも蝕能アタリアが関わっているとすれば、警察がどこまで介入できるか疑わしいわ。……それよりも、物の記憶を読みとれるという君の能力があれば、何か手がかりを摑つかめるかもしれない」


    「それは、そうかもしれないけど」


    　言い返そうとして、[image: ]は言葉に詰まった。


    　連続殺人などと聞かされて、気が進むわけがない。


    　しかし一方、自分が巻きこまれた事故について調べることじたいには、いくらか興味を惹ひかれるものがあった。ひょっとしたら、失った記憶をとり戻すキッカケにでもなりはしないか。そんな淡い期待が胸に涌わく。


    　無論、愉たのしい思い出ばかりではないだろうけれど。なかには思い出したくないような苦い記憶さえあるのかもしれないけれど。それでも、これまで生きてきたはずの十五年という時間が『なかったこと』にされるのは、やはり耐えがたいことだ。


    「勿もち論ろん、無理にとは言わないわ。スグ決められるものでもないでしょうから、考えてみてほしいの」


    　呉羽は左手でペンを取り、メモ用紙のうえにしゃらしゃらッと走らせた。むやみに流りゆう麗れいな動きだった。


    「これ、一応、私の連絡先よ」


    　人差し指と中指の先で挟はさんで紙片を差しだす。


    　受けとった紙に視線を落とすと、そこに書かれているのもまた判読の困難なあの鏡文字らしかった。


    「……そういえば、君の蝕能アタリアにもなにか相応ふさわしい名前があるはずね」


    　呉羽に導かれ部屋を出たところで、追い撃ちのようにそんな言葉が投げかけられた。促されるままに、廊下を歩きながら[image: ]は左右の壁に並んだ無数の絵を渉しよう猟りようする。


    　──うぅん、たくさんありすぎて何がなにやら……


    　圧倒される思いで左右にせわしなく視線を走らせていた[image: ]は、不意に一枚の絵に眼めを止めた。


    　印象派にも似た点てん描びようふうの筆ひつ致ちで描かれた、男とも女ともつかぬ人影。


    　横たわり眼を閉じたその人物の頭部は閉じておらず、曖あい昧まいになった輪郭から霧きり状になって拡散しながら風景のなかに溶けこみ、やがて霧はひとつの妖よう精せいのごとき影を形づくっている。


    　頭のなかの妖精……それは[image: ]が抱いだいていたイメージに重なるものだった。


    　絵の題名は──


    「──〈独白する夢魔アノニマス・モノローグ〉」


    　横から覗のぞきこんだ呉くれ羽はが読みあげる。


    「ふふ？　なるほど、ピッタリね」


    　愉ゆ快かいそうな声でささやかれた感想に、[image: ]たつみはなんだか複雑な心境になった。


    　それから……やっと解放されて二人は家路についた。


    「なんか、イロイロあってワケわかんな…………って感じだね……」


    　釈然としない思いでしばらく歩いたのち、あざみが、張りつめた雰囲気を打ち消そうとするようにふにゃらっと顔を緩ゆるめて口を開いた。


    「うん……自分でもまだちょっと信じられないかな」


    「でもさっ、[image: ]もそういう、能力ってーの？　もっと早く言ってくれたらいいのに。水臭いじゃん」


    　あざみが冗談めかして言うと、


    「うぅ、さすがに言いづらいというか……かるがるしく人に言えるようなもんでもないだろ」


    「そっか、そ……だよね。あ、あたしはべつに気にしないし？　困ったコトとかあったら、ぜんぜ相談してくれていーしっ」


    　慰なぐさめるように、勇気づけるように言うあざみの言葉が、[image: ]には少し嬉うれしい。


    　たどたどしい会話を交わしながら、二人は帰路を急いだ。


    



    　　　§


    



    「ただいま……」


    　頭も軀からだもスッカリ疲れきった状態で、[image: ]たつみはようやく自宅に辿たどりつき玄関のドアを開いた。


    　迎える声の代わりに、居間の方からテレビの音が応こたえた。


    　重い足でゆるゆるとそちらに向かう。


    「おっっっそ──────い、遅すぎ!!　まさか良からぬ仲間と盛り場に繰りだしてたんじゃないでしょね。非行化の始まりか？　多感に揺れる青春か!?　そーゆダサいのはやめてよね」


    　ソファに陣取った姉の有あり菜なは、風ふ呂ろから上がったばかりなのか、バスタオルをゆるんと巻きつけただけの姿だった。かるくウェーブのかかった髪はまだ乾ききっていない。


    　──学校であざみから怒ど鳴なりつけられ、帰り際さんざんな目に遭あい、家では姉に罵ののしられる……なんてユカイな一日だと[image: ]は嘆息した。


    　入ってきた[image: ]の制服が泥にまみれているのを見て、有菜は顔を顰しかめた。


    「しかも何そのカッコ？　喧けん嘩かでもしてきたの？」


    「いやちょっと……盛りあがっちゃって」


    　[image: ]たつみは言い訳にもならない曖あい昧まいな言葉を返した。


    「最近物ぶつ騒そうな事件続いてるんだから、あんま派手な真ま似ねやらかさないでよ」


    「ん。スグご飯作るから」


    「あんまり遅いもんだから仕方なく店てん屋や物ものとっちゃったって。あんたのぶんもあるから。まったく、遅くなるなら電話くらい入れなさいよねー。それより、ズブ濡ぬれなんだから早くお風ふ呂ろ入っちゃいなさいよ」


    「うん……」


    　戸口に立ったまま、[image: ]はソファのうえの有あり菜なに視線を送る。


    　むやみに開放感に溢あふれた恰かつ好こうだった。大胆に組んだ脚の、バスタオルの裾すそから覗のぞくおおらかな太ふと腿ももが眼めに眩まぶしい。


    　──あれ……べつに悪いことはしてないよな……なのに、何だろこの罪悪感……


    　どうにも後ろめたさがまとわりついて仕方ない光景なのだった。


    　なごー


    　猫が鳴いた。


    　高い音と低い音を無理矢理に重ねたような奇妙な声で、猫が鳴いた。


    　飼い猫の『にあ』が、ソファの肘ひじかけから有菜の肩に飛び乗る。

  


  [image: ]


  
    　にあは軽かる業わざ師さながらのかろやかさでバランスをとり、優雅にポーズを決めた。


    　チョコレート色の尻しつ尾ぽが揺れる。空中のどこに向けられているのだか、蒼あおく鋭い眼がせわしなく動いている。


    　見み目め麗うるわしいこのシャム猫の挙動の一つひとつが、けれども[image: ]たつみにはいちいち不気味に感じられ、何かしら得え体たいの知れない生き物のように思えた。


    　姉の肩のうえで暢のん気きに顔を洗っているにあを睨にらみつけながら、そういえば、と思い直して。[image: ]は有あり菜なに、葛かつら城ぎ呉くれ羽はという女生徒を知っているかと尋ねてみた。


    「二年の人だと思うんだけど……知らないかな」


    「んん、葛城っと……」


    　望み薄に訊きいたのだが、有菜はテレビに顔を向けたまま何事か思し案あんしているみたいだ。やがてひょいと不思議そうに[image: ]の方を向くと、


    「……あぁ、同じクラスだけどほとんど喋しやべったことないなあ。どうかした？」


    「いや、どんな人なのかなって思って」


    「んー、ちょっと変わった子よね……孤こ高こうの人っていうか、スナフキンタイプっての？　なんとなく近寄りがたい雰囲気があるっていうか、クラスの他ほかの子ともあんま口利きかないみたいよ。べつにイジメられてるとかゆーわけでもなさそだけど。ま、どこのクラスでも大抵一人くらいはそういう子いるでしょ」


    　……ああ、なんとなくそんな感じかもしれないなと、[image: ]は納得した。


    「そっか……ん、ありがと」


    　有菜は口くち許もとに手を当てて少し考えこんでいる様子だったが、おもむろに立ちあがると[image: ]のそばに歩み寄った。


    「……んんん？　おやぁ？　なーんであの子のこと訊くのかなぁ？」


    　ニヤアっと口許を歪ゆがめ、[image: ]の顔を覗のぞきこむ。


    　おまけに肩のうえのにあまで同じような動きをする。


    「なんでっ、て？」


    　迫ってくる顔を避けようと、[image: ]は上体を退ひいて問い返す。


    「姉さんに隠しごとは良くないなーぁ。たーつみも色気づいてきたかあ？」


    　有菜は妙なイントネーションで揶揄からかうように言い、素早く背後にまわりこむと左腕を[image: ]の頸くびにまわし捉とらえた。絞しめ技の恰かつ好こうをとったうえで、右手でつくった[image: ]げん骨こつを[image: ]の顳こめ顬かみにぐやぐやと押しつける。


    　顳顬に加えられる鈍にぶい圧力よりも、後頭部にぽんにゃりと押し当てられたやわらかな物体の方が、[image: ]にとってはショッキングだった。人体構造学的な観点から推測するに、それは乳房という部位に該当するだろう。


    「う、わ、あ、ぁ……」


    　──離れて！　はなれてっ!?


    　タオルの布ぬの地じ越ごしに胸の形がハッキリわかる。


    　やわらかくて。それにまだ少し湿っているようで。トテモ良い感触ではあるのだが……心臓の鼓こ動どうまでつたわってくるみたいで、[image: ]たつみは、それに較くらべて自分の鼓動がやけに速く打つのを意識した。


    「まーあ、たしかに綺き麗れいな子よねー。[image: ]もなかなか面めん食くいじゃん」


    　[image: ]の声は姉の嗜し虐ぎやく心しんを煽あおる。


    　硬めた手によりいっそうの力を加えて、胸をも更に押しつけて、有あり菜なはさも愉ゆ快かいそうにささやいた。


    「いっ、だだだ、だ……っ！　そんなんじゃないって！」


    　[image: ]は苦しい喉のどから抗議の声を絞しぼりだした。


    　にあが長い尻しつ尾ぽを顔にじゃらつかせてくるのが、余計に煩わずらわしい。


    「ははん、照ーれなくっていいってば。あ、なんだったら私から口くち添ぞえしてあげよっか？　何かしら用事にかこつけて紹介するくらいはできると思ーよ。可愛かわいい弟のためだ、それくらいは協力してやるともさ」


    「莫ば迦かなこと言ってんなよ！　てか、早く服着ろよ!!」


    　頭に絡からみつく姉の腕を振りほどき、身を離す。


    　その勢いで有菜の肩から離れたにあは、空中で身をくねらせクルクルクルルッと三回転半をきめたのち優雅な身振りで床に降りたった。バレリーナの動きを思わせる見事な着地だった。


    　ふみゃー


    　有菜の足あし許もとで、にあが[image: ]の方に顔を向け嘲あざけりの鳴き声を上げる。


    　──何だこの猫……


    　その声の響きに、[image: ]は無む性しように腹立たしくなった。猫にまで小こ莫ば迦かにされるというのは、さすがに人としての矜きよう持じを傷つけられるものがある。


    　──この愛あい玩がん動物め……、いつか……目にもの見せてやるからな！


    　身のうちに黒い衝動をたぎらせながら、シャム猫相手にそんなことを考えてしまう方が人間としてドウカしているということに気づいていない[image: ]だった。


    　[image: ]の視線を受けて、にあは尻しつ尾ぽをクネクネと振ってみせる。


    　余裕シャクシャクといった体ていのその仕し種ぐさが、[image: ]の苛いら立だちをいっそう煽あおりたてた。


    「いやまぁ、これまで浮いた話のひとつもなかったから姉として心配だったわけよ。そーいう話題振ってもあんま興味なさそーだったしさ。……そかそか、やぁー、なんか安心したぜっ」


    　的まと外れに得とく心しんしている姉に、[image: ]が反論しかけたその時。


    　にゃおん


    　足許からにあが跳びあがり──これ以上ないというくらい的確な動きで、有菜の軀からだに巻かれたバスタオルの裾すそを掠かすめ咥くわえた。


    「あっ……」


    「りゃっ……？」


    　ふわりと、剝はぎとられた布が舞う間から有あり菜なの肢し体たいが覗のぞく。


    　白い。


    　スローモーションのようにゆっくりと流れる時間のなかで、白い肌がやけに眩まぶしく見えて──おまけに姉は驚いて両腕を振りあげてしまっているものだから、視線をさえぎるものもなくたゆたゆっと揺れる乳房やらくびれた腰やら何やらがマトモに眼めに入ってきて、服着てる時より随ずい分ぶん大きく見えるなあなどと考えてしまって──


    「────おああぁあぅッ!?」


    　[image: ]たつみは恐きよう慌こうに陥おちいった。


    　いくら羞しゆう恥ち心しんに欠かけたところのある姉だとはいえ、さすがにこれはマズイのではないか…………近親トカって……たぶん、マズイよね……？　マズイ気がする……マズイって言ってよ！　と、[image: ]は誰だれにともつかぬ言葉を胸のなかで吐きつづけた。


    「あぁ、あっ……ああぁあ、あ……っ」


    　ガタガタガタと全身を震わせ、わななく唇から呻うめきを洩もらしつつも、視線は裸体から離すことができずにいる。筋肉が自分の意思を離れたみたいに頸くびがまわらない。


    「…………」


    「…………」


    　二人とも無言だった。


    　動くと、


    　なにかが壊れてしまいそうで。


    　[image: ]はそのままの姿勢で硬直していた。


    　有菜も、しばらく腕を振りあげたままの恰かつ好こうでジッとしていた。ただ、[image: ]の傍はた目めにもあきらかな動揺ぶりとは対照的に、彼女は平静な顔を保っていた。


    「…………っ」


    　やがて我に還かえった有菜は、ササッと両手で胸を隠そうとする。


    　だが、強く押された乳房は豊かにたわんで腕の間からこぼれんばかりになってしまい、その光景は[image: ]にますます強い印象を残した。それに、下半身が隠れていないことにも気づいていないふうなのだが。それは良いのだろうか……良いのだろうか？


    　二人の間で張りつめた緊張の糸が不意にプツリと切れるみたいに、


    「こいつ……発情期かっ!?」


    　足あし許もとの猫を見下ろし、有菜が忌いま々いましげな声を落とした。


    　飼い猫に発情される女性というのもどうかと思うのだが。


    　彼女の癇かん癪しやくを敏感に察知して、にあはバスタオルを咥くわえたまま床のうえを小器用に跳びまわり、薄く開いたドアの隙すき間まから廊下へ姿を消した。


    「待……てっ、泥棒猫ッ!!」


    　[image: ]たつみの動揺をよそに、奪い去られたタオルを取り返そうと、一いつ糸しまとわぬ姿のまま有あり菜なはにあを追いかけていった。


    　ようやく緊張から解放されて、[image: ]はふやぁーっと大きく息を吐いた。


    　さっきまで有菜が座っていたソファにぽすんと身を投げだすと、そこにはまだ温かさが残っている。


    　さっき背後から捕らえられた時、有菜の感情が少しだけ入りこんできて。姉が自分のことをいかに気き遣づかっているかがつたわってきて。


    　過剰な気遣いがしばしば見当違いの方向に向けられたりもするものの、それでも彼女の優しさは、何物にも代えがたいものだった。


    　事故の後、病室のベッドで眼めを醒さました時にこちらを覗のぞきこんでいた姉の顔が頭に浮かぶ。


    　あの時……見知らぬ部屋のなか、過去のことを何ひとつ思い出せなくて不安で不安でたまらなかったけれど、彼女の真しん摯しな表情を眺めていると、どうしてか少しだけ安心できた。この人がそばにいてくれるということが、心強かった。


    　だから、記憶を失った自分がこんなふうに生活していられるのは、あの時見た彼女の顔のおかげなのかもしれない。


    　姉は、いささか荒っぽいと同時に優しくて、粗雑な性格の一方で妙にこまやかなところもあって、だらしないかと思うと生き真ま面じ目めで、それに、やわらかくて……やわら……かくて………………


    　考えが脇わき道みちに逸それて不ふ埒らちなことを思いめぐらせそうになり、[image: ]は慌てて頭を振った。
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    　[image: ]は目覚まし時計よりも早く眼めを醒さます。


    　起きだして恰ちよう度ど着替え終わった頃ころにアラームが鳴りはじめる。これでは目覚まし時計の意味がないと思って、何度かセット時間を早めてみたりもしたのだが、いつだってそれより先に起きてしまう。


    　朝食の準備をしなければならないと本能が告げるからだ。


    　有菜と二人暮らしの生活で、料理は[image: ]の役割になっている。というか姉はモノグサな人なので、家事はほとんど弟に押しつけられていた。


    　それでも、[image: ]は厭いやな顔もせず台所に向かう。記憶を失ったのに不思議と料理の仕方は憶おぼえていて軀からだが勝手に動く。包丁を動かしていると何な故ぜだか嬉うれしくなってしまう。


    　タダ今日は……鶏とり肉を切る時、それから脂あぶらの落ちきらない手で野菜を洗う時に、昨日ペインティングナイフを握った際のぬめつく感触を思い出して少し気持ち悪かった。


    　こんな時、窓から爽さわやかな朝あさ陽ひでも射さしこんでくれればまだいくらか気分も晴れるのだろうが、生あい憎にくと曇どん天てんの下、単色に塗ぬりこめられた風景が展ひろがるばかりだ。


    　俎まな板いたのうえの右手を見下ろす。


    　切断され、そして元通り癒ゆ着ちやくした手。


    　ゆうべの出来事が厭いやでも頭に思い浮かぶ。


    　父親の遺い体たいの行方を捜すのを手伝ってくれないかと、呉くれ羽はは言った。


    　できることなら彼女の力になってあげたいと思う。何が起きたのだか自分じしん気がかりだし、それに──美術室で見かけた横顔。あの毅き然ぜんとした表情を思うと、放ってはおけないという気がする。


    　けれどもまた一方では、平へい穏おんな生活を壊されたくないという気持ちもあった。ただでさえ事故のおかげで、そして妙な現象のおかげで、心穏おだやかとは言いかねる毎日なのだ。これ以上搔かきまわされたくはない。


    　──とりあえずもう少し詳しく話を聞いてみよう。結論を出すのはそれからでも遅くはないだろう。


    　気をとり直して、[image: ]たつみは包丁を握る手に力をこめた。


    　ササミとピーマンのチリソース炒いために添そえて、簡単にサラダと味み噌そ汁を作って支度を終え、有あり菜なを呼びに向かう。


    　階段を上がって数歩行ったところで、[image: ]は息を呑のんだ。


    　廊下の先に奇妙な物体が転がっている。


    　いや、物体というのは正しくない。直径七〇センチほどの淡緑色の塊かたまりが、ウネウネと不気味に蠢うごめいていた。


    　乱雑な襞ひだの隙すき間まから、間かん歇けつ的てきにzyylqrrlrrrrr…………uhrr……pshjchhvhfrhhhhhh………………と、異い形ぎようのものじみた呻うめきが洩もれ出てくる。苦しげに絞しぼりだされる低く引き攣つった声は、未いまだ生への執着を棄すてきれぬままに容よう赦しやなく処刑の刃やいばを落とされる罪人の切せつ々せつとした断だん末まつ魔まのごとく響いてくる。その合間に、何かがメキャメキャアッとひしめきへし折られる音と、pgwtzzyhyyyyy────！　という鋭く憐あわれな鳴き声が混じる。


    「…………っ」


    　[image: ]は息をひそめ、恐おそるおそるその塊に歩み寄ると、片端に手をかけて──


    　思いきり引いた。


    　ゴロウンっと勢いよく転がりでてきた本体が、床のうえで悶も搔がきのたくる。やがてムクリと軀からだを起こすと、


    「……ったぁー、…………もちっと優しく起こしてよね」


    　姉だった。


    「廊下で寝てるのが悪いよ！」


    　引っぺがしたシーツを手にしたまま、[image: ]たつみは普段より少しだけ強気に言い返す。寝起きの姉はまだ完全に起動していないから、そのぶん[image: ]は強く出ることができる。


    「……やー、寝る時はちゃあんとベッドに入ったよ？　それが眼めが醒さめたらいつの間にか床のうえだもんなー……はっ、巷ちまたで噂うわさのあぶだくしょんってやつか!?」


    　有あり菜なは床のうえに身を起こし、胸元ににあを抱いたまま[image: ]を見上げてこぼした。サイズの大きすぎるＴシャツをだらしなく身につけたほかは下着だけという緩ゆるみきった恰かつ好こうだ。


    「どこの宇宙人がそんなことするんだよ……」


    　姉のそんな姿を眼にして、[image: ]はつい昨夜の出来事を思い出し、だぶだぶっとした服の下の姿し態たいをちょっぴりだけ想像してしまった。


    「にあもきゃとるみゅーてぃれーしょんされなくて良かったなっ」


    　そんなふうに嘯うそぶいて、有菜は胸に挟はさんだ猫の頭をぽむぽむと叩たたく。


    「ご飯できてるから早く食べないと。遅刻しちゃうよ」


    　[image: ]は内心の照れを隠すふうに、よそよそしい口調で告げた。


    「んん……ん…………」


    　立ちあがる気配のない姉の軀からだを無理矢理に引き起こす。


    　細い手て頸くびが、やけにやわらかくて。弛し緩かんしきった腕を引きあげながら、


    　──まったく、こんな人が生徒会長なぞしているのだから世のなか間違ってる。


    　[image: ]は苦々しく思った。


    　そう、有菜は巴ともえ見み学院において生徒会長の役職に就ついている。


    　もっとも、学校での彼女は人が変わったかのごとく品ひん行こう方ほう正せいで模範的な生徒として振る舞っており、教師からも一般生徒たちからも絶大な信頼を寄せられていた。自宅でのダラシナサとのあまりの豹ひよう変へんぶりに、[image: ]はしばしば狐きつねにつままれた気分にさせられた。


    「ほら、ちゃんと歩いて」


    「あいよー…………お……お、おおおおおおおぉ────!?」


    　ゴゴゴゴ、ゴ、ゴゴ……と重々しい音を立てて、有菜は急な階段を転がり落ちた。


    「んむー……」


    　物もの凄すごい勢いで床に叩きつけられたというのに、床に転がったままさも倖しあわせそうに夢見心地な姉を見下ろしながら、[image: ]は呆あきれて溜ため息いきをついた。


    　有菜の腕のなかで、にあが苦しそうに悶も搔がいていた。
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    「……ゆうべ美術室に泥棒が入ったらしいんだよぅ……」


    　巴ともえ見み学院一─Ｃの教室。


    　鞄かばんから弁当箱を引っぱり出そうとしていた[image: ]たつみに、後ろの席に座った文ふみ月づき綾あや乃のが声をかけた。


    　ちなみにその隣、[image: ]の斜め後ろはあざみの席だ。


    　あざみの友人である綾乃は一─Ｄの生徒だが、毎日昼休みになると隣のクラスから一─Ｃの教室へやってくる。こうして三人で昼食を摂とるのが習慣になっていた。


    「泥棒……？」


    　綾乃が何気なく振ってきた話題に、[image: ]は幾いく分ぶん身構えながら、さして興味もない素そ振ぶりを装って返した。


    「うん……詳しくは教えてもらえなかったんだけど……。あざみちゃん、何か聞いてない……？」


    　美術部員であるあざみに顔を向ける。


    「ん、顧問のセンセから聞いた話では、なんかメチャクチャに荒らされてたらしーよ。んで、しばらくは部活休止だってー。なんでも壁、壊されてたとか、部屋ンなかの様子もなんかオカシかったとか。だから泥棒ってより強盗？　ってより破壊工作？　とかって噂うわさ」


    　あざみは[image: ]に意味ありげな視線を送りながら応こたえ、弁当を取りだした。


    「うぅ、怖いけど……ちょっと気になるかも……」


    　弱気に呟つぶやく綾乃の眼めは、けれどひそやかな輝きを帯びている。


    　彼女は怪かい奇き現象の類たぐいに目がないのだった。


    　クセのないやわらかそうな髪がスラッと肩まで下りている。前髪の片側をまとめる髪どめは可愛かわいらしいペンギン型。


    　ファンシーな趣味とオカルト嗜し好こうが同居した娘だ。


    「何か盗まれたりしたのかな」


    「特にそんなことも言ってなかったけど。後でもっちょい訊きいてみるよ。まっかせといて」


    　あざみはひとつ胸を叩たたくと、弁当箱の蓋ふたを開け、


    「げ……、ご飯や煮物にミルクが染みてる……」


    　そのままの姿勢で硬まってトテモ厭いやそうに眉まゆを顰しかめた。


    　弁当箱の隅に詰めた苺いちごにたっぷりとかけたコンデンスミルクが、ほかの部分にまで容よう赦しやなく侵しん蝕しよくしていた。傍はた目めから見てもあきらかにミルクの量が過剰だ。


    「弁当にそんなの入れてくるからだよ」


    「うっるさいわねー、苺には絶っ対ミルク！　これがあたしのポリシーなんだから。それにベトナムカレーとかだってココナッツミルク入れるじゃん」


    「あざみちゃんのポリシーはコロコロ変わるんだよぅー……」


    　横から綾乃が合あいの手を入れる。


    　あざみは覚悟を決めて米飯に箸はしをつけた。喉のどを鳴らし、しばしの逡しゆん巡じゆんののち思いきって口に放りこむ。


    「ぅ、甘マズ……」


    　あざみの顔が大きく歪ゆがむ。[image: ]えん下かするのが困難きわまりないといった表情。


    「く……っっ」


    「それでも食べるんだ……」


    　半なかば自や棄けになって、あざみは甘ったるい米粒をわしゃわしゃとかきこんだ。


    「うー、口直しに苺いちごっ」


    　忌いまわしき弁当をあらかた平らげて、気分をとり直し口くち許もとに運ぶ箸の間から、ころりんと。


    　昔話めいたかろやかさで、小粒の苺があざみの胸の谷間に転がった。


    　計ったかのように正確な落下運動を、[image: ]たつみも綾あや乃のも呆あつ気けにとられて眺めることしかできなかった。


    　胸の間に箸先を差しこんで摑つかもうとするあざみの手を逃のがれて、


    「うお？　奥に潜もぐりこんでいくぜい」


    　状況は余計に悪化してゆくばかりだ。


    　業ごうを煮にやしたあざみは左手で制服の襟えり元もとをぐいと大きく広げると、


    「[image: ]、黙って見てないでちょっとコレ取ってよ」


    「な……っ!?」


    　箸を持つ[image: ]の手が硬まる。衝動と良心の間で、思考が揺れ惑まどう。


    　あざみの襟元の間に覗のぞくやわらかなふくらみが、誘いかけるように揺れた。ふくよかな柔やわ肌はだの奥で粒の小ぶりな苺が躍る。


    　──ここは言う通りにした方がいいのかな？　だって、仕方ないよな……


    　[image: ]は無意識のうちにフラフラアっと箸を伸ばしそうになって、


    「……んなことできないよっ！」


    　フト我に還かえって叫び、胸に涌わきあがる邪じや念ねんを振り払った。


    「ちえー、ケチっ。取ってくれたっていーじゃないよぅ」


    　人の気も知らずあざみは不平を洩もらす。


    　彼女の口許に、そして胸のふくらみのうえに付着したやけに白い液体を見て、[image: ]はなんだか自分の方が穢けがされたみたいな絶望的な気分になった。


    「あざみちゃん……あの、……あんまり、その……してると、露出趣味の人と思われちゃうんだよ……？」


    　見かねて隣から諫いさめる親友の声に、あざみはようやく自分の恰かつ好こうに気づいて、慌てて胸元を隠す。


    「──ッ!!　なっ、に、ジロジロ見てんのよっっ!!」


    　理り不ふ尽じんにもすべての責任は[image: ]たつみが負わされる羽は目めとなるのだった。


    　なべて世はこともなし。


    「ぅー、気持ちわる……なんかべとべとする」


    　あざみは指にべとつくミルクを舐なめとると、やっとのことで拾ひろいあげた苺いちごを憎らしげに弁当箱の蓋ふたに載のせ、


    「も要いらないや……[image: ]、これ食べていーよ」


    「食うかッ！」


    　思わず怒ど鳴なりつけていた。


    



    「鴫しぎ沢さわ君？　お客さん来てるけど」


    　弁当を食べ終えたあざみが胸に付着したミルクを拭ぬぐうためトイレに立ち、綾あや乃のがまだのろのろと箸はしを動かしているところに、クラスメイトの一人が[image: ]を呼んだ。


    「お客……？」


    　戸口の方に眼めを向けるより前に、[image: ]にはそれが誰だれなのか見当がついていた。なんとなく、予感めいたものがあったのだ。


    　果たしてそこには呉くれ羽はの姿があった。

  


  [image: ]


  
    　半なかば予想がついたとはいえ、女生徒から呼びだされるというのはなんとなく気き羞はずかしいものがある。優雅な姿勢で立つ彼女のそばに、[image: ]たつみは慌てて駆かけつけた。


    「鴫しぎ沢さわ君、少し話があるのだけれど」


    　呉くれ羽はは腕を組んだままの恰かつ好こうで言った。


    「うん、ぼくも訊ききたいことあったから」


    「それなら恰ちよう度ど良かったわ。どうせなら、ひと気けのない場所の方が良いわね。もう……他人というわけでもないのだしね？」


    　妖あやしげな眼めを流して、呉羽は人聞きの悪いことを口にした。


    　相手の都合などかまう素そ振ぶりも見せず踵きびすを返して歩きはじめる呉羽の後について、[image: ]は教室を出ていった。


    



    　トイレから戻ってくるなり、あざみは[image: ]の姿がないことに気づいた。


    「……あれ、[image: ]は？」


    「えぇと、お客さんが来て一緒に出ていったんだよぅ。二年の先輩みたいだったけど……」


    　緩かん慢まんな動作で箸はしを動かしながら綾あや乃のが答えた。


    　二年の先輩と聞いて、あざみは厭いやな予感に胸がざわつく。


    「それって、ひょっとして髪長くてキツい顔した女？」


    「？　顔はともかく、髪は長かったよ……？」


    　応こたえる綾乃はさほど気にしているふうもなく、暢のん気きに弁当をつついている。箸の握り方がどことなくおかしい。


    「あの女、またチョッカイかけてきたのっ!?」


    「あざみちゃん知ってる人……？」


    「知ってるってーか、なに謀たくらんでるかわかんない女よ!!　あやのん、ちょっと様子見に行こっ！」


    「そんな悪い人には……見えなかったよ？」


    　弱気に反論する綾乃の言葉は、しかしあざみには届かない。


    「ボヤボヤしてる場合じゃないわ、早く行かないと見失っちゃうじゃん！」


    　[image: ]を連れていった女が気がかりで、あざみは厭がる綾乃の腕を無理矢理に引く。


    　綾乃は気が弱い。それに非ひ力りきだ。こんなふうにあざみに強く出られると、どうしたって抵抗できない。


    　まだ半分ほど残った弁当を机のうえに残して、あざみに手を引かれるまま、綾乃はもつれそうな足で教室を出た。


    「あざみちゃん、後を尾つけるなんて良くないよぅー……」


    　頼りない口くち許もとから零こぼれた抗議にもならない弱々しい声が、廊下に置き去りにされた。


    



    　階段を三階まで上のぼると、呉くれ羽はは[image: ]たつみを手近な空き教室に招じ入れた。


    「軀からだの調子はどう？」


    　後ろ手に戸を閉めるなり、前置きもなしに訊きいてくる。


    　右手のことを指しているのだろうか。[image: ]は幾いく分ぶん身構えながら、急な角度で自分の手て頸くびを見下ろした。


    「……ああ、うん。大丈夫……だと思う」


    　昨日感じたわずかな痛みも、今はもうスッカリ消えている。呉羽の説明を信じるとしても、それはやはり不思議な現象だった。


    「そう、良かったわ。生なま身みの軀を固着させるなんて初めてだったから少し心配だったんだけど、ふふ……やっぱり君とは相性が良いのかしらね？」


    　[image: ]が頼りない調子で答えると、呉羽は静かに微笑ほほえんでみせ、ゆうべ口にしたのと同じ台詞せりふをささやいた。


    　その微笑が、[image: ]の眼めには妖あやしく映る。


    　──うぅん、揶揄からかわれてるのかな……？


    　二人きりのこの空間がなんだか落ち着かなくなって、[image: ]は眼を逸そらし本題を切りだした。


    「あの、昨日言ってた……手伝ってほしいって、具体的にどんなことをかな……？」


    「あぁ、そうね。今の段階で連続殺人について直接調べることもできないから、とりあえずは美術室を調べてみたいのだけれど」


    「美術室、ね……そういえばクラスの子も噂うわさしてたよ。泥棒が、とか」


    「ふぅん、泥棒ってことにされてるの」


    　呉羽は鷹おう揚ように頸を傾けてみせる。


    「室内の様子がおかしかったとか……ハッキリしたことは聞いてないらしいけど。実際のところ、ゆうべは何が起こったわけ？」


    「突然灯あかりが消えて暗がりのなかだったから……相手の顔はおろか何をされたのかすらもよくわからないの。触れられてもいないのに、アチコチ服が破れて傷を負っていて。不思議な傷……蝕能アタリアによるものだとすれば、どんな能力なのかしら」


    　呉羽の差しだす腕に視線を落とすと、薄く爛ただれたようなこまかな傷きず痕あとがいくつか見えた。


    「やはり実際に調べる必要があるわ……どうかしら？」


    　呉羽は真まっ直すぐにこちらの瞳ひとみを見み据すえて訊いてくる。


    　彼女の視線を見返す恰かつ好こうで、[image: ]はこの二週間の生活を思い返した。


    　姉がいて、あざみがいて、綾あや乃のがいて、自分のことをそれぞれに気き遣づかってくれる。彼女らの優しさを否定するつもりは、勿もち論ろんないけれど。


    　それでも──どこか噓うそだという気がした。


    　どんなに平へい穏おんに見えようと、知らずにいることを、知ろうとすらせずにいることを前提とした生活というのは、なにか違う気がする。


    　まやかしだと思う。


    　それは、いつ波に攫さらわれて脆もろく崩れ消えるかもしれない砂の城のようなものだ。


    　過去の記憶を失なくしたまま、自分の身に何が起こったかも知らないままに生きていくのは、やはり厭いやだと[image: ]たつみは思った。


    　たとえなんらかの危険を伴うとしても、真実を知りたいと。


    「……うん、それだったら……ぼくも協力するよ」


    　まだ少し迷いながら、それでも自分の言葉で後押しして決心をつけるように、[image: ]は頷うなずいた。


    　彼女に協力し事故の謎なぞを追うことは、失った記憶をとり戻す手がかりにもなるかもしれない……そんな期待を抱いだいて。


    「本当？」


    　少しだけ、呉くれ羽はの表情がやわらいだ気がした。


    　タッタそれだけのことで、引き受けることにして良かったと[image: ]は思ってしまう。


    「ありがとう。よろしくね」


    「ううん、こちらこそ。偶然居合わせたってこともあるし、何が起きたのかぼくも知りたいしね」


    「早速だけど、今日の放課後なんかは都合どうかしら？」


    　呉羽の提案に、[image: ]は申し訳ない顔を返す。


    「あ……、今日はちょっと、病院行かないといけなくて」


    「病院……ひょっとして水み無な月づき病院？」


    「うん。ちょっと距離あるけど、このあたりで脳外科があるのってあそこくらいらしくて」


    　[image: ]は素直に頷いた。


    　事故以来、[image: ]は街の人口に比して結構な大きさを誇る水無月病院に通っていた。今日も検査のため、あの無ぶ骨こつな建物に赴おもむかなければならない。


    「そう……私の父とう様さまもあそこに勤めていたのよ。父様の弟──私にとっては叔お父じにあたる悠はる久ひさもね。これもまた奇き遇ぐう、と言うべきかしら」


    　呉羽は眉まゆを顰しかめて言葉を続けた。


    「それに例の連続殺人……被害者は三人とも水無月病院の関係者だという話なの」


    「三人、とも……」


    「ええ」


    「それならやっぱり、犯人も病院に関係のある人物……なのかな」


    「断定はできないけれど、可能性は大きいわね。そう仮定した場合、営えい利り的てきな目的などと考えるには殺害方法があまりに過剰だと思うの。そこにどんな必然性が介在しているのかはわからないけれど、なにか……邪悪な意志のようなものを感じるわ。


    　それと、……爆発事故と時を同じくして、叔お父じが失しつ踪そうしているのが、気がかりといえば気がかりかしら」


    「叔父って、たとえばその……君の叔父さんが君の父親を殺して、失踪したっていうの？　あんまり考えたくはないけど」


    「ありえないことでもないわね」


    　肉親のことだというのに躊躇ためらいもなく、[image: ]たつみの台詞せりふを引き継ぐようにして呉くれ羽はは冷たく言い放つ。


    「叔父もまた医学の道に進み、脳生理学者として水み無な月づき病院に勤めていたの。父とう様さまが医学に傾倒するようになったのは、そしてオカルティズムに関心を示すようになったのも、叔父のせいだと噂うわさする親族もいたわ。父様にとっては最も関係の深い人物と言えるでしょう。タダあの叔父がどこまで事件に関与しているかはわからないけれど」


    「あるいは被害者ってことも……あっ、ごめ……」


    　自分の口にしかけた言葉に、[image: ]が気まずそうな表情を向けると、


    「気を遣つかってくれなくて結構よ。あの叔父のこと、あまり好きではなかったから」


    　呉羽はどうということもない顔で応こたえた。そして再び話題を戻す。


    「……明日の朝はどうかしら。少し早めに来てもらうことはできない？」


    「明日なら大丈夫だよ」


    「そう。……それと、鴫しぎ沢さわ君」


    　呉羽は手近な机のうえに手をつくと、躊躇いがちに、


    「……あの、有あり菜なさん？　って、君のお姉さん……よね？」


    「え、あ、う、ん」


    　思いがけない名前が飛びだして、[image: ]はカタコトに返事する。


    　姉がどうかしたのだろうか。たしかに同じクラスだとは言っていたが。あまり話したことがないとも言っていたのではないか。


    「君、お姉さんに何か話した？」


    　口くち許もとに手を当て、眉まゆをひそめて尋ねてくる。


    「何かって？　姉さんが何か……？」


    「ええと、そうね…………端的に言うと……」


    　呉羽はややうつむきがちになり、なおのこと口ごもる。頰ほおも心もち赤らんでいる。


    　彼女のこんな表情を見るのは初めてで、[image: ]はわけがわからなくなる。


    「『莫ば迦かな弟だけどよろしくねっ』とか、……」


    「ぐっ……！」


    　息を詰まらせる[image: ]に対し、呉羽はひどく続きを言いにくそうに顔を背そむけた。


    「……それに随ずい分ぶんと……その…………はしたないこととか……」


    「────～～～～～～～っ!!」


    　──勘違いハナハダシイうえに行動速すぎるよ姉さん！


    　あの姉がどんなことを吹きこんだのかおおよそ想像がついてしまい、[image: ]たつみは胸のうちで叫びながら身み悶もだえした。


    　にゃかーと笑った姉の顔が脳裏をチラつく。


    　あまりの展開に眩暈めまいがしそうだ。


    「それっ、誤解だから！　姉さん時々ちょっとオカシイから！　フレタこと言う人だから!!　お願いだから忘れてっ!!」


    　自分の名誉をかけて否定する[image: ]を、呉くれ羽はは幾いく分ぶん疑わしそうに注視した。


    「まあ、それは我慢できるとしても……できないけれど……できるとしても……、まさか蝕能ちからのことまで話してないでしょうね？」


    　内心で激しい葛かつ藤とうに揺れているようだった。


    「我慢とかそういう問題でもないんだけど……力のことは勿もち論ろん話してないよ。話すつもりもないし」


    　[image: ]の答えに、呉羽はジッと彼の眼めを凝み視つめてから、


    「ふぅん、噓うそはついていないみたいね」


    　一方的に納得して呟つぶやいた。


    「それが賢明よ。今後もそれで通した方が良いわ。あんなお姉さんでも大事ならね」


    　何気なく有あり菜なの人格を貶おとしめるような呉羽の発言に、


    「大事なら……どういう意味？」


    「もしも迂う闊かつに話して、巻きこむことにでもなったら困るでしょう」


    「ああ……」


    　あまり考えたくないが、そんな危険もあるのだと、[image: ]は納得した。


    　たしかにあんな姉ではあるが、それでもやはり自分にとっては大切な人に違いない。


    　毎日、帰宅するなり荒っぽい声を投げてくる姉のことが、やたらと露出過剰なうえワケもなく抱きついてくる悪あく癖へきのある姉のことが、むやみに人の問題に干かん渉しようしてくる姉のことが、[image: ]は──たまに辟へき易えきすることはあるとしても──嫌いではなかった。


    　だから迷惑をかけるようなことはしたくない。


    　こんな力のことを知られたら、あの人はきっとまた尋じん常じようならざる行動力で首を突っこもうとするだろう。そんな展開はなんとしても避けねばならない。


    　そう考えながら、[image: ]は重々しく頷うなずいてみせた。


    



    「もっお、ドコ行ったのよあの二人ッ！」


    　二人の間でそんな会話が交わされているなどとは無む論ろん知るはずもなく、あざみは綾あや乃のを従えて彷徨さまよっていた。綾あや乃のがノロノロとしていたせいで二人の姿を見失ってしまい、あてもなく迷い歩くことしかできない。


    　三階まで上がったところで、人通りの疎まばらな廊下を見まわしてみる。


    「うーん、いない……よ？」


    「ちぃっ、こっちでもないの!?　てーか、こんなに人目を憚はばかるなんて、一体何してるワケよ？　ますます怪しいじゃん！」


    　苛いら立だちを抑えきれないあざみが声を荒げる。


    「もう教室に戻ろうよ……ストーキングは立派な犯罪なんだよ……？」


    「誰だれがストーカーよっ！　あやのんは、[image: ]たつみがあの女にいいように利用されてもかまわないわけ？　心が痛まないってワケね!?」


    「それは……良く、ないけど……」


    　言い争う彼女たちの声を聞きつけたわけでもないのだろうが、ガランと戸の開く音がして、そばの教室から[image: ]と呉くれ羽はが姿を現した。


    「あれ、結ゆう城き？」


    　あざみの姿を見つけて、[image: ]は不思議そうに呼びかけた。


    「──やっ！　た、タ、[image: ]っ!?　キグーだねっ？」


    　あざみは普段より一オクターヴ高い声を上げた。


    「奇き遇ぐうっていうか……何か用事？」


    「ちょっとばかし高いトコの空気が吸いたくなってね？　あやのんが気分悪いとか言うから！」


    　胸の前に両手をかざして後ずさりながら、あざみはあせあせと言い繕つくろおうとする。


    　[image: ]の後ろにあの女の姿が見えるが、面と向かって問い質ただすこともできない。


    「んじゃ！　あやのん、そろそろ教室戻ろっか!!」


    　尾行してきたのだと知られたくなくて、あざみはその場を去ろうとする。


    　振り返りざまに思わず手をついた階段の手て摺すりが、摑つかんだ箇所から折れ曲がった。ぐやんと、ステンレス製だというのが噓うそみたいに脆もろく。


    　支えを失ったあざみはバランスを崩して大きく傾いた。倒れる先には下り階段が待ち受けている。


    　──え、あ、れ……？　ちょ、待っ……


    　声を上げることも叶かなわず、あざみの軀からだは半なかば階段の宙空へ飛びだしかかっている。


    　[image: ]は我を忘れてあざみに走り寄った。接触が厭いやだなどと考える暇もなく手を伸ばし、間かん一いつ髪ぱつあざみの手を摑む──


    　のには、成功したのだが。


    　あざみの軀を引き戻すどころか、むしろ[image: ]の方が引き寄せられる形になってしまい、


    「ぅ……ああああぁあぁ──────ッ!!」


    　悲鳴を重ねて、二人は階段をもつれ落ちた。


    「っ──、ててててっ……」


    　踊り場の床にしたたか身を打ちつけて、横たわる二人。


    「んん……」


    　[image: ]たつみは起きあがろうとしたが、思ったように頭を起こせない。何かフンワリとした布ぬの地じが覆おおいかぶさっているみたいだ。薄暗い視界のなかに、白と水色のストライプ状のものが見える。


    　それに、両頰ほおにナンダカやわらかい感触がある。


    　──ええと、これってまさか……まさ、か……？


    「ん────ッ!?」


    　床にへたりこんだあざみのスカートのなか、両腿ももの間に[image: ]の頭が潜もぐりこんでいた。


    　自分の置かれた状況を半なかば察して、[image: ]は頰を冷たい厭いやな汗がダラダラアっとつたい落ちるのを感じた。慌てて顔を上げようとすると、スカートの布地に絡からまってより太ふと腿ももに密着することになる。


    「ひぅあッ!?　──っどど、どこ触ってんのようっっっ!!」


    　あざみが裏返った声で叫んだ。


    　実際のところドコに触れているのだか、意識したくない。


    　意識すると、羞はずかしくて死にそうになる。


    「は、やく……離、れなさ、い……よっっ！」


    　どうにかしてスカートを正そうと試みるが、逆に[image: ]の頭を押さえつける恰かつ好こうになってしまい、ますます渾こん沌とんとした状況に陥おちいった。


    「うぅー……っ……」


    　[image: ]が悶も搔がけば悶搔くほどあざみにとってはより逼ひつ迫ぱくした事態となり、彼女の上げる艶つやを含んだ声は[image: ]に更なる動揺をもたらす。不ふ毛もうな循環の輪が成立していた。


    　……なんたるウロボロス尾を喰う蛇。


    　ひとしきりあって、[image: ]はようやくスカートの拘こう束そくから逃のがれて床にへたりこんだ。


    　まだ荒い息で、あざみが勢いよく立ちあがる。


    「あぁっと……怪け我が、しなかった……？」


    　足あし許もとから見上げる恰かつ好こうで、[image: ]は恐おそるおそる尋ねた。


    　怪我どころか、むしろあざみは豪ごう然ぜんとした様子で羞しゆう恥ちと怒りをたぎらせている。


    「はっ、あ…………こっ、の！　乙おと女めの貞てい操そうをッ!!」


    　床のうえの軀からだをあざみがローファーの踵かかとで踏み蹴けるたびに、[image: ]の喉のどから形容しがたい呻うめきが洩もれた。


    　──随ずい分ぶんと、仲が良いこと……？


    　戯たわむれているようにでも見えたのだろうか。


    　階段のうえで壊れた手て摺すりに指を添そわせ、呉くれ羽はは二人の様子をジッと見下ろしていた。


    



    　　　§


    



    「あ──、また降ってるのか……」


    　六時限目の授業が終わると、[image: ]たつみは窓の外を見やって呟つぶやいた。


    　細い糸のような雨が疎まばらに降っている。


    「傘かさ持ってきてないの？　莫ばっ迦かねー、今日なんて降水確率六〇パーって言ってたじゃん」


    　困り果てた横顔に、何気なく洩もらした呟きを耳ざとく聞きつけたあざみの嘲ちよう弄ろうが投げかけられる。


    「まあ、そうなんだけど」


    「気ぃ緩ゆるめてるから忘れちゃうのよ。…………ぁ、でも、どうしてもって言うなら、……あたしの傘に入れてやっても……いいけど？」


    　少しだけ視線を逸そらして。あざみは幾いく分ぶんぎこちなく、それでも無理矢理に何気なさを装った口調でそう続けた。


    「え、ほんとに？」


    「う……ん。恰ちよう度ど部活も休みになってるし」


    「ん、でもいいよ。これくらいなら傘なくても平気だし」


    　[image: ]は再び窓に視線を送って答える。雨足は強くはない、走ってゆけばどうにか耐えられる程度の降り方だ。


    「やっ、でもホラ、風か邪ぜトカひいたらいけないでしょ」


    「気持ちは嬉うれしいけど……帰りに病院寄らないといけないんだ」


    「あ……」


    　言いにくそうに告げる[image: ]の言葉に、あざみは少し顔を曇くもらせた。その話題に触れることを恐おそれているとでもいうふうに。


    「だ──っ、たら余計、濡ぬれ鼠ねずみで病院行くわけにいかないじゃん」


    「でも迷惑だろ。方向逆だし」


    「なーにヨケーなとこで気ぃ遣つかってんの、そのまま帰して風邪とかひかれる方が迷惑だってば。人の親切は素直に受けときなさいよ」


    　あざみは右手の人差し指を立ててかるく左右に振ってみせ、諭さとすように言う。


    「んん、だけど」


    　なおも渋しぶる様子に、あざみはついに苛いら立だちが臨りん界かい点てんに達したのか、


    「……だあぁッ！　もう、面倒なやつね!!　ゴチャゴチャ言わないで、おとなしくあたしの言うこと聞いときなさいよっっ!!」


    　突然[image: ]たつみの襟えり首くびを摑つかみ、ガクガクと揺すって嚇おどしかけた。


    「えぅ、くるしっ……、…………ぅ……ん、……じゃ、あ、そう……させてもらうよ」


    　またもやあざみの勢いに押しきられ、揺れる頭で[image: ]は頷うなずいた。


    「ふん、わかればいいのよ。まぁーったく、[image: ]はヘンなとこで強情なんだから」


    　あざみは摑んでいた手をパッと離し、途端、


    「……ててっ？」


    　顔を顰しかめて右手を押さえた。


    「手、どうかしたの？」


    　[image: ]は後方によろめきながら尋ねる。頭をイイ具合にシェイクされたせいかクラクラして仕方ない。


    「んん……階段から落ちた時にちょっとヒネっちゃったみたい」


    「それなら保健室行った方がいいかな」


    「んにゃ、これくらい平気だってば」


    　あざみは余裕な顔をつくり右手をヒラヒラと振ってみせるが、それでもどことなく苦しそうだ。


    「結ゆう城き、美術部だろ？　手て頸くび痛めたらマズイんじゃないか。変なとこで強情張らなくていいって」


    　最前のあざみの言葉を[image: ]が返してみせ、なんやかんやで保健室に向かうことになった。


    



    「……あ、あざみちゃん」


    　保健室に入ると、ベッドに腰かけ養護教諭と談笑していた綾あや乃のが、あざみに気づいて声をかけた。


    「あやのんまたココ来てんの？　居つきスギだってば」


    　呼びかけられたあざみは呆あきれた声を返す。


    　空調がよく効きいて快適このうえない空間に、かすかに消毒液の匂においが漂ただよう。


    　窓際には何な故ぜか大型の水すい槽そうが置かれ、なかではカラフルな熱帯魚の群れが優雅に泳いでいた。


    　水槽のそばの机に、養護教諭仁に科しな澪みおがかけている。


    　外に跳はねた感じのショートヘア。身の丈たけに比してやや寸法の大きすぎる白衣をざらんと着流している。キリッと引き締まった眼め許もとと尖とがり気味の顎あご、それに少し角度をズラしてかけた小こ粋いきな眼鏡のせいか、どことなく中性的な雰囲気が漂っている。


    　机のうえで頰ほお杖づえをつき、眼を細めて不敵に微笑ほほえむ彼女の姿は、『凛り々りしい』という形容が相応ふさわしいものだった。白衣のポケットにチョコレート菓子の箱が突っこんであるのが、その印象を幾いく分ぶん損なうものではあったが。もう片方のポケットには無造作におさめられた薬壜びんが顔を覗のぞかせている。


    　保健室の主ぬしである澪みおは面倒見の良い性格で、生徒らの相談にもよく乗ってくれる。まして美お味いしい紅茶に茶菓子のひとつも供されるとあれば、足あし繁しげくこの部屋に通う生徒がいたとしても不思議はない。


    「一日一度は保健室に来ないと不安になっちゃうんだよぅー……」


    　ベッドのうえで、頼りない小娘がささやく。


    　気も弱いが軀からだも弱い綾あや乃のは保健室の常連だ。


    　授業に出るために学校に来ているのか保健室で過ごすためなのかも、もはや曖あい昧まいになっている。


    「あの、文ふみ月づきさん、元気なのに保健室いるのって、どうかと思うんだけど……」


    　いささか呆あきれたふうに諫いさめる[image: ]たつみの口ぶりに、綾乃は、


    「はぅー、それならお醬しよう油ゆいっき飲みするの……」


    　徴ちよう兵へい逃のがれでもしかねない勢い。


    　その言葉を聞いてどう勘違いしたのか、澪は感きわまった様子で、


    「も、お────うっ！　いじらしい!!　遠慮しないで、体調とか関係なく会いにきてくれていいのよ？　私は大歓迎だから!!」

  


  [image: ]


  
    　綾あや乃のの軀からだをぎゅむーと抱き寄せ頰ほおずりする。


    　一歩間違えるとセクハラとして訴えられかねないほどスキンシップ精神旺おう盛せいな養護教諭だ。


    「はわ……せ、せんせ……い？」


    　困惑して、でも強い力に抗あらがうこともできず、綾乃は抱き締められた腕の間から苦しげな声を洩もらす。


    　そんな二人の姿を見て、[image: ]たつみはモヤモヤと複雑な印象を抱いだいた。


    「階段から、ねえ……そいつは災難だったね」


    　あざみからいきさつを聞いた澪みおは、椅い子すのうえに紅茶のカップとパウンドケーキの載のった盆ぼんを置くと、神妙な顔で感想ともつかぬ相あい槌づちを返した。


    「あ、コレんまい！」


    　あざみは皿のうえのケーキをひょいひょいッと摘つまみとり、大口に頰ばる。


    　遠慮も何もあったものではない。彼女はいつも微妙に体重を気にしているくせに、いざとなると易やす々やすと誘惑に負ける。とりわけ甘味類には眼めがなく、一瞬の躊ちゆう躇ちよもなく本能の命じるままに手が動いてしまう。


    　パラフィン紙のごとく意志の薄っペラい娘だ。


    「ほんとだ……とっても美味しいです……」


    　綾乃も控えめにひと口齧かじると、ホウッと倖しあわせそうに溜ため息いきをついた。


    「んまんま……むぎゅ……センセ、これドコのお店の？」


    「えへん、何を隠そう私が作ってきたのだよ」


    　あざみの問いかけに、澪は得意げに胸を反そらせてみせる。


    「うそ、センセって料理得意なのっ!?　かなり意外かも」


    「意外は余計。……んー、ま、たしかに作れるのってお菓子だけだけどね。普通の料理の方はからきしダメ。それに自分で食べるわけじゃないしね。こうやって人に食べてもらうのが好きなのよ」


    　澪は肩を竦すくめると、ずり下がった眼鏡を指先で直した。


    　たしかに彼女は自分の作ったパウンドケーキに手をつけておらず、紅茶も生徒たちのぶんしか淹いれていない。


    　[image: ]は、この養護教諭は保健室を私物化していると勝手に思いこんでいたのだが、そうではなくむしろこの部屋を訪れる生徒をリラックスさせるために用意しているのかと思い直して、少し感心した。


    　窓際の水すい槽そうだけは、相変わらず謎なぞなのではあるが。


    「それでもこんなに美お味いしく作れるんならすごいです。憧あこがれちゃいます……」


    「あやのん、作り方教えてもらったらいいじゃん」


    「いいわよ、文ふみ月づきさんなら喜んで」


    「はっ、ぅ、嬉うれしいです……」


    　女性陣の間でなごやかに交わされる会話を流し聴きながら、[image: ]たつみは香りの良い紅茶を口にふくむ。


    「その代わり……文ふみ月づきさんて占いが得意なんでしょ？　私も占ってほしいな」


    「おっおぉー、センセ、恋占いですかぁー？」


    　涼すずしげな顔でねだる澪みおに、横からあざみが茶ちや化かす声を投げた。


    「えぇー、と……かまいませんけど、私の占い、あんまり評判良くないんですよ……？」


    　応こたえる綾あや乃のは少し困った顔をしている。


    「評判？」


    「はい……どうしてか、悪い結果が出ることが多くって。占いの結果をつたえたら、みんな怒りだしちゃったり……だから最近はあんまりやらないようにしてるんです」


    「あやのんの占いって中途半端にリアルだからねー。しかも縁えん起ぎでもないことズバッとダイレクトに言っちゃうんだもん。そんなのフツー聞きたくないでしょ。もうちょっとボカしてつたえるとか、イロイロやり方あるじゃん」


    　あざみは親友に対し遠慮のない言葉を浴びせてから、カップを手に取り紅茶を啜すすった。


    「それだと占いにならないんだよぅー……」


    「結ゆう城きさんも占ってもらったことあるの？」


    「──ごふッ！」


    　あざみは口にふくんだ熱い液体を吹いた。


    「……え、あたし？　あたっ、しは、その…………なんてか、……」


    　言葉を濁し、逃げるように椅い子すのうえで上体を退ひくと明後日の方を向く。


    　急にキョドキョドと挙きよ動どう不ふ審しんになったあざみを、澪は見み逃のがさない。


    「はーん、何かあったわけね？　ドウドウ、白状しておしまい」


    　人の弱みに目め敏ざとい養護教諭だった。


    「結城クン、これを凝み視つめたまえ」


    　澪はポケットの箱から棒状のチョコレート菓子を取りだすと、あざみの眼めの前にチラつかせ、催さい眠みん術じゆつよろしく左右に振ってみせる。


    「くっっ、そんなんで…………釣られないんだから！」


    　ウズウズっと視線を甘ったるそうな菓子に釘くぎづけて、それでもあざみはどうにか耐えていた。


    　あざみが口を割ろうとしないのを見てとるや、澪は手にした菓子をそのまま自分の口に入れ、綾乃の方に顔を向ける。


    「えぇっと……ですね、あざみちゃんは……」


    「あやのんっ！　バラしたら泣かすッ!!」


    　あざみが物もの凄すごい剣けん幕まくで怒ど鳴なり、綾あや乃のの言葉を搔かき消した。


    　突然の怒声に、みな息を呑のんだ。


    　[image: ]たつみは紅茶のカップを手にしたまま、綾乃は胸に手を置きビクッと肩を竦すくめたまま、澪みおはチョコレート菓子を口に咥くわえたまま、一いち様ように硬まっている。


    　急に揺らしたせいで、あざみの手にしたカップから紅茶が少し零こぼれ、床を薄く濡ぬらした。


    　それを見て澪は少しだけ厭いやそうな顔をした。


    「…………ぇふん、あたしのは、……そ、センセが聞いてもぜんっぜん面白いことナイからね？　ツマンナイからね？　だから話す必要ナッシング」


    　我に還かえったあざみは頰ほおを紅潮させ、三分の一ほどになった紅茶のカップを盆ぼんのうえに戻すと、ひとつ空から咳ぜきをついて取り繕つくろおうとした。


    　にかっと笑ってみせた顔がわずかに引き攣つっていて、綾乃は恐怖した。


    「……あざみちゃん……箒ほうきはもう厭だよ…………厭だよぅー……」


    　何かトラウマでもあるらしく、綾乃は両手で頭を抱え、焦点の合わない眼めを宙空に向けたまま譫うわ言ごとのように繰り返した。


    　──箒？　箒で何を……？


    　[image: ]は訝いぶかしく思ったが、綾乃のあまりにただならぬ怯おびえように尋ねることができなかった。


    



    「ねぇ、鴫しぎ沢さわ君？　って、たしか……」


    　今日は親に迎えに来てもらうのだという綾乃に別れを告げ、保健室を出ようとした間際、[image: ]は澪から呼び止められた。


    「はい？」


    　名を呼ばれて[image: ]は澪の方へ振り向く。


    　だが澪は後の言葉をうまく継つぐことができず、少し戸と惑まどった顔をした。


    「……あ、いや…………いいわ。何でもないの、ごめんなさいね」


    　澪は傾いた眼鏡を直しつつ、思い直したふうに自分の口にした言葉を流した。それから窓の方に顔を向け、熱帯魚の泳ぐ水すい槽そうと外の風景を見み較くらべるようにする。


    「そうですか……？」


    　──事故のことかな……


    　と、[image: ]は推測した。養護教諭が尋ねてくることなど、それくらいしか思い当たらない。


    「あ、でもねぇ」


    　澪は椅い子すから立ちあがりスウゥッと歩み寄ると、耳みみ許もとに唇を寄せて、[image: ]にだけ聴こえる小声でささやいた。


    「さっき結ゆう城きさんが慌ててたのって、きっと君のことよ」


    　甘い息とともに吹きかけられた声が耳じ朶だに絡からむ。


    「は……っ!?」


    　振り返る頭にぽむっと掌てのひらを置かれて、[image: ]たつみは反論しかけた言葉を呑のみこむことしかできなかった。


    　子供扱いされるような構図に、ますます羞はずかしくなる。


    「フフ？　これくらいで照れるなんて、鴫しぎ沢さわ君て結構初う心ぶなんだ」


    「…………」


    「もっと素直になってみてもいいんじゃない？」


    　そう言って微笑ほほえんでみせる澪みおの顔は、口調に似合わずどこか翳かげって見えた。それから彼女は、何かを吹っきるように眼めを逸そらした。


    　澪の言葉より何な故ぜだかその表情の方に戸と惑まどって、[image: ]は顔を背そむけると、足早に保健室を後にした。胸のなかで、ぽやりと安らぐような懐かしいようなくすぐったいような不思議な感情が尾を曳ひいていた。


    　──うわ、何だろこの気持ち……


    　自分でもわからないままに、あざみの横を追い越してそのまま歩きつづける。


    「[image: ]ー？　なに急いでんの？　何なに、センセからナニ言われたのっ!?」


    　数歩後ろを、あざみの興きよう味み津しん々しんな声と跫あし音おとが追いかける。


    「何でもない、よっ」


    　あざみに顔を見られたくなくて返したその言葉は、さっき先生が口にしたのと同じ台詞せりふだなと、思った。


    　玄関を出て、あざみの差す傘かさに二人で入り、雨を凌しのぎながら、しばらく無言で歩く。


    　あまり接近しすぎるのは避けたかったので、[image: ]はあざみから微妙に距離を保っていた。傘からはみ出した左肩に雨が降りかかる。


    　あざみはずっと下を向いたままだ。普段はおしゃべりなのに、こんな時だけおとなしい。視線の先、薄い水の層が足あし許もとをゆっくり流れてゆく。


    　やがて沈黙に耐えられなくなったのか、あざみがおもむろに口を開いた。


    「……今日は、救たすけてくれてありがとね」


    　うつむいたまま小声に告げる。


    「救けたっていうか……一緒に落ちただけだけどね」


    　[image: ]は苦笑混じりに応こたえた。


    「ところでさっ、昼休み呼びだされてたみたいだけど……何の用事だったの？」　


    　にゃはっと笑った、けれど少しだけ不安に翳った顔であざみは問いかける。


    「ああ……昨日の続きで。協力してほしい、とか」


    「協力……？　はん、フザケタこと言ってんわね、あの女っ。モチロン断ったんでしょ？」


    「いや、手伝うことにしたよ」


    　自らの決心をかためるように、[image: ]たつみは迷いのない声で答えた。


    「そうよ、あんな女の言うことなんて聞く必要ないわ。だいいち手伝うって──……」


    　スグには答えが呑のみこめなかったのか、あざみは笑顔を保ったまま相あい槌づちを打っていたが、ようやく気づいてピタッと足を止めると、


    「──はッあ!?」


    　ぴんと背を反そらし、調子の外れた声を上げた。


    「ばっっ、……な、んでそんなこと引き受けちゃうワケっ!?　……っな、血マヨったコト言わないでよ!!」


    「事故についてわかれば、ぼくも何か思い出せるかもしれないんだ」


    　今回ばかりは[image: ]も退ひかない。


    「それは……そうなのかも、しんないけどさ……でも殺人事件とか関わってるかもしんないんでしょ？　そんなの、[image: ]がドウコウするとかって次元じゃないじゃんっ！　ありえないって!!　[image: ]、あの女に騙だまされてるのと違う？」


    「もう、決めたんだ。ぼくは記憶をとり戻したい。そのためなら、少しくらい危険なことだって……」


    「気持ちは、わかるけどっ……何も、そんなことまでする必要ないじゃん。もっとさ、こう──」


    　困惑の表情を浮かべて、顔を覗のぞきこみ詮せん索さくしてくるあざみを、[image: ]は少しだけ──煩わずらわしいと感じて。


    　彼女が差しだそうとする手を思わず振り払ってしまった。


    「結ゆう城きには……、わかんないよ……」


    　顔を背そむけ、吐き棄すてるように言った。


    　冷淡な声に、拒絶の身振りに、あざみは一瞬動きを止めた。うつむき、何かをこらえるふうに小刻みに肩を震わせる。


    「結城……？」


    　[image: ]が声をかけると、それが引き金になったように、


    「──っ、…………莫ば迦かあッ!!」


    　[image: ]こぶしをかためて言い放つと、あざみは手にした傘かさも放り棄ててそのまま駆かけだした。


    　その背を追いかけることもできず、[image: ]はその場に立ち尽くしていた。


    「…………」


    　足あし許もとに落ちた傘を拾ひろいあげるのも忘れて、あざみの後ろ姿を見送る[image: ]の頭に、静かに雨が降りかかった。


    



    　　　§


    



    「はぁー……」


    　病院の建物を出て、[image: ]たつみは物もの憂うげに溜ため息いきをついた。


    　結局、今日も何の成果もなかった。何度通っても恢かい復ふくに向かう兆候さえない。


    　診察に赴おもむく時は決まってすがるような足取りで向かうのだが、たいして長くはない診察時間を終えると、落らく胆たんした気分で重い足を引き摺ずるように病院を後にするのだった。


    『焦あせるのは良くないからね。気長に構えていこう』という医師の言葉は、おそらく正論なのだろうが。


    　記憶を失った本人にとってみれば、それはやはり悠ゆう長ちような台詞せりふと聞こえてしまう。焦らずにいられるわけがない。


    　先週、昼食の折に綾あや乃のが『形態因いん果が作用』なる説について話していたのを、[image: ]は思い出した。


    　イギリスの生物学者が提唱したというその仮説に基づくならば、なんでも人間の記憶とは脳のなかに蓄えられているのではなく、個人はタダ集団的記憶から自分の記憶を引きだしてきているだけなのだという考え方も成り立つらしい。そうしてその波長をうまく合わせることができれば、死者の記憶に入りこむことさえ可能だというのだ。


    　綾乃の語る薀うん蓄ちくが大抵そうであるように、これもまた随ずい分ぶんと眉まゆ唾つばものの話で、あざみなどはイロイロと茶ちや々ちやを入れ冷やかしていたが、[image: ]はべつだんそれが真実だったとしてもかまわないと思った。


    　記憶が恢復しさえするのなら何だってかまわない、と。


    　フト立ち止まって、病院の巨大な建物を振り返る。


    　──ぼくは、ひょっとしたら世界中の誰だれの記憶にもアクセスすることができるのかもしれない……それなのに、唯ゆい一いつ自分の記憶だけはとり戻せないなんて、皮肉な話だな。


    「〈独白する夢魔アノニマス・モノローグ〉、か……」


    　口のなかで小さく呟つぶやいてみる。


    　それでも、呉くれ羽はに協力すると決めたことで、今は少しだけ前向きな気分になっていた。


    　自分の身に宿った不思議な力。


    　これまではたんに煩わずらわしいと感じるだけだったこの能力を使って何かしら助力になれるのなら、そのことは自分にとってもわずかながら救いになる気がする。役に立つことができるという事実が、精神的な支えになる。


    　なると、思いたかった。


    　明日はいつもより更に早起きして、美術室前で呉羽と落ちあわなければならない。


    　幾いく分ぶん表情をやわらげて、[image: ]は烟けぶり降る雨のなかを再び歩きはじめた。
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    　緩ゆるやかな坂を登りきった先に病院はあった。


    　強すぎる夏の陽ひ射ざしが容よう赦しやなく降りそそいできて、樹き々ぎにさえぎられた部分とで地面を濃い明暗に分けていた。


    　陽の当たるところと影の境目をなぞるようにウネウネっと蛇だ行こうしながらいつも歩いた。道の先の風景が蜃しん気き楼ろうみたいに揺らいでいた。


    　やけに長い坂で……噴ふきだしてくる汗を拭ぬぐいもせずに足を動かしていると、だんだんと頭がボーッとしてきて、暑くて、暑くて、あつくて……時間がドロウっと溶けだしてしまうように感じられる頃ころ、不意に涼すずやかな風がひとつ吹きぬけて、そうしてようやく真っ白く巨大な建物が見えてくるのだった。


    　病院の廊下はやけに長くて、まるで果てがないみたいだ。


    　同じような扉が並ぶ廊下を歩きつづけてようやく辿たどりつく診察室は、空調がよく効きいていて、むしろ効きすぎているくらいで、歩いてくる間に浴びた熱が急速に冷やされてゾクゾクっとした。


    　先生はいつも、モールス信号でも打つみたいに指先で机を叩たたきながら待っていた。染みひとつない白衣に身を包んだ、人並み外れて[image: ]やせた先生は、医者というより催さい眠みん術じゆつ師か何かに見えた。


    　催眠術師……どうしてそんな印象を抱いだいたのだろうとよくよく考えてみれば、ひとつには先生は呼吸の間隔が尋じん常じようでなく長くて、スウウ──────────────────────────────ッと吸いこみ、数十秒間息を止めてからまたフウウ────────────────────────────────ッと吐きだすのだった。どうも無意識裡りにそうしているらしく、ひどく緩かん慢まんなその間隔がなにやら催眠術的な効果をもたらすふうだった。


    　先生の呼吸に合わせて息をしてみようと試みたこともあったけど、すぐ苦しくなって咳せきこんだ。


    　それを見て先生は、


    「オヤ、冷房が効きすぎているみたいだね。失しつ敬けい失敬」


    　などと頓とん珍ちん漢かんなことを言って空調のスイッチに手を伸ばすのだった。


    　先生と二人きりの部屋で、いろんなことを訊きかれた。


    『庭いじりは得意かね？』とか『直立している時と座っている時と横になっている時と逆立ちしている時では、どれが一番安心する？』とか『一日じゅう鏡を凝み視つめて過ごしたことはあるかね？』とか『昆虫は好きかい？』とか『紅茶を飲むと気分が悪くなる？』とか、あんまり脈みやく絡らくもなさそうな質問に、つっかえつっかえ答えた。


    『正しい答えのある質問ではないから、思ったまま自由に答えてくれれば良い』と前もって言われていたけど、おずおずと返す答えを聞いた先生が微妙に眉まゆをひそめつつ指先で机を叩たたいていたりすると、なんだかとんでもない間違いを犯した気分になった。


    　先生はいつも頸くびを少しだけ左に傾けて話す癖くせがあって、垂直の壁に囲まれた部屋のなかで頸けい部ぶが成す微妙な角度もまた、気分を落ち着かなくさせる一因だった。


    　それに考えこむ時、先生はいつも人差し指のうえでペンをくるくるクルクルと回転させ、あたかも完かん璧ぺきな調和を体現しているかのようにペンはいつまでもバランスを崩すことなく転まわりつづけた。


    　そんな時、瞳どう孔こうがめまぐるしく動き焦点の合っていない先生の瞳ひとみは、どこを見ているのかわからないというよりもむしろどこも見ていないのではないか……あるいは本来見えるはずのないものを見ているのではないかとさえ感じられた。


    　診察の合間に、さまざまな話を聞かされた。


    「──ところで、意識とはどんなものだと思うね？」


    　それまで話していたことを断ち切り、いつものように頸を少しだけ傾けて、唐とう突とつに無関係な質問を投げかけてくる。


    「人間の意識とは実にさまざまな形をとるものでね。よくよく考えてみるのもけっして無む益えきではないよ。学校の勉強なんぞよりはよほど有意義だと思うね。この夏の課題として、ちょいと頭の片隅にでも留とどめておくと良い」


    　顳こめ顬かみのあたりを指でトントンと叩きながら言う先生の、表情は真剣そのものだった。


    「たとえば〈不思議の国のアリス症候群〉というのがあって……君、『不思議の国のアリス』は読んだことある？　…………なに、読んだけどあまり憶おぼえていないって？　ふうん、まあ大抵の人はそうだろうさ。あんな支し離り滅めつ裂れつな話、一度読んだくらいじゃあせいぜいボヤアっとした印象が残るだけだろう。物語の大部分は忘れてしまう」


    　それはその通りかもしれないな、と思った。


    「しかし印象的なエピソードは憶えているのではないかね。アリスは、壜びんに入った薬を飲んで背が縮んだりケーキを食べて伸びたりするだろう？


    　精神医学が扱う症状のなかに、空間や時間に関わる感覚が奇妙に歪ゆがんでしまうという現象があってだね、これを〈不思議の国のアリス症候群〉と呼ぶ。実際、キャロルじしん偏へん頭ず痛つうの発ほつ作さに悩まされていて、自分の体験をもとに『アリス』を書いたのだという説さえあるけれど」


    「──えぇ？　あのお話は現実に起こったものだってこと!?」


    　あんなに有名なファンタジー作品が、本当のところは実際に起こった出来事だなんて、そんなことがありうるんだろうか……眼めの前の現実がいっぺんにひっくり返されたみたいで、ひどく不安定な心持ちになった。


    「いやいや、早計は危険だよ。言われたことをスグ真まに受けてしまうのは、君の悪い癖くせだな。これは眉まゆ唾つばものの説だと思っている。有名な作品には、とかくこうした類たぐいの逸いつ話わがつきものだからね」


    　先生は両手を前に差しだして、ドウドウと馬をなだめる仕し種ぐさをしてみせた。


    「たしかにちょいと興味を引く仮説ではあるが、あまり本気で受けとりすぎるのは賢明なことじゃあない。むしろ重要なのは、そんな奇き天て烈れつな現象が実際に存在する、という事実の方だよ。あるいは」


    　と、先生は話を先に進める。


    「〈前行性健けん忘ぼう症しよう〉というのは知っているかな？　記憶に関わる機能のうち、記き銘めいという要素の障害によって、ある時点以降の記憶を保持することができなくなるというもので、こいつをモチーフにした小説や映画なんかもいくつかある。


    　仮に──この症状で、保持しうる記憶の時間幅を限りなくゼロに近づけていったとしたらどうなるだろう？」


    「うぅん、難しいな……」


    「いいかい、更新された記憶が絶えず消去されて、自分が一瞬前に何をしたのかも憶おぼえていられなくなると想像してごらん。我々が通常考えている、過去、現在、未来という時間の概念は通用しない。今経験したことが……次の瞬間には、過去になるのではなく、跡あと形かたもなく消滅してしまうんだ。


    　そんな状態になったとして……世界はどんなふうに見えるだろうね？」


    　先生は机のうえの書類に視線を落とすと、


    「──思うに、その人物にとって、『動詞』は存在しない。現在という『点』のなかで生きる者には、運動を認識することができないだろうからね。いや、そもそも言語じたいが成立しなくなるはずだから……彼の認識は、我々のそれとはまったく異なったものとなるに違いない。それはきっと、途と轍てつもなく甘美な体験だろう」


    　呟つぶやいて、愉ゆ快かいそうに口くち許もとを歪ゆがめた。


    　そんな先生を見て、この人も不思議の国の住人みたいだ、なんてことを思ったりした。
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    　翌日の早朝、始業までまだかなり間のある時刻。


    　静まりかえった廊下には、[image: ]たつみと呉くれ羽はの他ほかに生徒の姿はない。


    　あんまりにもヒッソリ閑かんとしているものだから、[image: ]は少し不安を憶おぼえた。これから忍びこもうとしているという罪悪感が拍車をかける。


    「来てみたものの……どうやって入るの？」


    　美術室の前に立ち、[image: ]はやや途方に暮れた声で尋ねた。昨日から美術室は立ち入り禁止となって、扉は施せ錠じようされている。


    「ご心配なく」


    　対して呉羽は落ち着いたもので、左手を扉の表面に当て眼めを細めると、……ひと条すじの光とともに、ドアが斜めに切断されていた。


    　ガコンッ！　と上部を外し、なかに手を突っこんで鍵かぎを外しながら、


    「後で元通りにしておけば良いわ」


    　何食わぬ顔で嘯うそぶく。


    　灯あかりをつけないまま、二人は薄暗い部屋に足を踏みいれた。


    　荒らされていたと聞いたものだからさぞかし乱雑な光景を想像していたのだが、既すでに片づけられたのか、室内はわりあいに整っていた。それはすなわち、手がかりが得にくくなってしまったということでもあるのだろうが……。


    　机も、椅い子すも、イーゼルも、胸像も、先週授業があった時と同じように並んでいる。


    　ただ、床の表面に薄く蠟ろうでも垂たらしたみたいにかすかな凹凸があった。そして数箇所、抉えぐりとりでもしたみたいにボコリと小さな穴が穿あいている。


    　それに、どこがと明確に指摘できるわけではないのだが、角度がおかしいというか……部屋全体がなんとなく歪ゆがんで見えた。


    　呉羽から聞かされた〈五重心臓クライン・ボトル〉の話……高次の世界に通じるという歪わい曲きよくした心臓によって、自分にとっての現実のことごとくが[image: ]ねじ曲げられてしまったような、そんな錯覚に[image: ]は襲われた。


    　そして何よりもその壁面……というより、壁のあった場所が、今は大きく開け穿うがたれて外気に晒さらされている。


    　まだ朝も早いこの時間、入りこんでくる空気はわりあいに涼すずしい。緩ゆるやかな風が吹きこみ、呉羽の長い髪を揺らした。


    　呉羽は静かにそちらへ歩み寄った。


    　壁の断面に手を添そえ、神妙な顔で覗のぞきこむ。


    「壊したというよりも、酸かなにかで腐ふ蝕しよくしたみたいな……」


    　指先を這はわせながら、呉くれ羽はは呟つぶやいた。


    「酸……？」


    「ええ。そういえば私の軀からだについた傷も、酸で爛ただれたようでもあった……」


    　床に屈かがみこんでいた[image: ]たつみも向き直ると、呉羽の視線に促されるまま、ざらつく壁に触れてみる。


    　その指先に、意識を集中させる。


    　漣さざなみひとつない水面をイメージする。硝子ガラスの板のような表面に潜もぐりこみ、水中をゆっくりと漂ただよい落ちてゆく感覚。


    　緩ゆるやかに、視界が真っ白く染められた。


    　呉羽は真剣な面おも持もちで[image: ]の横顔を見守っていた。


    　どれだけの時間が経たったろうか、


    「…………わい……」


    　[image: ]の口から、聴きとれないほどの小さな呟きが洩もれた。


    　その声がまるで別人のもののように聴こえて、呉羽はいささか驚きを禁じ得なかった。あるいはそれは〈独白する夢魔アノニマス・モノローグ〉の声……なのかもしれない。


    「え？」


    「……こわい……」


    　タッタひと言、弱々しく怯おびえ震える呟き。


    「怖い……？」


    　壁際に立ったまま、呉羽が不思議そうな顔で繰り返す。


    「うん、怖いって……タダそれだけが、何度も何度も」


    　何度も何度もなんども、数えきれないほど、頭のなかで谺こだまのように響いていた。


    「……何が怖いの？」


    「……そこまでは…………、……っ……」


    　[image: ]は壁から手を離すと顳こめ顬かみに押し当てた。荒い息を吐く。長く触れすぎたせいか、頭が少し鈍にぶい。


    「大丈夫？　顔色が悪いけれど」


    　心配そうに尋ねる呉羽に、


    「ん……あんまり長時間やると、良くないんだ……しばらくすると落ち着くから」


    　接触を断っても、脳裏の声は消えてはくれなかった。


    　──こわい……


    　儚はかないその呟きを、[image: ]はどこかで聴いたことがあるような気がした。


    　ひょっとしたら自分の失われた記憶となんらかの関係があるのかもしれないが、それ以上のことは摑つかめなかった。


    「あと……そのあたりの『壁』に、何か埋まってるような……」


    　そう続けて、[image: ]たつみは、かろうじて残った壁面の下部を指差した。


    「埋まってる……？　このあたり？」


    「もう少し下かな……」


    「ここね」


    　応こたえるなり呉くれ羽はは指先で二度壁を斜めに切断し、三角に切りとった壁面の破片を手にした。その断面に、わずかに赤く覗のぞくものがある。


    　呉羽が指で抉こじりだすと、[image: ]の眼めには一瞬それが血にまみれた指先に映ったのだが、よくよく見れば絵の具のチューブだった。


    「絵の具、ね……でもどうしてこんなところに埋まっていたのかしら」


    　不思議な顔で、変へん哲てつもない絵の具を[image: ]に手渡す。


    　[image: ]は慎重な手つきで受けとった。指の間でグニャリと歪ゆがむ感触が厭いやだ。その瞬間、頭に浮かんだ女生徒の顔を、[image: ]はすぐさま打ち消そうとした。


    　だが呉羽は、[image: ]の表情のかすかな変化を見み逃のがさなかった。


    「鴫しぎ沢さわ君、どうかした？」


    「えぇと……」


    「隠さず話してほしいものね」


    　頰ほおにかかる髪を払い、涼すずしげな顔をわずかに寄せてくる。


    「その…………結ゆう城きの、顔が」


    「『見えた』わけ？」


    　[image: ]が言い終えるのを待たず、呉羽は表情を鋭くした。


    「うん。……でも結城って美術部だから、記憶が残っていたとしてもおかしくはないはずだけど」


    「ちょっと待って、……あの娘、美術部員なの？」


    　怪け訝げんな顔を向ける呉羽に、[image: ]は、


    「……結城が怪しいっていうの？　でも一昨日は放課後ずっと一緒だったし、結城のはずはないよ」


    「そう……？　でもなにか、引っかかるのよね。無関係とも思えない……鴫沢君、それとなくあの娘に触れてみることはできない？」


    「うーん、あんまり気は進まないけど、……やるだけやってみようか」


    　呉羽の言うことも理解はできるが、それでもあざみのことを疑いたくはないという気持ちが、[image: ]にはあった。忌いまわしい事件に級友が関与しているなどとはあまり考えたくない。


    　二人はしばらく黙りこんでいたが、不意に、沈黙を破るように、


    「……はやー、朝練始まっちゃうよぉー……」


    　廊下の方から、ぱたぱたと急ぎ歩く跫あし音おとと能のう天てん気きな独りごとが聴こえてきた。


    　呉くれ羽はは時計にチラと視線をやると、


    「……あぁ、もう朝の早い生徒が登校してくる時間なのね。あまり無理をさせるわけにもいかないし、出ましょうか」


    「そうだね。立ち入り禁止だから、見つかると面倒だろうし」


    　去り際、呉羽はフト足を止めて戸口に手を添そえ、再び室内を振り返ると、


    「腐ふ蝕しよく、ね……」


    　何かを確かめるように、小さな呟つぶやきを落とした。
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    　昼休み、いつもの流れで三人で昼食を摂とることになったものの、今日はやけに気まずい雰囲気が漂ただよっている。


    　[image: ]たつみはふさぎこんだまま、美術室での体験を頭のなかで反はん芻すうしていた。


    　あざみはあざみでぶすーと不機嫌そうに黙りこくっている。そして綾あや乃のはどう話を振っていいものかわからず、タダ困惑して座っていることしかできない。


    　それなりに賑にぎやかな教室のなか、この三人の空間にだけ重い沈黙が垂たれこめていた。


    　あざみの机のうえには一枚のピザが鎮ちん座ざしている。


    　ベーコン＆マッシュルーム、特Ｌサイズ。


    　弁当を忘れたのだという彼女は、四時限目の授業が終わるなり電話して出前をとった。


    　こういった場合、普通の生徒ならおとなしく学食に向かうところなのだが、あざみは行動が派手だ。曰いわく『あんっな貧ひん相そうな食事じゃ、食べた気がしないじゃん』だそうで、これまでも度たびたび担任の日ひ鞠まりから注意されているものの、懲こりる様子は一いつ向こうにない。


    　学校から目と鼻の先にあるピザ店『毘沙門びしやもん』は、味は良いと評判だが、いかに迅じん速そく対応を謳うたっているとはいえ注文してからキッカリ九十秒で届けに来るのはあまりに対応が速すぎる気がしたし、それに配達に現れた店員は「おォ待チっドゥー？」とドコ訛なまりだかわからない声を張りあげ、おまけに何な故ぜか下げ駄た履ばきのうえ頭にはロシアふうの毛皮帽子をかぶったその風ふう体ていがいかがわしさに拍車をかけていた。


    「あざみちゃん、なんだか調子悪そう……？」


    　顔色のすぐれないあざみに、綾乃が尋ねた。


    「んー、徹夜でゲームしてたかんねー。ねむーって感じ」


    　あざみはクマのできた眼めをこしこし擦こすりこすり応こたえると、机からはみ出しかねない大きさでしかも二重にかさねられた、到底一人で食べきれるものだとは思えないピザを黙々と口に詰めこんでゆく。


    「それなら保健室行く……？」


    「このくらい平気に決まってんじゃん。あやのんも肉食べなきゃダメだよ、にくっ。ホラぁ」


    　親友の身を案じているというよりたんに保健室に行く口実が欲しいだけといった感じの綾あや乃のに、あざみは快活な顔をつくって返した。


    「私、お肉は食べられないよぅー……」


    　あざみから無理矢理にピザをひと切れ押しつけられ、綾乃は憐あわれっぽい声を上げた。


    　そこに、同じクラスの生徒が割りこむように声をかけた。


    「鴫しぎ沢さわ君？　昨日の人、来てるけど」


    「昨日の人、って」


    　いうと……一人しかいない。戸口に眼めをやると、案あんの定じよう、思った通りの人物が立っている。


    　弁当らしき包みを手に提さげた呉くれ羽はは、


    「鴫沢君、昼食のお誘いに来たのだけれど」


    　こともなげに用件を告げた。


    　ダンッ！　と激しい音が響く。あざみが両手で机を叩たたき、恐おそろしい勢いで立ちあがったのだった。


    「あ……たっ、あたしたちが先に一緒してるんだからね！　後から来て勝手なこと言わないでよっ！　だいたいなんで[image: ]たつみがイチイチあんたの都合に合わせなきゃいけないわけ!?　何様のつもりよっっっ!!」


    　ひと息にまくしたてたあざみは、更に何事か続けたそうな様子だったが、どうにか思いとどまって荒い息で猛然と椅い子すに腰を下ろした。


    「そう……それなら、私もここでご一緒させてもらうわ」


    　怯ひるむ気配もなく、呉羽は至し極ごく当然といった顔で応こたえると、返事も待たず[image: ]の隣の席に座った。


    「────～～～～……!!」


    　あざみは物もの凄すごい形ぎよう相そうで呉羽を睨にらみつけると、無言で頰ほおをふくらませた。


    「ええと、こちら二年の葛かつ城らぎ先輩」


    　呉羽の思おも惑わくを量はかりかねた[image: ]は、仕方なしに綾乃に紹介する。


    「よろしくね」


    　呉羽は悠ゆう然ぜんとした仕し種ぐさで頭を傾けてみせた。


    「ええと……ふ、みづき…………文ふみ月づき綾乃、です……っ」


    　シドロモドロになりつつ精一杯の挨あい拶さつをどうにか絞しぼりだす綾乃。


    「……フンっ！」


    　あざみはよほど腹立たしいのか、憤いきどおりを紛まぎらわせるようにまたひと切れピザを頰ばって顔を背そむけた。


    「昨日、階段から落ちたの、あなただったわよね？　鴫沢君と一緒に」


    「…………」


    　涼すずしい顔で話しかける呉くれ羽はに対し、あざみは気け色しきばんだ顔を崩さない。


    「随ずい分ぶんと不思議な出来事だったわね？　あんなふうに都合よく……都合悪く、と言うべきかしら？　手て摺すりが壊れているなんて」


    　なおも無視を決めこむあざみを、呉羽はジッと凝み視つめた。


    　険悪な雰囲気のあざみと呉羽の顔を、[image: ]たつみはハラハラしながら横から見み較くらべていた。


    「不思議といえば、例の殺人事件、また起こったらしいんですよぅ……」


    　同じように困惑の表情を浮かべていた綾あや乃のが、唐とう突とつに話題を切りだした。


    「これで四件目ね」


    「しかも学校の結構近くらしいんだよ……あざみちゃん、帰りに寄ってみない……？」


    　たしかに今朝テレビでも、新たな殺人のニュースが流れていた。昨日の呉羽の話を裏づけるように、今回もまた被害者は病院の関係者であるらしい。


    　目もつ下かのところ被害者の層が限定されているため生徒たちにとっては他人事であるとはいえ、それでも同じ街の住人が奇き怪かいな方法で次々と殺されてゆく事件は、やはりショッキングなものに違いない。


    　特に今回は学校からほど近い場所で起きたということもあり、校内のあちこちで、殺人事件の噂うわさが時には過剰な脚色を加えられささやかれていた。


    「まーたあやのんの悪いビョーキが始まったっ、殺人現場なんて気味悪いだけじゃん」


    　不吉な見物行こうへと誘いかける綾乃に、あざみは大きく顔を顰しかめてみせた。


    「うぅ、そんなことないよ……残ざん留りゆう思し念ねんとか残ってるかもしれないんだよ……？」


    　奇くしくも綾乃が口にした言葉に反応して、呉羽が[image: ]の方にチラチラと意味ありげな視線を送ってきた。『それとなく触れてみろ』ということだろう。


    　[image: ]はあざみの横顔を眺めた。


    　徹夜したと言っていたせいか、いつもほど元気はないようだが、それでも綾乃に明るい顔を向けている。


    　後ろめたく思いながらも[image: ]は、彼女が関わっていないことを証明するためだと自分に言い聞かせた。綾乃の方を向いて喋しやべるあざみの、机のうえに置かれた手に、息をひそめ自分の手をソオッと近づける。


    　もう少しで触れるというところで、[image: ]の動きに気づいたあざみは、物もの凄すごい勢いで手を引っこめた。


    　妙に顔が赤い。


    「たっ、つみも食べるっ!?　あたし今日はあんま食欲ないしっ」


    　これだけ平らげておいてあまり説得力のない台詞せりふを口にしながら、すいと、机のうえの巨大なピザを指し示す。


    「……あ、うん。ありがと」


    　誤ご魔ま化かすために、[image: ]たつみは食べたくもないピザをひと切れ摘つまみとった。


    　あざみはふぃーっと息を吐き、机の隅に置いた缶ジュースを手にとり口くち許もとへ運ぶ。


    「また内臓が抜きとられてたっていう話なの……不思議だよね、なんだか心しん霊れい手術みたい。想像するとドキドキしちゃうんだよぅー……」


    「ぇふぁッ！」


    　胸に手を当てガタガタ震えながら、それでも興きよう味み津しん々しんに語る綾あや乃のの不気味な話題に、あざみは大きく咽むせた。飲みかけていた液体を盛大に口から吹いてしまい、制服の胸元が濡ぬれる。


    「……もぉ、食事ドキに変な話、やめてってばっ！」


    　咳せきこみながら、あざみはバムバムと机を叩たたき、荒い声を出した。


    　好機……と言っていいものかどうか微妙なところだが、[image: ]は素早くハンカチを手にする。さすがに胸に触れるのは気がひけるので、頸くびすじあたりにでも触れば良いだろう。


    　──さりげなく、さりげなく。


    　と考え余計に意識してしまいながら、手を差しだす。


    　白く華きや奢しやな頸すじに、


    　指先が、


    「──ッ、ぃっイ、いいっ!!　い……からっ。……へーき、だからっ……！」


    　あざみは上体を大きく引いて[image: ]の手をかわすと、両手を宙空でわにゃわにゃと振って追い払った。


    　仕方なく、[image: ]は行き場を失った手を引っこめる。


    　気づかれずに触るというのが、簡単なようでなかなか難しい。おまけに、今日はなんだかやけに意識されている気もする。


    　コンパクトの鏡面を覗のぞきこみ濡れた胸元をハンカチで拭ふくあざみは、不自然にあせあせと落ち着きなく、かと思うと急に手を止めて眼めを瞑つむり頭を振ってみたりと、いかにも不ふ審しんな雰囲気を漂ただよわせていた。


    　そんなあざみに、呉くれ羽はが余計に猜さい疑ぎの色を濃くした眼を向ける。


    　やや精神的な疲労を憶おぼえて、[image: ]は溜ため息いきをついた。


    　うまくあざみに接触することができないままに、ギクシャクとした時間が流れてゆく。


    「そういえば鴫しぎ沢さわ君……あの、お姉さんのことなんだけれど……」


    　不意に思い出したように、呉羽が[image: ]に話しかける。


    　急に妖あやしい話題を振られて、[image: ]は口にしていた海え老びを喉のどに詰まらせかけた。


    「……っ、姉さんが……また何か、失礼なことでも？」


    「失礼というか、…………口にするのが憚はばかられるようなことをね……」


    　呉羽は額に手を押し当て、疲れ果てた、なにもかも諦あきらめきったような表情で答える。よほど有あり菜なに悩まされているらしい。


    「あ……んまり変なこと言わないよう、注意しておくから」


    「ええ、そうしていただけるとありがたいわ」


    「ただ……ちょっとばかり常じよう軌きを逸いつしたところのある人だから、……多少のことには眼めを瞑つむるおおらかな心を持ってもらえるとありがたいかな」


    「…………努力するわ……」


    　君も苦労しているのね……といった溜ため息いきをついて、呉くれ羽はは[image: ]たつみに同情を憶おぼえると同時に、有菜と同じクラスである己おのれの不幸を呪のろうのだった。


    



    　食事を終えると、呉羽は[image: ]をくいくいと引っぱって教室の外に連れだした。


    「なかなかうまくいかないものね」


    　壁に寄りかかるような恰かつ好こうで腕を組み、少し困った顔をしてみせる。


    「うぅ、申し訳ない……」


    「まあ仕方ないわ。……それはそうと、昨日の階段の件で手て摺すりを調べてみたんだけど、最上段のあの箇所だけ部分的に腐ふ蝕しよくしていたみたいなの」


    　うなだれ謝る[image: ]をサラリと受け流して、呉羽は意外なことを言いだした。


    「腐蝕？　……それって」


    「美術室の壁と同じようにね。やけにあの娘が絡からんでくると思わない？　それに、さっきだって様子がおかしかったし」


    「ええと……それは別の理由かも」


    「別の理由？」


    「昨日ちょっと喧けん嘩かしちゃったり、いろいろと」


    　どことなくバツの悪そうな顔で、[image: ]は誤ご魔ま化かし誤魔化し答えた。


    「ふぅん？　随ずい分ぶんとあの娘のこと庇かばうのね？」


    　呉羽は頸くびを傾けて、意味ありげに[image: ]の顔を覗のぞきこむ。


    「べ……つに、庇うとかじゃ、ないけど」


    　邪じや推すいを否定しながらも、眼の前の少女の見み透すかすような視線に、[image: ]はわたわたと狼狽うろたえてしまう。


    「そう、それなら私が探りを入れてみるわ」


    　廊下の壁に背をもたせかけた呉羽の眼が、妖あやしく光った。


    



    　　　§


    



    　薬品の匂においがする。


    　それに、低く唸うなるような音。


    「んにゃ……あ……保健室、か……」


    　硬い寝台のうえで眼めを醒さますと、あざみはシーツにくるまったまま小さく呟つぶやいた。少し効ききすぎているくらいの冷房が、今は心地好よい。


    　──ここに居つきたがるあやのんの気持ち、ちょっとわかるかも……


    　ゆうべ眠っていないせいか、まだ少し頭がボンヤリする。


    　何気なく枕まくらのうえで頭を傾けると、ベッド脇わきの椅い子すに長髪の少女が座っていた。


    　昨日から[image: ]たつみにつきまとっている、あの女だ。紅茶のカップを手に、やけに落ち着きはらった様子で控えている。


    　あざみは視線を少し脇に逸そらし、窓際の水すい槽そうを見た。


    　水温調節器が立てる持続音の合間に、ゴポゴポと泡の音が混じる。巨大な硝子ガラスの匣はこのなかで泳ぐ熱帯魚たちの暢のん気きさが恨うらめしい。


    「ええと……、かすがい…………先輩？」


    　ウロ憶おぼえな名を呼んでみる。


    「葛かつら城ぎよ」


    　特に気を害したふうでもなく、呉くれ羽はは無表情に訂正した。


    「えと、すみま……」


    「かまわないわよ。私もあなたの名など興味はないし」


    　うわ、気マズ、と思いながら謝ろうとするあざみに、にべもない言葉を返してくる。


    　──ぅー、やっぱこの女ニガテ……


    　あざみはシーツの裾すそを摑つかむと、きょときょとと室内を見まわした。


    「あ……れ、千ち夜やちゃんは？」


    　六時限目の体育が終わってから洗面所で顔を洗っていて急に気分が悪くなり、クラスメイトに肩を貸してもらい保健室まで辿たどりついたと、そこまでは憶えている。だが、どうして友人の姿がなく代わりにこの女がここにいるんだろう。


    　至し極ごく当然といった顔で。


    　その自然さが、かえって不気味でたまらない。


    「あなたを連れてきた子のことかしら？　彼女なら男友達と約束があるとかで早々に帰ったわよ。随ずい分ぶんとご機嫌な様子だったわ」


    「あんの、薄はく情じよう者ものっ！」


    　シーツを握る手に力をこめて、あざみは無む慈じ悲ひな友人を呪のろった。


    「あら、気がついた？」


    　カーテンの向こうから新たな声がかけられる。クリーム色の布がサアッと引き開けられ、顔を現したのは仁に科しな澪みおだった。


    　彼女の顔を見ると、なんとなく安心してしまう。


    　寝台のうえで上体を起こしたあざみは、自分の軀からだを見下ろして妙な点に気がついた。


    「はにゃっ……なんで、あたし、この服、…………あれ、れ？」


    　両頰ほほに掌てのひらをぺちぺちと当て、助詞を欠落させた言語を吐くと、まだハッキリしない頭で記憶を手た繰ぐってみる。


    　授業を終えてから着替えた憶おぼえはない。顔を洗っていた時だって、体操着のままだったはずだ。それなのに、いつの間にか制服を身につけている。


    「あぁ、随ずい分ぶんと汗をかいていたものだから、着替えさせてあげたのよ」


    　呉くれ羽ははこともなげに答えて、音もなく紅茶を啜すすった。


    「なぅッ──!?」


    　予想外の事態に、あざみは魚のように口をパクパクと開閉させた。


    　──着替えさせてって……なんでよりにもよってこんな女に……っっ！


    　たまらない口く惜やしさがこみあげてくる。


    「私も手伝ったわよーう」


    　澪みおが寝台の横に立ち、急な角度であざみを見下ろした。


    「で、結ゆう城きさん。気分はどう？」


    「あ、や、もう、だいじょぶ、です」


    「うーん、ただの貧血かな？　文ふみ月づきさんのが、うつったのかねえ」


    　頸くびをひねりながら、真ま面じ目めな顔でそんな戯たわけたことを言う。


    「食事はちゃんと摂とってる？　ダイエットは軀に毒よん」


    「充分すぎるほど」


    「はっは、そいつは結構。ま、これあげるから元気出したまえ」


    　澪はあざみの頭にぽむりと手を乗せると、白衣のポケットから菓子箱を取りだした。


    「あ、ども……」


    　菌きん糸し類るいにちなんだ名称のチョコレート菓子を受けとる。


    　最近発売されたばかりの新商品で、子供扱いされているみたいだったけれど、あざみは素直に嬉うれしいと思った。


    　早速、箱を開け、なかの袋を破ると、ベニテングダケめいた形状と色合いの菓子を口に放りこむ。異常なまでの甘味とジイィンと痺しびれるような刺激が舌を刺した。


    　──う、ビミョー……


    　それに、食感がチョコスナック菓子のものだとはトテモ思えない。舌のうえでぬめりとなまなましく、嚙かむと妙な汁が染みだしてくる。


    「うぇぷっ、」


    　あざみは一瞬嘔はきそうになって口を押さえたが、せっかくの好意を無駄にはできまいと、我慢して続くひと粒を口にふくんだ。


    　既すでに舌が麻ま痺ひして正常な判断が下せない。もはや味もよくわからないままに咀そ嚼しやくしつづけるうち、一体どんな成分が含まれているのだか、次第にフワフワと雲のうえを歩いているような好よい気分になってくる。


    　──あ……慣れるとけっこ、ハマるかも……


    　あざみはトロンとした眼めになって、多た幸こう感かんに包まれた様子で怪しげな菓子をもしゃもしゃと貪むさぼった。


    　あざみがおとなしく食べているのを見ると、澪みおは両腕を上げ「ん────っ」と大きく伸びをして、


    「念のためもうしばらく寝ていきなさいな。……ええと、葛かつら城ぎさん。私、これからちょっと職員会議に出ないといけなくって。その間、ここをお任せできない？」


    「ええ、結構ですよ。どうぞお任せください」


    　呉くれ羽はは左手を胸に当て、恭うやうやしく頷うなずいた。


    「よろしくね」


    　澪は満足顔で書類の入ったファイルを手に取り、ツカツカと歩きだす。


    「──あぁ、それから」


    　部屋から出て行こうとして、澪はフト足を止め、戸口に手をついて振り返った。


    「葛城さん、あなた身体検査受けてないでしょ。ちゃんと受けなくちゃダメよ」


    　軀からだを傾け、ファイルを持った手で器用に人差し指を立てて注意する。


    「……軀をベタベタ触られるのは、好きではありませんので」


    「あら、残念」


    　本気だか冗談だかわからない台詞せりふとともに未練がましげな一いち瞥べつを残して、澪は保健室を後にした。


    



    　二人きり残された部屋で、あざみは極度の緊張に身をこわばらせていた。


    　話すべきことなど当然ない。


    　いや、あるのかもしれないが──そう、あざみとしては[image: ]たつみとの関係諸もろ々もろを問い質ただしたい気持ちは多分にあるのだが、この雰囲気のなかで、得え体たいの知れないこの女にそんなこと訊きけやしない。


    　落ち着かない気分で、あざみは何気なく机のうえの鏡に眼をやった。


    　そばに座る女の異様な雰囲気のせいか、さっき貪り食った妙な菓子のせいか、それとも別な理由でか、また少し気分が悪くなってくる。


    　しばらく気まずい沈黙が続いたのち、呉羽が口を開いた。


    　そしてそれは、思いもかけぬ問いだった。


    「鏡が好きなの？」


    　謎なぞめいた言葉が、細められた双そう眸ぼうがあざみを捉とらえる。


    「ふふ、正直あなたのことは目め障ざわりだと思っていたけれど……鏡が好きなのなら、少しは仲良くなれそうかしら？」


    　鏡が──一体どうしたというのだ。


    　あざみには、眼めの前の女の言っていることがサッパリ理解できなかった。


    　鏡が好きだとか嫌いだとか、そんなことがこの女と何の関係があるというのか。なにか外国語の不思議な呪じゆ文もんでも唱えてくれた方が、まだ理解できる気がした。


    　呉くれ羽はは左手を差しだすと、あざみの頰ほおにソウッと触れる。


    「鏡の前で気分が悪くなったと聞いたのだけど──それに、昼食の時だって様子がおかしかったわね。あなた、何か隠しているのじゃない？　美術室での出来事について？　それに、殺人事件についても……？」


    　獲え物ものをいたぶる狩しゆ猟りよう動物のようなその瞳ひとみが、トテモ冷たくて。


    　そして頰に添そえられた細い指先が、何な故ぜだか途と轍てつもなく兇きよう悪あくなものに感じられて、理り不ふ尽じんな恐怖があざみの背を駆かけぬけた。


    　いやに冷たい汗が頰をつたい落ちる。


    　呉羽の手が下がり、あざみの腕を捉えようとする。


    　あざみは本能的に身を引いてそれを避けると、寝台から転がり落ちた。


    　すぐさま体勢を立て直し、少しでも距離をとろうと後退する。背中が勢いよく薬品棚にぶつかって、耳障りな音を立てた。迷いもせず棚の後ろに素早くまわりこみ、呉羽めがけて押し倒す──


    「な……」


    　なのに、スゥッ──────と。


    　直線が走ったかと思うと、傾いた途中で薬品棚は綺き麗れいに真ッ二つになっていた。切り落とされた上部が派手な音を立てて床に落ち、壜びん類が散乱する。


    「ひ、あ……っ……」


    　身を隠すべきものも失い、迷う暇もなくあざみは保健室から飛びだした。


    　頭がグラングランして、真まっ直すぐ走れない。


    　やっぱり気分が悪いみたいだ。


    　よろける足でそれでも走りつづけていたあざみは、前から歩いてきた生徒にドゥンっと勢いよくぶつかった。


    「──わたぁっ!?」


    「あ、れ……結ゆう城き？」


    　思いがけず、前から返ってきたのは[image: ]たつみの声だった。


    　あざみは背を傾け膝ひざに手をつき、やけにはずむ息を整える。


    「倒れたって聞いたから様子見に行こうとしてたんだけど……大丈夫？」


    　呆あつ気けにとられた顔で、[image: ]たつみは苦しそうに呼吸するあざみに尋ねた。


    　実のところ、その少し前にヒョッコリと姿を現した澪みおから『鴫しぎ沢さわ君、保健室で結ゆう城きさんがお待ちかねよ』と告げられ、あまつさえ思わせぶりな顔で『女じよ難なんねえ』などと冷やかされたことは、気き羞はずかしくて言えなかった。


    「え……それって、あたしのこと心配してくれたってこと……？」


    　あざみは弾はじかれたような勢いで背を伸ばした。


    「や……まあ、倒れたとか言われたら少しくらいは心配するだろ」


    「そなんだ……そっか、…………そう……」


    　少しうつむいて、あざみはとりとめもなく繰り返した。見下ろす足先が、何かをこらえるようにもじもじと動く。


    　何か……言わなければならないことがある気がして。ちゃんとつたえないといけないことがある気が、して。


    　口を開きかけた瞬間、あざみは急に顔を上げた。


    「──てっ、そんな場合じゃなくてっ！　あ……た、何なのよあの女ッ……!!」


    「あの女？」


    　ひょっとして呉くれ羽はが何かしたのだろうかと、[image: ]は少し不安になる。


    「ひッ！　来、る……来るクルくるクるっ──!!」


    　後方からの気配に怯おびえ、あざみは[image: ]の腕を引っ摑つかむと、すぐそばの女子更衣室に引き摺ずりこんだ。


    　倖さいわいなことに室内には誰だれもいない。


    　あざみは素早くまわりを見まわした。更衣室のなか、隠れられそうな場所といえばロッカーよりほかにない。


    　手近なロッカーのドアを開けて、有う無むを言わさず[image: ]の手を引き二人して潜もぐりこむ。勢いよくドアを閉めると、半端な暗くら闇やみが二人を包んだ。


    　やっとひと息つける。はふーと胸を撫なでおろしてから、あざみは自分の置かれた状況にようやく思い至った。


    　更衣室のロッカーはさほど広くはない。


    　むしろ狭い。


    　そもそも人が入るに適してはいない。


    　必然、余裕のない空間のなかで二人の軀からだは密着せざるをえない。


    「く、きつっっ……もうちょっと離れなさい、よっ、つ……」


    　[image: ]の胸のあたりに置いた手で、押しのけるようにあざみは悶も搔がく。


    　擦こすれる軀からだが熱い。たまらなく喉のどが渇き、汗が頰ほおをつたって胸元に流れ消える。


    「離れろって……言われても」


    　苦しいのは[image: ]たつみも一緒だが、こんな狭い所でどんな体勢をとれば良いというのか。


    　できることなら反論したいところだけれど、そもそも何な故ぜいきなりこんな場所に引き摺ずりこまれたのだかも把は握あくできていない[image: ]にしてみれば、とりあえずあざみの言葉に従うよりしようがない。


    　試しに足の位置をズラし、ロッカーの壁に阻はばまれながらも腕を動かしてみる──と……ひどく……やわらかい感触が…………って………………


    「ちょ、ゃっ！　ぁ……あ、し…………動かさ……、ん……っ」


    　余計抜き差しならない状況に陥おちいってしまったのか、あざみは耐えかねて身をよじらせ、搔かき消えそうな声を洩もらした。


    「どうしろと……」


    　ダブルバインド。


    　二つの命令の狭はざ間まで、[image: ]はささやかな絶望に囚とらわれた。


    「あんま…………変な、トコ…………は、ぁ……っ…………んんっ……！」


    　あざみの軀が震える。


    　艶つやを含んだ呼吸がやけにクッキリと聴こえた。[image: ]の胸に、頰に、熱い息がかかる。たわんだ胸が押しつけられる。

  


  [image: ]


  
    　見下ろすと、あざみの頰ほおはやけに上じよう気きしていた。


    「結ゆう城き……？」


    「んぅっ、……ん…………やぁ、あ……」


    　どうしようもない感情を溢あふれさせるように、あざみの口からくぐもった声が零こぼれる。


    　あざみの胸元から、むせ返るような熱気と匂においがたちのぼってくる。


    「……も……ダメ…………だってば、こ……な………………だ、めだょぅ……」


    　今にも泣きだしそうな、それでいてたまらなく甘い声に、[image: ]たつみは一瞬、我を忘れかけた。


    　あざみの感じている昂こう揚ようと刺激とそれから何か不思議な感覚が、少しだけ流れこんできて──頭のなかが真っ白になる。


    「────!!」


    　その時──


    　跫あし音おとが。


    　近づいてくる。


    　渡り廊下のうえを、探るような、けれども落ち着きはらった足取りで歩いてきて、女子更衣室の前で止まる。


    　一拍の間ま。


    「こちらかしら？」


    　ノブが転まわされ、ドアが開き──そしてまた閉まる音。


    　呉くれ羽はが部屋のなかほどまで歩み入ると、ロッカーの扉に開いた覗のぞき窓の細長い視界のなかに、彼女の横顔が覗いた。


    　室内を緩ゆるく見わたす仕し種ぐさ。


    　まだこちらには気づいていないみたいだ。


    「あ、れって……」


    「しッ！」


    　喋しやべりかけた[image: ]の口を、あざみが素早く掌てのひらで押さえた。息を殺し、見つからないよう祈りながら身じろぎもせずに待つ。


    　時間が永ながく感じる。


    　あの女の。


    　眼めが、こちらを向く。


    　鋭い音が空気を震わせて。ロッカーの扉が斜めに切断され、大おお袈げ裟さな音を立てて床に落ちた。


    「……あら、思いがけない人と一緒なのね」


    　扉の奥に現れた二人の姿を見て、呉羽は少し意外そうに言った。


    「鴫しぎ沢さわ君、あなたもなかなか変わった趣味をしているわね。そんな下げ卑びた娘と乳ちち繰くりあっているだなんて」


    「ちち────ッ!?」


    　混乱と怒りと羞しゆう恥ちが綯ない交まぜになって、あざみは猛烈に頰ほおを赤らめた。もつれるようにしてロッカーから転がりでる。


    「……んな、ど…………して、どうなってんのよ！　[image: ]たつみも!!　何ッ!?」


    　あざみは今までどうにかこらえていた感情をついに爆発させた。


    　呉くれ羽はは余裕ありげな微笑を返してみせる。


    「おとなしく答えてくれればいいのに、急に逃げだすものだから。でもその狼狽うろたえぶり、ただごとじゃなさそうね？」


    「……っ……」


    　途端、あざみは口を噤つぐんでしまった。


    　黙ったまま呉羽を睨にらみつけるあざみに、横から[image: ]が問いかける。


    「あの、結ゆう城きが……どうして見てるの？」


    　タッタそれだけの言葉で。


    「え……[image: ]？」


    　瞬時に、あざみの顔が不安に曇くもった。今しがた見せたばかりの威勢の良さは、綺き麗れいに消えている。


    「ごめん……さっき触った時、少しだけ見えて。女の人が横たわってるところ……結城の記憶のはずだけど、あれって殺人事件の、……」


    「違っ……」


    　[image: ]の台詞せりふをさえぎろうとするのに、それすらも叶かなわない。


    　あざみはフラつく足で背後のロッカーにもたれかかると、全身の力が抜けたみたいに、そのまま床にへたりこんだ。


    　肌に当たる床面の冷たさを気にする余裕もない。


    　眼めの前に立つ呉羽を見上げる瞳ひとみは、弱々しく、怯おびえの色に満ちている。


    「でもニュースで流れてたのと、同じ──」


    「やめてッ!!　違……よ……！　あ、たしは……何もしてないっ！」


    　あざみはかたく眼を瞑つむって頸くびを振り、否定の声を吐きだした。


    「どういうことかしら？」


    　呉羽が厳しい視線で見下ろす。


    「きの……帰る途中、……変な音、して……女の人が、倒れてて……『見た』だけだよ、…………それだけ……何も、してない…………してないもんっ!!」


    　見られたくないのに、呉羽の視線がたまらなく厭いやなのに、顔を覆おおうことさえできない。うつむいたまま、あざみは弁解にもならない言葉を繰り返した。


    「何もしないで──そのまま逃げだしてしまったというわけ」


    　容よう赦しやのない声が頭上から落ちる。


    「怖かった…………こわかったんだも……っ!!」


    　何もできるわけがない。あんな不気味な有あり様さま。


    　見なければ良かったと思う。


    　でも、見てしまった以上、『見た』という事実からは逃のがれられない。だからあざみは、ゆうべ一睡もできなかった。


    「そうして、黙っていた」


    「言え……ないよ…………言えるわけないじゃん!!　だ……て、まだ生きてた……生きてたんだよっ!?　あたしが見た時には、まだ……っ。……眼めが…………こっち見るのっ！　あたしの方っ──ジッと見るの!!」


    　甲かん高だかい声で叫ぶと、あざみは両手で頭を覆おおった。


    　そう、『眼』だ。


    　こちらを見上げていたあの眼が、頭に焼きついて離れない。


    　だから、呉くれ羽はというこの女の眼が怖くて。


    　それに……顔を洗う時に鏡に映った、自分の眼が何より恐おそろしかった。だから鏡を見ていると気分が悪くなったんだ。


    「あまり褒ほめられたことでもないけれど、必要以上に自分を責める必要もないわ」


    「っ、……」


    　あざみは喉のどを震わせた。


    「そのことであなたを責めるつもりはない。ただ……あなたが目撃したその光景で、何か気づいたことはない？　どんな些さ細さいなことでもかまわないから話してほしいの」


    「……知、らないよ、よく…………憶おぼえてないよ！　思い出したくもないッ!!　あ……なこと、ヤだっ、もう……!!」


    　あざみは幼おさな子ごのようにしゃくりあげ、何もかもかなぐり棄すてたいとでもいうふうに大きく頭を振った。


    　思い出したくない。


    　……ゆうべは家に帰ってからズット震えていた。


    　シャワーを浴びるなんてトテモできなくて──だって、自分の軀からだもあの女みたいになってしまいそうで──濡ぬれた制服のまま布ふ団とんに潜もぐりこんで突っ伏していた。気温は高いはずなのにさむけがしてたまらなかった。


    　理り不ふ尽じんだと思った。どうして自分がこんな目に遭あわなければいけないのかわからない。


    　何も見たくなかったからかたく眼を瞑つむって、でも恐怖のあまり眠りに逃げこむこともできなかった。泣きそうになるのに、涙さえ出ない。永ながい夜を過ごす間、閉じた眼の奥で、地面に横たわったあの女の姿が何度も甦よみがえった。


    　あんな思いはもう御ご免めんだ。


    「……ねぇ、この娘の記憶を読んでみたらどうかしら？」


    　腕を組んだ姿勢で見下ろして、呉くれ羽はが冷たい声を落とした。


    「そ……な、……ゃっ……、…………だ……」


    　怯おびえのためか、あざみの軀からだがひときわ大きく震える。


    　途切れる声しか出せない。


    　呉羽の提案に、[image: ]たつみは躊ちゆう躇ちよせざるをえなかった。本人がこんなに厭いやがっている以上、無理矢理に記憶を読みとることはしたくない。


    「葛かつら城ぎさん。結ゆう城き、こんなに怯えてるし……今はソッとしておいてあげた方が」


    　[image: ]の顔を見上げて、あざみは、昨日『記憶をとり戻したい』と語った彼の表情を思い返した。


    　あの時、自分は[image: ]の気持ちを『わかる』と言ったけれど、わかりもしないのに『わかる』と言ってしまったけれど。今なら少し、理解できるかもしれないと思った。


    　床についた指で硬い表面を搔かく。


    　少しだけ。


    　少しだけでいいから、勇気を出したいと思う。


    「……っ………………けど」


    　喉のどが鳴る。


    「[image: ]なら、…………イヤじゃ、ないよ……」


    　小さな呟つぶやきを、あざみは絞しぼりだした。


    　あざみの口から洩もれた意外な応こたえに、[image: ]は戸と惑まどってしまう。


    　壁にもたれへたりこんだ恰かつ好こうで、涙ぐんだ眼めで見上げてくる様子は、どう考えても平気だとは思えない。


    　それでも、さまざまな感情が混ざり葛かつ藤とうするあざみの瞳ひとみの底には、決意の色が読みとれた。


    　[image: ]は静かに頷うなずくと手を差しだし、ゆっくりとあざみの頰ほおに触れた。白い肌の表面。スウゥと、あざみのなかに入っていくイメージ。


    　文字通り、それは水面だった。


    　水の揺れる音がする。


    　透明な水の層が包みこむ空間のなか。


    　ユラユラ………………ユラユラァ……と、


    　眼球が二つ、揺らめいている。


    　嘲あざ笑わらうように、あるいは誘うように、不安定な動きを繰り返す。


    　屍し体たいの眼なら、まだ耐えられると思う。でも……生きたままの眼がこんなふうに漂ただよっているだなんて。


    　造りものめいた丸さが厭いやだ。


    　艶つややかに濡ぬれた光こう沢たくが厭だ。


    　緩かん慢まんな動きが厭だ。


    　傾いた角度が厭だ。


    　こんなものを凝み視つめつづけるくらいなら、いっそ自分の眼めを潰つぶしてしまいたい気すらしてくる。


    　片方の眼が大きく揺らいで、ビリヤードの球のように、もう片方にこつりと当たった。


    　接触した箇所から二つの球はドロウっと溶けだして混ざりあい、粘ねばつく白と黒の流動体が絡からまるなか、何か別の丸い……というよりは円まるい……輪のようなものがゆっくりと沈んでいった…………


    



    「……すると、美術室の『こわい』っていうのも、この娘のものだったわけね」


    　[image: ]たつみの話を聞いて、口くち許もとに手を当て考えこんでいた呉くれ羽はが呟つぶやいた。


    「いや、……結ゆう城きが目撃したのって、昨日の夕方なんだよね？　それから今朝までの間に、美術室に入った？」


    　[image: ]が顔を向けると、あざみはふるふると頸くびを横に振った。彼女の頰ほおは、いつの間にか薄く涙に濡れていた。


    「とすると結城だとは考えにくい」


    「また別の、誰だれかの記憶ということ……？」


    「だと思う。それと、結城……その、現場でほかに、何か見なかった……？　なにか、小さな……」


    　輪のようなものを。


    「あ、う……ん」


    　今度は素直に頷うなずいた。


    「指輪……かな。地面に落ちてたの、倒れそ……に、なった時、恰ちよう度ど手に触れて……」


    　そこまで言ったところで、あざみの顔が再び少し曇くもる。


    「ワケ、わかんなくて……そのまま、持って帰っちゃったんだけど……」


    　くすんと鼻を鳴らしながらバツが悪そうに告げると、呉羽と[image: ]は顔を見合わせた。


    「指輪……」


    「犯人のものか……あるいは被害者が殺される直前まで身につけていたものなら、犯人に関する記憶を読みとれるかもしれない！」


    　思わず、[image: ]はうわずった声を出した。


    　果たして犯人の遺い留りゆう品ひんなのか、確かなことはわからないが、それでも大きな前進だと思えた。


    『この娘、送っていってあげた方が良いのじゃない』という呉くれ羽はの忠告に従って、[image: ]たつみはあざみと一緒に校舎を出た。


    　空はいつの間にか晴れあがっていて、赤くあかく染まった景色があざみを迎える。西の空に傾いた燃えたつような夕ゆう陽ひは、いつもより大きく見えた。


    　帰り道を、二人並んで歩く。


    　後ろ手に鞄かばんを持った恰かつ好こうで、あざみは少し背を傾けた。気がつくと自分の歩調が[image: ]のそれと同じになっていて、なんとなく嬉うれしくなる。


    　夕暮れの空気をスウゥッと吸いこむ。


    　あざみは顔を上げて、[image: ]の横顔を眺めた。


    　[image: ]の眼めは、不思議と怖くない。


    「結ゆう城き？　どうかした？」


    　あざみの視線に気づいて、[image: ]がやわらいだ声で訊きいた。


    「ごめ……ね、黙ってて……」


    「いや、いいよ。こっちこそ無理言って……。あんまり、思い出したくなかっただろ」


    「ん……じゃあ、おあいこってコトで」


    　ようやく安あん堵どして、あざみはホゥッと息を洩もらした。肩から力が抜ける。


    「やっぱ、調べるんだね……事件のこと」


    　先ほどひとしきりあったのち落ち着いてから、持ち帰った指輪を明日持ってきてほしいと、[image: ]から言われた。


    　あざみにはもう反対する気はなかったが、それでも心配なことには変わりない。


    「うん。……昨日はあんなこと言っちゃってごめん。心配してくれるのは嬉しいけど、それでもやっぱり、手伝いたいって思うんだ」


    「……こわく、ない？」


    　尋ねながら、あざみの頭には昨日見たあの光景がまた甦よみがえりそうになる。


    「勿もち論ろん……、怖いけど……でもそれ以上に、ほんとのことが知りたいから」


    「ん……、そっか……」


    　──怖いけど。


    　あざみは胸のなかで[image: ]の言葉を繰り返した。


    　昨日あの光景を目まの当たりにしてから、今日だってズット生きた心地もないくらいだったけれど。


    　どうしていいかわからなかったけれど。


    　この少年が隣にいてくれたら、大丈夫な気がする。


    　──だからあたしも……もう少しだけ、勇気を出してみよう。


    　不意に、何な故ぜかそうしたくなって、あざみは[image: ]の手を握った。


    　急に手を取られて驚き、[image: ]たつみはあざみに顔を向けた。


    　涙の跡がどことなく痛々しいけれど、更衣室でのとり乱した様子よりは、随ずい分ぶんと落ち着いて見えた。


    　都合のいい解釈かもしれないが、あざみのなかに『潜もぐった』ことは、結果として良い方向に作用したのではないかと思う。彼女にとって、目撃した光景を誰だれにも話せないままに独り耐えつづけるよりは、たぶん良かっただろうと。


    　そう考えて、[image: ]は少しだけ、自分の能力ちからを肯定できる気がした。


    　握られた手を、ソッと同じだけの力をこめて握りかえす。


    　そのまま茜あかね色に染まった道を歩きゆくうち、昨日から感じていたわだかまりは綺き麗れいに溶け消えていた。


    



    　傾いた夕ゆう陽ひは、ほどなく山の稜りよう線せんに落ちて消えた。


    



    　　　§


    



    「姉さん、ちょっと話があるんだけど」


    　二人きりの夕食の席で、[image: ]はいつになく重々しい口調で切りだした。


    「んなに？　あらたまって」


    　対する有あり菜なはまったく真剣さの感じられない様子で、テーブルのうえのグリーンカレーの皿にカツンカツンとスプーンを突き立てている。


    　だが姉の鷹おう揚ような態度で誤ご魔ま化かされるわけにはいかない。ここはキッチリと言っておく必要がある。


    　自分に言い聞かせて、[image: ]は言葉を続けた。


    「葛かつら城ぎさんに妙なこと吹きこんで……くれたよね？」


    「妙なこと？　……あ、あー、────あれ？　ね？」


    　有菜はソラトボケタ素そ振ぶりで視線を宙空に泳がせ、生返事をした。


    「で、どうだった？　脈ありそ？」


    　スプーンを持つ手で頰ほお杖づえをつき、悪びれた様子もなしに興きよう味み津しん々しんで見当外れのことを訊きいてくる。


    「脈とかそういう問題じゃなくて！　お願いだから変な真ま似ねはやめてっ」


    　抗議する[image: ]は必死だ。


    　昼休みの呉くれ羽はの口ぶりからして、どうも日増しにエスカレートしていくようだ。一刻も早く歯止めをかけねばならない。


    　またそれを別にしても、姉にはあまり彼女に関わってほしくない。できれば有菜には、こんな蝕能ちからや事件とは無縁でいてもらいたいから。


    　あざみが現場を目撃したということで、[image: ]たつみには、これまで漠然と遠くにしか感じていなかった殺人事件が、にわかに重く圧のしかかってくるように思われた。


    「んー？　ひょっとして断られた？　彼女の反応見たとこ、五分五分って感じだと思ったんだけどなー。[image: ]、押しが弱すぎるんじゃない？　まっ、気ぃ落とすなよ。なんならクラスのほかの子紹介したげよっか？」


    　弟のそんな気持ちを知るわけもなく、有あり菜なは飄ひよう々ひようとした態度で、手にしたスプーンを[image: ]の方に向けて見せる。


    「そうじゃなくてっ！」


    　一人で勝手に話を進めていく姉に、ダン！　と[image: ]はテーブルを強く叩たたいた。その衝撃でコップが床に落ち、半分ほど残っていた水が床に拡ひろがる。


    　姉の行動が、紛まぎれようもなく善意によるものであると、[image: ]にはわかってしまうから。


    　わかってしまうから、余計に苛いら立だってしまう。


    「む、他の子は厭いやか。なかなか一いち途ずなんだな。……ま、そこが[image: ]のいいとこか」


    「……っ、あの人とは、姉さんが考えてるようなことじゃないから！　全然違うから！　ちょっかい出さないでほしいんだ」


    「ちょっかいって何さー。[image: ]が奥おく手てなもんだから協力してやろうって姉心じゃない。感謝するのが当然だろっ」


    「だからそれが余計なんだって！」


    　本当のことを告げられないもどかしさを苛立たしく感じながら、[image: ]は声を荒げた。


    　[image: ]の剣けん幕まくに、有菜はぷくっと頰ほおをふくらませると、


    「も、話なんない！　にあ行こっ!!」


    　にあの尻しつ尾ぽを引っ摑つかみ、猫の軀からだを勢いよく振りまわして怒りを発散させながらダイニングを後にした。


    　みゃご────っ!?


    　にあの必死な鳴き声と、荒々しい跫あし音おとが遠ざかってゆく。


    　一人とり残された部屋で、[image: ]は頭を抱えた。


    　ただでさえ不可解なことが続いているというのに、姉が絡からんでくると余計に悪夢だ……。


    　食欲も失なくなり、食器を片づけるため立ちあがろうとしたが、そこで[image: ]はよろめきかけて椅い子すの背もたれに手をついた。


    「……？」


    　妙な違和感を覚えて、足あし許もとを見下ろしてみると──


    　足の甲の、そして踝くるぶしあたりの肉がところどころ、恰ちよう度どエメンタールチーズにボコボコと穿あいた穴みたいに抉えぐりとられていた。


    「ぅ、あ……っ？」


    　見下ろす視線の先で、更に新たな穴が穿うがたれる。


    　[image: ]たつみは寄りかかった椅い子すをそのまま巻きこみ、派手な音を立てて床に倒れた。傷口から流れでた血が床を濡ぬらす。


    「これは、──っ!?」


    　喘あえぐ息を抑えて、[image: ]はうずくまった身を更に低く屈かがめた。壁際に身を寄せる。傷の少しうえを右手で押さえ、痛みに耐えながら息を詰めて周囲を見まわした。


    　床に小さな影が見えた。蠢うごめいている。けれどもその影は、床のうえを動いているのではなく、床のなかで動いているようなのだ。


    　揺れ動きながら、影はゆっくりと近づいてくる。


    　[image: ]はうずくまったまま後ずさり、部屋の隅に追い詰められた。


    　窓を閉めきっているため、カーテンはそよぎもしない。不自然なまでの静けさのなかで、蛇じや口ぐちが緩ゆるんでいるのか水道からわずかに滴したたる水の音が、やけに不気味に聴こえる。


    「なにー？　何か変な音したけど」


    　先刻の物音に気づいたのだろう、にわかに静せい寂じやくを破って有あり菜なの声が届いた。階段をタンタンと降りてくる跫あし音おとに続いて、ドアのノブに手がかけられる。


    「[image: ]ー？　どした──」


    「来るなッ！」


    　姉の声をさえぎって、[image: ]は叫んでいた。


    「え……」


    　ドアの向こうから、有菜の戸と惑まどった声が返る。


    「入ってきちゃダメだ……いや、ドアを開けちゃあダメだ。何でもない……ちょっとつまずいただけだから。ノブから手を離して……部屋に戻って」


    「む、なにソレ。こっちもちょっと──ホンのちょっとだけね？　悪かったかもしんないけどさ」


    「聞きたくない！　いいからっ…………今は……顔、見たくないんだ……だからそのまま、部屋に戻ってくれないかな」


    　異常を気け取どられぬよう、つとめて冷たい口調を装よそおって告げた。


    「……っ、……たつみ…………」


    　しゅんとなった有菜の声は弱く震えている。


    　──これでいい……姉さんまで巻きこむわけにいかないからな。


    　安あん堵どしかけたのも束つかの間ま。


    「なーにナマイキなこと言って──」


    　ドアが勢いよく開け放たれ、普段にも増して華やかな笑顔を浮かべた姉の姿が飛びこんできた。


    　──ああ……姉さんて、こういう性格だった……


    　[image: ]たつみは眩暈めまいがしそうになった。


    　壁際にうずくまり足から血を流す[image: ]の姿を認めて、有あり菜なは凍りついた。


    「ん……の…………？」


    　語尾がかすれて消える。


    「──[image: ]……ど、なっ……？　……血ぃ出て、……」


    「近寄っちゃ──」


    　ダメだと、言うよりも早く。


    　状況も把は握あくできていないままに、有菜は咄とつ嗟さに[image: ]の方へ駆かけ寄ろうとする。彼女の行動は素早く、迷いがなかった。


    「え……っ？」


    　だが[image: ]のいる場所まで辿たどりつかないうちに、床の影が有菜の足先に潜もぐりこんだ──ように見えた。


    　途端、有菜の軀からだは糸の切れた操あやつり人形みたいにカクンと崩れ、そのままほど近い床に倒れこんだ。


    　何が起こったのか、[image: ]にはわからなかった。


    　悪夢──ではない。


    　いっそ悪夢であってくれればいいのにと思う。夢ならば、おしまいの時間が訪れてくれるはずだから。


    　けれども実際には、そんな瞬間は訪れてくれなかった。


    　何度眼めを瞬しばたたこうが、自分の足にはやはり原因不明の傷口が開いていて、眼の前には動かぬ姉の軀が横たわっているのだ。


    　[image: ]は無我夢中で有菜の軀を引き摺ずってダイニングから連れだすと、居間に移動しソファに横たえた。


    「姉さん……？」


    　呼びかけても、閉じた瞳ひとみはピクリとも動かない。


    　いやに蒼そう白はくな顔で、ホンの少し開いた唇がかすかに震えるだけだ。呼吸がひどく弱く緩かん慢まんになり、脈拍さえも遅くなっているようだった。


    　[image: ]は手を伸ばし、有菜の頰ほおに触れた。


    「これも冗談……じゃ…………ないの？」


    　力なく垂たれた有菜の頭を抱きかかえながら、[image: ]は嗚お咽えつにも似た声を洩もらした。


    「……だ、から、来るな……て、言ったのに……！　…………ぼくのせいだ。な……で、姉さんが……」


    　自分で呟つぶやいたその文句が、楔くさびのように深く胸に打ちこまれた。


    　ややあって、[image: ]たつみは呉くれ羽はから渡された連絡先を思い出した。


    　鏡文字で書かれた番号を読みとるのももどかしく電話する。いきさつを聞いた彼女は、蝕能アタリアで襲われたのなら病院に連れていっても無駄であろうから、自分が行くまで待っているようにと告げた。


    　なすすべもなく待つ時間は、やけに遅く流れた。


    　[image: ]は床にうずくまって姉の軀からだを眺めながら、タダ自身の無力を嚙かみ締めながら震えていることしかできなかった。足の痛みも感じず……怒りとも苛いら立だちともつかぬ感情が胸のうちで渦巻いていて、そしてその怒りは、ひょっとしたら自分に向けられたものなのかもしれなかった。


    　ようやく玄関のチャイムが鳴る。


    　顔を合わせても、二人とも無言だった。


    　[image: ]に導かれて居間に入ると、呉羽はソファのうえの有あり菜なの軀に屈かがみこみ、顔を覗のぞきこみながら胸に左手をかざす。


    　すぐさま彼女が大きく眉まゆを顰しかめたのを、[image: ]は見み逃のがさなかった。


    　しばらくすると呉羽は、難しい顔で[image: ]の方に向き直り、


    「……残念ながら、今の私にできることはないわ。心臓のなかで『なにか』が動いているようだけど……脈拍が極度に遅くなって、ギリギリのところでかろうじて保たれている……。不思議なことに命に別条はないみたいだけど、このままの状態が続くと危ないと思う」

  


  [image: ]


  
    　眼めを伏せ、沈痛な面おも持もちで告げた。それから再び視線を戻し、


    「その前に、どうにかして犯人を見つけるわ。この蝕能アタリアがその人物の潜在意識に基づくものだとすれば、殺す──しかないかもしれない」


    「許せない、こんな……ゆるせない……っ！」


    　呉くれ羽はの言葉が聴こえているのだかいないのだか、[image: ]たつみは床に膝ひざをついた恰かつ好こうのまま、タダ自分に言い聞かせるように繰り返した。


    「…………」


    　かけるべき言葉も見当たらず、呉羽は[image: ]の横顔を凝み視つめた。


    「……み……つける……」


    　再び口を開いた[image: ]の瞳ひとみには、決意と、そしてほかにとるべき道はないのだという覚悟が綯ない交まぜになった色が浮かんでいる。


    　それを見て呉羽の脳裏には何な故ぜか、ゴト……ゴトン…………と鈍にぶい音を立てて巨大な歯車が回転しているさまが思い浮かんだ。


    「姉さんをこんな目に遭あわせたやつを……ぼくが、見つけるっ……」


    　呉羽は何も応こたえず、姉きよう弟だいの姿を見み較くらべていた。

  


  
    [image: ]

  


  
    



    



    



    　先生のほかに、もう一人特別な人がいた。


    　初めて出逢あった時、彼女は病院の中庭の、大きな樹きの陰に座っていた。


    　樹の幹に背をもたせかけ、何か本を読んでいるみたいだった。ソオッと近づいて覗のぞきこんでみると、その表紙に連なった文字は、少し前に先生から聞いたばかりの言葉と同じだった。


    『不思議の国のアリス』──


    「……しょうこうぐん？」


    「え……？」


    　こちらの声に驚いて、彼女は顔を上げた。


    　不思議な雰囲気をたたえた人だった。うだるような暑さのなかで、彼女は汗ひとつかいていない。麦むぎ藁わら帽子からはみ出したやわらかそうな髪がトテモ印象的だった。


    「……って、先生が言ってた」


    　ぼくの言葉を聞いて、少しの間、彼女は戸と惑まどった顔をしていたけれど、


    「ああ……ひょっとして葛かつら城ぎ先生から聞いたの？」


    　納得いったというふうに顔を緩ゆるめると、読んでいた本を膝ひざのうえに投げだしてクスクス笑いだした。


    「それじゃあ、君も葛城先生のところに？　


    　──ふふ、あの先生も困ったものね。妙な話ばかりするでしょう？　病院のなかでも変わり者扱いされてるらしいわよ。でもまあ、しかつめらしい顔して診察するだけの他の先生がたよりは、あの先生の方がずうっと面白いけれどね」


    　晴れやかな顔をこちらに向ける。


    「ぼくも、あの先生は嫌いじゃないよ」


    　──この建物は、好きじゃないけど。


    「ふふっ、良かった、味方がいてくれて」


    　彼女は、自分が褒ほめられたみたいに微笑ほほえんだ。


    　それ以来、病院に行くたびに彼女の姿を捜すようになった。彼女はいつも中庭の樹の下に座っていた。


    　まるで、あらゆるものが輪郭を失って溶けだしていくような夏の陽ひ射ざしのなかで、そこが唯ゆい一いつの避難場所だとでもいうふうに。いや、実際その木陰では、騒がしく鳴いていたはずの蟬せみの声もどこか遠くから聴こえるようで、周囲の空間から切り離されたみたいに二人きりの穏おだやかな時を過ごすことができた。こちらの姿に気づくと、彼女は読んでいた本を膝のうえに伏せ頭を小さく傾けてみせた。


    　ただ雨の降る日には、彼女の姿を見つけることはけっしてなかった。だから雨はあまり好きじゃなかった。


    「以前、先生がこんなことを言っていたわ……『宇宙とは決定論的か否か』って」


    　先生の影響なのかどうか、彼女もまた時々妙な話を披ひ露ろうしてみせるのだった。


    「けってーろんてき……？」


    「うーん、難しい言葉だったかな？　簡単に言うとね、この世で起こるいろんな出来事はあらかじめ決定されているのか、それともまったく予測できないものなのか、どっちだろうってことよ。君はどちらだと思う？」


    「決定されてるって、台本みたいなものがあってその通りにしてるってこと？」


    「あはは、台本は良いわね。……そうね、案外ピッタリな表現かもしれない。でもその台本は誰だれも読むことができないの。読めないけれど、誰が書いたものなのかさえもわからないけれど……でも台本は存在していて、私たちは普段、意識することなくそこに書かれたまま行動している……」


    　今こうして彼女と話していることも、そしてこんなふうに考えていることすらも決められているというのは、ヘンテコなことだと思った。薄うす気き味み悪いというか、空そら恐おそろしいような気もする。


    「誰も読めないのなら、意味ないじゃない」


    　ざっくばらんな疑問をぶつけてみると、


    「んー、そう言ってしまえばそこまでなんだけれど。でも、もし……私がここで君と出逢あったことも、たんなる偶然じゃなくて何か意味があるのだと考えてみるなら──それはちょっぴり素敵なことじゃない？」


    　そう応こたえて、彼女はクスリと微わ笑らいかけた。


    　その笑顔だけで、この世界が決定論的でもかまわないって気がした。


    　また別な折、彼女が洋菓子を作ってきてくれたことがある。


    「お菓子は好き？」


    　いつもより上機嫌そうな彼女がバスケットの蓋ふたを開けると、なかには空色の巾きん着ちやくめいた包みが二つ入っていて、焼き色も見事なスコーンが詰まっていた。


    「わ、美お味いしそう」


    「見た目だけじゃあダメだけどね」


    　彼女は横髪を払って、羞はずかしそうに笑った。


    　手製の菓子をひとつ摘つまんで口に放りこみ、むぐむぐと咀そ嚼しやくすると程よい甘さと香りが口のなかにひろがる。


    「どう？　ちゃんと焼けてる？」


    「むぐ……う、ん、美味しいよスゴク」


    　返答が幾いく分ぶんぎこちなくなってしまった。


    　お世辞ではなく味は良いのだけれど……タダ難点として、やたらに粉っぽく、舌のうえで小麦粉の塊かたまりっぽい粒がざりざりとザラついて仕方ないのだった。喉のどに詰まりそうになる苦しみに耐え、急いで呑のみこもうとしたせいで呼吸器に紛まぎれこみそうになる。


    　思わず咽むせこんでしまうと、


    「ふふ、あんまり慌てて食べちゃダメよ」


    　彼女は頰ほお杖づえをついたまま、愉たのしそうに笑った。


    　その顔と、バスケットに残ったもう一つの包みを見み較くらべて、少し複雑な気分になった。
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    　忌いまわしい一夜は明けて、[image: ]たつみと有あり菜なを襲った事件とは無関係に、学校での一日は何事もなかったかのように始まる。


    　授業中、教壇に立つ日ひ鞠まりのいつもながらふやふやした声は、[image: ]の耳には届かない。


    　教室のなか、机のうえに置いた手を見下ろしながら、[image: ]はゆうべの出来事を思い返していた。


    『お姉さんのことは私の責任でもあるわ。注意しておくべきだった』


    　横たわった有菜の軀からだを見下ろし謝罪の言葉を口にした呉くれ羽はに対して、[image: ]は静かに頸くびを横に振った。


    　呉羽の責任ではない。


    　非があるとすれば自分の方だ。


    　ひょっとしたら[image: ]は、自分のせいにしておきたかったのかもしれない。


    　正体の知れぬ相手をハッキリ『自分の敵』と認識することで、どうにか勇気を絞しぼりだそうという、ささやかな抵抗だったのかもしれない。


    　やはり──怖いのだ。


    　ゆうべ襲ってきた何者かと連続殺人の犯人が同一人物なのか、確かなことはわからないが、ようやく手がかりを得られそうだというタイミングで襲われたことを考えると、無関係だとも思えない。その相手に、自分は立ち向かわねばならない。


    〈独白する夢魔アノニマス・モノローグ〉という不ふ可か思し議ぎな能力があるとはいえ、ほかには何の戦うための力も持たぬ少年にしてみれば、怯おびえるのも無理はない。そこにはまた、昨日美術室で読みとった記憶が、あるいはあざみから読みとった感情が、伝でん播ぱし混ざっているのかもしれない。


    　涌わきあがってくる恐おそれで挫くじけそうになるけれど、それでも姉のことを考えればもはや後戻りすることなどできない。


    　ならばせめて、自分を追いつめることで逆に奮い立たせたかった。


    『……こわい』


    　美術室で聴いた声が脳裏に甦よみがえる。


    　ゆうべズット、眠れないままに[image: ]はその呟つぶやきを頭のなかで反復しつづけた。


    　姿を現さぬ敵に近づくために、それはどうしても必要な儀式であるように感じられたからだ。その感情に耐えぬき克服しない限り、自分は姉を救うことはできないだろう。


    　自身に言い聞かせて、[image: ]は手をきつく握り締め、額に当てた。


    　掌てのひらのなかの硬さと小さな燦きらめき。


    　結ゆう城きあざみが殺人の現場から持ち帰った指輪。


    　今日、登校するなり彼女から受けとったその小さな装身具が、目もつ下か犯人に近づくための最大の手がかりと言えるだろう。


    　犯人が自分の指輪を現場に落としていったというのはやはり考えにくい気がするし、被害者の持ち物とみるのが妥だ当とうなところだろうとは思う。それでも殺される瞬間に強い思し念ねんを抱いだいたとすれば、この指輪になんらかの記憶が残されている可能性はある。


    　意識を傾ける。


    　朧おぼろに何かが見えそうな感じがするのだけれど、肝心なところでボヤアッと白い布のような靄もやが視界を覆おおってしまう。あと一歩というところで決定的な手がかりが得られないのが、もどかしくてたまらない。


    　シンプルなデザインに彫られた金属の光こう沢たくが呪のろわしい。


    　今こうしている間にも姉の命が危機に晒さらされている、そんな思いが[image: ]たつみを急せきたてる。


    「く……っ、……」


    　眉まゆ根ねを寄せて考えこむ[image: ]の横顔を、斜め後ろの席からあざみが心配そうに眺めていた。


    



    　授業が終わってから、[image: ]は二─Ａの教室に呉くれ羽はを訪れた。


    　以前にもそこを訪れたことはあった。ちょっとした用事で、たしか姉に英語の辞書を借りるためだった。今その場所に姉の姿がないことに、[image: ]は胸のうちの怒りを募つのらせた。


    　教室の外、人影のない階段脇わきの廊下で、問題の遺い留りゆう品ひんを呉羽に見せる。


    「ふぅん、これがね……」


    　[image: ]の拇おや指ゆびと人差し指の間に光る指輪に、呉羽は顔を寄せまじまじと凝み視つめた。


    　特に昂こう奮ふんしているような素そ振ぶりも見せないが、それでもやはり真剣な眼まな差ざしに緊張の色が窺うかがえる。


    「八号か……九号くらい？　特に変わった特徴もないみたい、被害者のものとも考えられるけれど」


    　呉羽が眼めの前の装身具に指を伸ばそうとした瞬間。


    　視線の先で、指輪が[image: ]ヽの拇指のつけ根に潜りこんだ。


    「う──ぉああぁッ!?」


    　突然の異様な事態に、[image: ]は思わず叫び、右手を差しあげた。


    　指先で挟はさんでいたはずの指輪が、跡あと形かたもなく掌てのひらのなかに消えている。


    　手に[image: ]ねじこまれたわけではない。傷口など見当たらない。むしろ吸いこまれたとでもいう方が相応ふさわしいかもしれない。


    　まるで、粘土細工のなかに埋めこんで表面を元通り均ならしたみたいだ。


    　タダ皮ひ膚ふに浮かんだ小さな隆起が、その下に何かが存在することをたしかに示している。


    「なっ、これ──」


    　右手の内部で。


    　何かが蠢うごめいている。


    　痙けい攣れんするようなかすかな動きが、[image: ]たつみの眼めに禍まが々まがしく映った。


    　ふるりとひと震えしてから、皮膚の下の異質な感触は掌てのひらから手て頸くびへと移り、更に前腕へ移動してゆく。


    「腕のなかを……昇ってくる……っ!!」


    　[image: ]は大きく眼を瞠みはり、にわかに混乱に陥おちいった。


    「鴫しぎ沢さわ君、腕を見せて！」


    　横から鋭く言う呉くれ羽はの声も頭に入らない。


    　無我夢中で、肘ひじのスグうえあたりを左手の拇おや指ゆびで思いきり押さえつけてみても、動きは止まろうとしなかった。意思を持っているかのように上昇を続け、既すでに上腕まで達している。


    　冷たい汗が頸すじをつたった。


    「あ……あぁ、っ……」


    　──このまま進むと、胸に……いや、頸すじに入りこんでくる！


    　なのにそれを止めるすべもない。


    　身の毛もよだつ想像が脳裏をよぎって、[image: ]は頸をのけぞらせた。


    　[image: ]の様子を横から冷ややかな眼で眺めていた呉羽は、素早く左手を振りあげると、


    「手荒だけどごめんなさいね」


    　[image: ]の肩に指先を当て、躊躇ためらうことなく〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉で右腕を切り落とした。


    「あっ、く────!!」


    　反射的に洩もらした呻うめきとともに、ボトリと。


    　切り離された腕が床に落ちる。


    　転がった腕の傷口から溢あふれた血の間に、小さな影とかすかな燦きらめきが見えた。


    「……っ、指輪……！」


    　残された左手で咄とつ嗟さに拾ひろおうとして──しかし指先がわずかに触れたところで、その影は床にできた血だまりのなかにスゥッと溶け消えた。


    　指先は、虚むなしく緋あかい色に濡ぬれただけだ。


    「消え、た……!?」


    　信じがたい出来事だった。


    　指輪が手のなかに潜もぐりこんだかと思うと腕の内部をムクムクと昇ってゆき、そして最後には血だまりのなかに跡あと形かたもなく消え失うせたのだ。


    　呉羽も屈かがみこみ、床に指を這はわせてみるが、平面のうえに粘ねばつく液体が拡ひろがっているばかり。


    「……失なくなってるわ」


    「そ、んなっ……！」


    　半端な希望から一挙に絶望に突き落とされて、[image: ]は叫んだ。


    　見る間にドクドクと、切断した箇所から容よう赦しやなく血は溢あふれだし床に拡ひろがってゆく。制服ももはや血まみれだ。


    「何だ、今の……何だったんだっ!!　やっと摑つかんだ手がかりだったのに！　何か……読みとれそうだったのに……ッ!!」


    　わけもわからないまま、残された左手の[image: ]こぶしを床に叩たたきつけた。


    　怒りで麻ま痺ひしたのか、痛みも感じない。タダ床の硬さが冷れい酷こくな現実として突きつけられるだけだ。


    「吸いこまれた、ように見えたけれど……」


    　途方に暮れた声で呉くれ羽はが呟つぶやく。


    「姉さんの時と同じだ、何かが、なかに……軀からだのなかにっ……」


    「落ち着いて。とにかく腕を元に戻しましょう」


    　床にうずくまって譫うわ言ごとのような呟きを洩もらしつづける[image: ]たつみの肩に、呉羽の手が触れた。


    「いや────まだ」


    　まだ──諦あきらめられない。


    　ひざまずいたまま、すがる思いで[image: ]は指輪の消えた床を凝み視つめた。


    　まだ何か、できることが残ってはいないか……


    「鴫しぎ沢さわ君、早くしないと血が……」


    　[image: ]の頭に、呉羽の心配そうな声が落ちる。


    　しかし[image: ]は顔を上げようとはしなかった。


    　呼吸が苦しい。大量に血が失われたためか、軀が急速に冷え、緋あかく染められた視界が昏くらく霞かすんでゆく。


    「……まだ……っ……」


    　曖あい昧まいになってゆく[image: ]の脳裏に、有あり菜なの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな笑顔が浮かぶ。


    　一昨日、呉羽は『あんなお姉さんでも大事ならね』と言っていた。


    　そう、あんな姉でも──いや、あんな姉だから──自分にとっては大切な人、なんだ。


    　だから、諦めるわけにはいかない。


    　──姉さんの命が、ぼくの手にかかってるんだ……ぼくの手、に…………


    「これ以上は危険よ！　早く元に──」


    　呉羽が肩口を摑つかみ危き惧ぐと苛いら立だちの混じった声を投げた時、フト頭に浮かんだ考えに、[image: ]は息を呑のんだ。


    　……そんなことができるだろうか。


    　できないかもしれないし、できるかもしれない。


    　指輪は消えてしまった。


    　けれど、腕は残っている。


    　震える指先を、[image: ]たつみは床のうえの右腕に差しのべた。


    「……切り離された腕は、ただの物体だ。それなら……そこから何かの記憶を、腕の内部で何が起こったかを読みとれるかもしれない」


    



    　鋭利な断面に触れて、


    　[image: ]の意識は、緋あかい液体に呑のまれた。

  


  
    [image: ]

  


  
    



    



    



    『水が怖いの』


    　彼女は言った。


    　いつものように中庭の木陰に陣取り、他た愛わいもないおしゃべりを連ねている最中だった。


    　波が凪なぐように不意に会話が途切れ、彼女は黙りこんで視線を病院の建物へ流した。ぼくもつられてそちらを見た。


    　風がサアァッと吹きわたった。


    　それが何かの合図だったかのように、彼女は、秘密をソウッと打ち明けるといったひそやかさで、水が怖くてたまらないのだと告げた。


    　彼女の髪に、木こ漏もれ陽びが斑まだらな模様を落としていた。


    「水が？」


    「だって水は────入ってくるでしょう」


    　二人でボートに乗っていて、妹が水に落ちた。


    　──言葉にしてしまえばタッタそれだけの、呆あつ気けないほど簡単な出来事が、すべてのはじまりだったのだという。


    　いつもボートのうえで彼女は、妹がせがむのに応こたえて夢物語めいたお話を語って聞かせたそうだ。恰ちよう度ど、ルイス・キャロルが幼い少女アリス・リデルのために不思議の国の物語を紡つむぎだしたように。


    　そんな、それじたい夢物語のなかの光景のような二人の時間を、ある日悪夢が塗ぬり潰つぶした。


    　妹は泳げなかった。


    　彼女も泳げなかった。


    「水のなかに落ちて必死で救たすけを求める妹に対し、私は何もできなくて、ボートのうえから見ているだけだった。妹の声は聴こえなかった。タダその表情だけが網もう膜まくにクッキリと焼きついた。パクパクと、魚みたいに口を動かしていて……いっそ魚だったら溺おぼれなくてすむのにと思った。怖くて、私はズット震えていたわ。妹はやがて水のなかに消えた…………消えたのよ」


    　そんなことが──あったのだという。


    　そうして、妹の死からしばらく経たったある日。


    　料理をしている最中、不意に手がすべって包丁で指を少しばかり切ってしまい、水に濡ぬれた指先に血が滲にじみだしてくるのを見て、彼女は厭いやだなあ────と、思ってしまったらしい。血が流れて水が染みいってくる、それが、厭だなあと。切った指先とボウルに張った水を凝み視つめているうちに、突然、溺れゆく際の妹の顔を思い出してしまった。


    　一度意識すると、その感情は加速度的にエスカレートした。


    　紅茶を飲もうとして、自分がカップのなかに吸いこまれるのではないかと不安になって慌てて投げ棄すてたりとか。


    　水道の蛇じや口ぐちをシッカリと閉めてもなお、水の滴したたる音が聴こえてくるようで眠れなくなったりとか。


    『アリス』を読んでいて、幼い少女が自らの流した涙の池のなかをジャブジャブと泳ぐ場面に差しかかると、ガタガタと震えだしたりとか。


    　怖くて、こわくて、泣きそうになるくらい怖くて、でも涙を流すことさえ怖くて──今では水のひと雫しずくを眼めにすることすら、滴りの音を聴くことすらタマラナイ苦痛で、日常生活に支障をきたすまでになってしまったので、こうして通院しているのだという。皮肉なことに、水無月病院というこの場所の名すら怖いらしいのだ。


    　だから、雨の日に外出するなどはもってのほかだと、彼女は言った。


    　会うたび、次第に彼女はやつれていった。


    　見るからに顔色も悪くなり、時々ボヤーッと物思いに耽ふけったりすることもあった。


    　水に触れることに嘔はき気を憶おぼえ、最低限の栄養を摂取するために受ける点てん滴てきすら怖がるそうなのだから、無理もないことだった。そうしてまた、こんなに暑いというのに彼女はいつも汗ひとつかいていないという事実が、別の意味を帯びてくるように感じられた。


    　そんな彼女の様子を見て心配になり、ある日、先生に尋ねてみた。


    「ああ、彼女から聞いたのかね」


    　先生はいつものように頸くびを傾け、左手で眼鏡の角度を直しながら応こたえた。


    「フウ──────────────────────ム、なるほど、彼女が自分からそこまで話したのかね、君に。そう、あの子は私にとって遠縁の……ほとんど無縁に近いくらい遠縁の親しん戚せきにあたってね。もともとちょいとばかり神経質なところのある子で、以前にも何度かうちに来たことがあったんだが、妹さんが溺おぼれ死んだという一件が何よりまずかったらしい。一いつ向こうに良くなる気配がない……というより悪化の一いつ途とを辿たどっているね」


    　不安そうに見上げるぼくの表情に気づいた先生は、


    「なに、君が心配することはないさ」


    　そんな口先だけの慰なぐさめを投げかけると、指先のうえでペンを転まわしはじめた。


    「こんなことを考えたことはあるかい。人間にはさまざまな感情があるだろう。歓かん喜き、嫌けん悪お、憤ふん怒ぬ、哀あい惜せき、羞しゆう恥ち、思し慕ぼ、悔かい恨こん、侮ぶ蔑べつ、猜さい疑ぎ、諦てい観かん、愉ゆ悦えつ、憎ぞう悪お……精神のそういった諸もろ々もろの働きのうちで、最も強いものは何だろう？」


    　また不思議なことを訊きいてくる。


    「……それは『恐怖』にほかならない。恐怖というのは最も偉大な感情だよ。強い恐怖心はほかのあらゆる感情を凌りよう駕がする。恐怖を乗り越えるものがあるとすれば、それはより強い恐怖だけだ」


    　そんなふうに嘯うそぶいて、先生はくつくつと笑った。


    



    　真っ白な服に包まれた彼女の軀からだはますます[image: ]やせ衰え、かといってぼくにできることなど何もないままに夏の日々は過ぎてゆき、そうしてあの、ちょっとした事件が……けれど決定的な事件が、起こった。


    　その日、彼女は中庭にいなかった。


    　なんだツマラナイなと思っていると、先生から、彼女は今日ちょっと特別な検査を受けているのだと告げられた。そろそろ終わる頃ころだから、迎えに行ってあげてはどうかと言われて、ぼくはその通りにした。


    　教えられた三階の部屋の前でしばらく待っていると、先生の言葉通り彼女が出てきた。それからまた二人で中庭に向かうため、階段を降りようとした。すると階段の下から一人の子供が足早に上のぼってきた。


    　子供の手に握られた紙コップ。


    　何の変へん哲てつもない容器の七分目ほどまでを、これまた変哲もないアイスティーが満たしているだけだが、その揺れる液体に気づいた瞬間、彼女の反応は迅はやかった。


    「き──ぁ……っ!!」


    　彼女は顔を引き攣つらせると小さな悲鳴を上げ、そばを通り過ぎようとする子供の腕をサッと払いのけた。


    　子供の小さな軀は体勢を崩して、真っさかさまに踊り場に転落した。


    　硬い床に身を打ちつけた子供は動かない。いや、よくよく見ればヒクヒクと痙けい攣れんしているみたいなのだが、その微弱な動きはむしろ負傷の大きさを容易に想像させた。倒れた軀のそばに拡ひろがってゆく染みは、血なのか、それともコップから零こぼれた液体なのか、あるいはそれらが混ざったものなのか……


    「ぇ……？　あ、れ…………」


    　何が起きたのかも理解できていない様子で、彼女は自分の両手を見下ろした。


    「ぁ、あ……っ！　私…………こんな、こと……」


    　それから床に膝ひざをつき、両掌てのひらで顔を覆おおうと嗚お咽えつした。


    　すぐに大人たちが駆かけつけてきて、ちょっとした騒ぎになった。『事故だったのだから』『あなたのせいじゃないからね』と慰なぐさめかける大人たちの言葉は、むしろ白しら々じらしく彼女をいっそう責めたてるようだった。子供が治療を受ける室へやの前の廊下で落ち着きなく待ちながら、彼女は弱々しく頸くびを横に振ってみせた。


    　倖さいわいに、といっていいものかどうか。子供は頭を打ったもののそちらは特に問題なく、肩の骨折だけで済んだ。


    　それを聞いて、彼女はホウッとひとつ溜ため息いきをつくと、またすぐに、さっきまでよりも更に深い憂ゆう慮りよのうちに沈んだ。


    　黙りこんだままの彼女と一緒に中庭に出た。いつもの木陰に、彼女はめずらしく体育座りに腰を下ろした。ぼくは何も言えないでいた。


    　彼女は組んだ膝ひざに頭を預けると、


    「このままだと私……自分でも何をしでかすかわからない」


    　と呟つぶやいた。


    　まだ肩が震えていた。必死で涙をこらえているみたいだった。


    　彼女は顔を上げ、病院の建物を見た。


    　ひどく思いつめた雰囲気の彼女の横顔を、ぼくは凝み視つめた。それから……照りつける太陽からも隠れて、震える彼女の唇に、唇を重ねた。


    　それは、乾きかさついた彼女の唇に、ごく微量の水分を与えたかもしれない。


    



    　そうして彼女のなかに────入った。


    



    『意識とは液体のようなものだ』って、先生が言ってた。


    　それに、


    『水は────入ってくるでしょう』と、彼女は言ってた。


    　だから、こんなふうに入れたんだと思う。


    　トテモ深い場所だった。


    『アリス』の冒頭で、あどけない少女が深いふかい井戸のなかを落下していくように、何ど処こまでもどこまでも沈んでゆく気がした。


    　ああ──たしか先生は、『恐怖を乗り越えるものがあるとすれば、それはより強い恐怖だけだ』とも言っていたっけ。


    　恐怖っていうのは、だからたぶん、底なしなんだ。


    　果てもなく続いてゆく透明な液体のなかに時折チカチカッと瞬またたき燦きらめく結晶のようなもの……それが彼女の思考であり感情であるのだろうと、奇妙な自然さで理解できた。そして自分も今、これらのうちに混ざるひとつの欠片かけらに過ぎないのだと思った。


    　そうやって漂ただよいながら、彼女の最も強い感情を知りたいと願っていた。知って、ぼくが何かをしてあげられるというわけでもないのに……自分にはそんな権利すらないかもしれないのに……それでもどうしても知りたかった。


    　だから、ドコマデモ深く潜もぐっていった…………


    　…………………、……、………………………………


    



    「あ、の……今の、」


    　彼女の声がした。これは、現実のものだ。


    　ぼくは近づけた時と同じようにソウッと顔を離した。


    　彼女の瞳ひとみから涙が零こぼれていた。


    　彼女の頰ほおをつたう雫しずくに、どんな意味が、どんな感情がこめられているのか、ぼくにはわからなかった。タダ彼女が恐怖することすら忘れて涙を流したというその事実だけが、何よりも貴重なことに思えた。


    「私ね……」


    　躊躇ためらいがちに大切なことを告げようとする彼女の言葉を、ぼくはさえぎった。


    「先生のことが、好きなんでしょ？」


    　自分の声に、胸がシクンと痛んだ。


    「あ……」


    　彼女は戸と惑まどった顔をした。


    「ナントナク、わかってた。先生の話をする時、とても嬉うれしそうだったし……いつだったかのお菓子だって、本当は先生のために作ってきたんでしょ？　たぶん……そういうことだったんでしょ？」


    「バレちゃってたんだ……」


    　気まずそうな声が返る。しばらく彼女は話していいものかどうか迷っているみたいだったけれど、やがて意を決したように言葉を続けた。


    「うん、その通り。私、葛かつら城ぎ先生のことが好きよ。あの人と一緒にいる時は、スゴク倖しあわせな気分になれて、あの人のことを考えると、少し勇気が出せた……でも、先生は私のことなんてちっとも相手にしてくれない。あの人にとって、私はただの患者でしかないのよ」


    　彼女は病院の方に向けていた顔を戻し、正面の空を見上げた。彼女の横顔は、寂さびしそうなのに笑っているような、不思議な表情だった。


    「うん……ぼくも…………」


    　ぼくは立ちあがると、その後に続けるはずだった言葉をかなぐり棄すてて駆かけだした。


    　振り返らなかった。


    　病院の敷地を後にして、


    　走って、走って、はしって、


    　切れる息もかまわず走りつづけた。


    　何かにつまずいて、地面に倒れこんだ。痛いのだか気持ち好よいのだかもよくわからないままに、しばらくそのままでいた。擦すりむけた肘ふじから血が滲にじんでいた。


    　その時もやっぱり、何もかも溶かしてしまいそうな太陽が照りつけていた。

  


  
    [image: ]

  


  
    



    



    



    　眼めを開けると、呉くれ羽はの心配そうな顔があった。


    　思いつめたような瞳ひとみが真まっ直すぐ[image: ]たつみを見下ろしている。


    「ぼく、……眠ってたの……」


    　[image: ]の口から洩もれた呟つぶやきを耳にして、覗のぞきこんでくる呉羽の表情が少し穏おだやかなものになる。


    「あれ、ここ……」


    　見まわすと、そこは先日眼を醒さましたのと同じ、呉羽の邸やしきの一室だった。あの奇妙な解剖図が、相変わらず壁にかかっている。


    「あんな血だらけの恰かつ好こうで保健室に行くわけにもいかないでしょう。仕方なくうちまで運んできたのよ。それに失血が酷ひどかったから、私の血を輸血しておいたわ。蝕能アタリアの影響で身体の治ち癒ゆ力が高まっているとはいえ、危ないところだった」


    　そう言われてからようやく気づいて、[image: ]は自分の右腕を見た。床のうえに転がっていた腕が、呉羽の能力によって元通りくっついている。


    「あまり無茶しないで頂ちよう戴だいね」


    　素そっ気けない言葉を口にする呉羽の、けれど口調はやわらかかった。


    　[image: ]は起きあがりベッドから降りようとしたが、失血が酷かったと呉羽の言う通り、気分は最悪だった。頭が鉛なまりみたいに重く、床についた足がフラついて仕方ない。


    　しかし姉のことを考えれば、ノンビリ休んでいる暇はない。


    　壁の時計に眼をやれば既すでに夕刻だ。また雨が降りだしたらしく、窓の外をサァ────ッという薄い音が満たしている。


    　意識を失う直前、[image: ]は、自分の腕に潜もぐりこんだものの正体を見た。それに……指輪を握り締めた時に見えた、真っ白い布のイメージが脳裏で翻ひるがえる。


    　──あれはカーテンだろうか、それとも……


    　不確かなイメージが針の先のように引っかかる。


    　──白衣かもしれない。


    「たしか……病院で」


    「病院で？」


    　病院には。


    「あ、の……葛かつら城ぎさんの叔お父じさんて、たしか…………悠はる久ひさって、いったっけ……」


    　白衣に身を包んだ人物が。


    「ええ」


    　いた。


    「かつらぎ、はるひさ……」


    　タッタそれだけの名を、[image: ]たつみは嚙かみ締めるように区切って呟つぶやいた。


    「ぼくはその名前を知っている──知っていた…………知って、いたんだ……」


    「知っていた？　って……？」


    　[image: ]の口から出た思いがけない言葉に、呉くれ羽はは眉まゆをひそめる。


    「少しだけ……その部分だけ、記憶が…………戻った。たしか……六年前にも、ぼくは水み無な月づき病院に通っていたことがある。その当時、ぼくの担当医が葛かつら城ぎ悠はる久ひさという名前だった」


    



    「──ああ……」


    　[image: ]の話がよほどショックだったのだろう、呉羽はよろめくように壁に背をもたせかけた。


    「なんて……こと。私の叔父と君の間で、過去にそんな接点があっただなんて」


    　低い声で呟きながら、その時、呉羽は、巨大な歯車がまたひとつゴトリ……と嚙かみあう音を聴いた気がした。


    　そんな彼女の様子を横よこ眼めに、[image: ]もにわかに不安に陥おちいっていた。


    　たとえ部分的であれ、記憶をとり戻したというのに。


    　記憶を恢かい復ふくするというのは、もっと晴れやかな……サアッと眼の前が明るくなるような体験に違いないと思っていたのだが、いざ蓋ふたを開けてみれば、そんな優しい代しろ物ものではなかった。


    　通っていた病院の風変わりな医師、その男が語って聞かせた突とつ飛ぴな逸いつ話わの数々、そして一人の少女との出逢あい……復元された記憶は、それじたい溶かされでもしたようにぐんなりと不定形に歪ゆがんでいた。


    　呉羽は指先で壁の表面を叩たたきながら、しばらく考えこんでいた。


    「……それが事実なら、たんなる偶然だとはとても思えないわ。そんな偶然が、あっていいわけがない……。例の事故の件といい、叔父がなんらかの形で関与している可能性が大きくなってきたわね」


    　その言葉に、[image: ]はまた奇き異いな想おもいに囚とらわれた。


    　果たして自分が爆発事故に巻きこまれ記憶を失ったことも、葛城悠久なる医師との因いん縁ねんの延長上にあるものなのだろうか。


    　たしかにそれは呉羽の言う通り、偶然と考えるにはあまりに気味悪い一致だった。だが逆に、そこに作さく為いが働いていると仮定するならば、真実はいっそう悪夢じみた様よう相そうを呈してくるのだ。


    　記憶のなかで少女がささやいた、『宇宙とは決定論的か否か』という問い。世界がそのいずれかでしかありえないというのが、[image: ]にはむしろ非合理なことに思えた。


    「叔父の家を調べてみましょう。何か手がかりが残っているかもしれない」


    「うん……わかった」


    　呉くれ羽はの提案に、[image: ]たつみは弱く頷うなずいてみせる。


    「ねぇ、鴫しぎ沢さわ君」


    　覚おぼ束つかない足取りで歩きだそうとする[image: ]を、呉羽が呼び止めた。


    「それで……その子とはどうなったの？　その後」


    　何を思ってか、そんなことを訊きいてくる。


    　問いの意味を量はかりかねて、[image: ]は、めずらしく興きよう味み津しん々しんな様子の呉羽に戸と惑まどいながら、


    「その子って、病院の？　…………わからない……思い出せないけど、たぶんそれっきりだったんじゃないかな」


    「そう」


    　決まり悪そうに気き羞はずかしそうに答える[image: ]の顔を、呉羽はジッと凝み視つめていたが、


    「……噓うそはついてないみたい、ね？」


    　フッと表情を緩ゆるめて呟つぶやくと、今度は先に立って歩きはじめた。
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    「ここ、ね……」


    　特に変わったところもないマンションの、最上階の一室。


    　悠はる久ひさが住んでいたという部屋のドアは無む論ろんかたく閉ざされているが、呉くれ羽はにとって扉は無意味だ。指先ひとつで易やす々やすとドアを開け遠慮なく入ってゆく呉羽の後に、[image: ]たつみは黙って従った。


    　白い部屋だった。


    　おまけにいやにガランとした印象がある。


    　生活感がないとかいったレベルを超えて、部屋というよりそれは一個の匣はこと呼ぶ方が相応ふさわしい。


    　壁も床も、申し訳程度に置かれた机も、椅い子すも、ベッドも、カーテンも、クローゼットも……あたかも色彩というものを拒絶するように、何からなにまで白で統一されていた。それらは使用された形跡もなく……というよりは最初から使うことなど意図されておらず、タダそこに配置されていることだけが重要なのだといった有あり様さまで並んでいた。


    　その空間のなかにあって唯ゆい一いつ、壁際に置かれた大きな姿見だけが、ひどく場違いな感じだった。


    　微み塵じんも汚れたところのない部屋を見わたす[image: ]の胸に、


    　──この部屋には、おそらく塵ひとつ存在せず、指紋のひとつすらも残されていないのではないか……


    　と、そんな莫ば迦かげた印象が、けれども圧倒的な確信を伴って去きよ来らいした。


    　こんな部屋で、一体、人間は生活できるものなのだろうか。


    　可能だとすればそれは、人として何か決定的なものが欠落した……記憶を失った自分などとは桁けた違いに巨大な何かを欠落させた人物にほかなるまい。子供時代に接したあのいささかならず常じよう軌きを逸いつしたところのある医師に、ここはたしかに相応ふさわしい場所かもしれないという気がした。


    　異様ともいえる雰囲気に気け圧おされて立ち竦すくむ[image: ]たつみに対して、呉くれ羽はは怖おじ気けもなしにすいぃと足を踏みいれた。


    「ふぅん……」


    　たいして感慨もこめられていない呉羽の声に続いて、[image: ]もなかに入る。


    　手がかりを捜しにきたはずなのに、調べるべき場所は多くはない。机の抽ひき斗だしにも、クローゼットにも、当然のごとく何も入っていなかった。


    〈独白する夢魔アノニマス・モノローグ〉で何事か読みとれまいかと手をかざしてみるが、不定形の切せつ片ぺんもかすかな残ざん滓しすらも残っていない。


    　巨大な欠落に呑のみこまれてゆくような、いや、むしろ自身が欠落そのものに重なるような、そんな感覚に塗ぬり潰つぶされて。


    　まるで空気の流れさえ止まっているような室内で、[image: ]は猛烈な息苦しさを感じた。


    「……鴫しぎ沢さわ君？」


    　茫ぼう然ぜんと立つ[image: ]に、呉羽が怪け訝げんな顔を向けた。


    「──ぅ……ん、大丈夫」


    「何も手がかりなし──ということかしらね」


    　脱力したように呟つぶやく呉羽に頷うなずいてみせながら、けれども[image: ]には、この空白、この空虚、このガランドウさこそが何にもましての手がかりであるように思えてならなかった。


    　と同時に彼は、『どこも見ていない』ようだった医師の瞳ひとみを思い出し、催さい眠みん術じゆつ師めいた男の存在感の稀き薄はくさというか……いやむしろ圧倒的な不在感とでもいったものが、このうえもなく兇きよう悪あくなものに感じられるのだった。


    「あとは水み無な月づき病院を調べてみる必要があるかしら。医療事務室かどこかに、記録が残されているかもしれない」


    　この光景から類推するに望み薄には思われるが、それでもやはりゴクわずかでも可能性があるならば、調べないわけにはいかないだろう。


    「あの男がここに、住んでいた……」


    　低くささやかれた声に[image: ]が顔を上げると、呉羽は壁際の姿見の前に立ち、その鏡面を凝み視つめていた。


    「正直言って、あの叔お父じのことが、私は嫌いだった。父とう様さまに良からぬことを吹きこんで、どこか遠くへ連れていってしまいそうで……怖いと思った。


    　けれどもね、私もまた同類なの。父様の行おこなっていた研究について、その目的について薄うす々うす知りながら……胡う乱ろんな研究を私はズット手伝いつづけた。父とう様さまの言いなりになっていたわけじゃなく、自分から進んで、ね。


    　……私は、父様の実験の共犯者なのよ」


    　[image: ]たつみには、何な故ぜ、呉くれ羽はが突然こんな話を始めたのか呑のみこめなかった。しかしそこには何か深い意味が添そえられている気がした。


    　[image: ]に向かって話しているのだろうか、それとも鏡に映った自分じしんに語りかけているのだろうか。


    　鏡のなかの呉羽の顔には、彼女と出逢あったあの夜、姿見を前に浮かべていたのと同じ表情がある。


    　どこか寂さびしそうでもありまた自じ嘲ちようしているようでもある、けれども微笑を形づくったその顔に、[image: ]は返すべき言葉を見つけられないままでいた。


    　呉羽は視線を落とし、自分の左手を見下ろした。


    「この手で、メスを握り、父様の軀からだを切開したことだって何度もある。鋭い刃で父様の膚はだにスウッと切りこみを入れる瞬間、私は怖いとも思わず……むしろ嬉うれしかった。切り開いた肉に、臓ぞう腑ふに、手を差しこむ瞬間、私の顔にはたぶん微笑すら浮かんでいたでしょう。そうやって父様とつながっていられることが、嬉しくてたまらなかった。


    　蝕能アタリアにはね、何か理由があるものなのよ。発現する能力には、その人間にとっての潜在的な願望や不安や恐怖が、なんらかのかたちで反映している。表ひよう出しゆつと言ってもいいかもしれない……。

  


  [image: ]


  
    　だからきっと、この指に宿った能力ちから──〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉は、そんな私の業ごうから生じたものなの」


    　蝕能アタリアが宿ったその手を、呉くれ羽はは鏡の表面に置いた。


    　鏡面に這はわせた指が、映った像の胸をゆっくりと横切る。


    「けっして、後悔はしていないわ。父とう様さまのそばにいて研究を手伝うことが、私には倖しあわせだった。でもね……いいえ、だからと言うべきかしら、あの力がどんな結果をもたらすか、私には見届ける義務があるの。そう、あの叔お父じがそこに関わっているというのなら、躊躇ためらうことなく──殺すわ」


    　──それは、あなただけの責任じゃないのに……


    　と、[image: ]たつみは、その言葉が呉羽にとって何の慰なぐさめにもならないことを半なかば承知しながら、それでも言おうとした。


    　だが口をついて出たのは、まったく別の問いだった。


    「鏡が好きなの？」


    　一瞬、呉羽の軀からだが静止した。


    「…………」


    　黙ったまま、呉羽はわずかに頸くびを傾ける。


    『鏡が好きなの？』──自分が昨日、結ゆう城きあざみに対し投げかけた台詞せりふを、今この瞬間図はからずも眼めの前の少年が口にしたことに、彼女は不思議な感慨に囚とらわれた。


    「たしか最初会った夜にも、鏡を凝み視つめてたよね。どうしてか、鏡のなかの葛かつら城ぎさんを見ていると、不安になってくるんだ。なんだか…………そっちの方が本物なんじゃないかって、気がして……」


    　どうしてこんなことを尋ねているのか、[image: ]は自分でもわからなかった。莫ば迦かげた所しよ感かんだとも思った。にもかかわらず、いったん口をついて出た問いは彼を更なる不安に駆かりたて、[image: ]は口を閉ざすことができなかった。


    　不可解ともいえる問いかけに、呉羽はしばらく考えこんでいる様子だった。


    　鏡のなかの呉羽の瞳ひとみが、[image: ]を凝視めている。


    　何かを語るような眼だと、[image: ]は思った。


    　その意味こそが、今の自分にとっては何よりも重要なことである気が、何な故ぜかした。


    　彼女の背に触れてみれば、読みとることができるかもしれない。手を伸ばそうとして、しかし寸前で[image: ]は思いとどまった。先ほどの呉羽の告白を裏切るような、そんな真ま似ねはできないと。


    　呉羽の謎なぞめいた視線の正体を摑つかめずにいるうちに、鏡面に置かれた彼女の指先からスウッ────と直線が走ると、映っていた姿の胸からうえの部分が消えた。切断された姿見は乾いた音を立てて床に落ちる。


    　彼女の仕し種ぐさは、[image: ]たつみの発した疑問をも断ち切ろうとするようだった。


    　何事もなかったような身軽さで、呉くれ羽ははクルリと振り返る。


    「さあ……？　君はどちらだと思う？」


    　正面から向きあう呉羽の顔が、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。
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    　夜の病院は静かだった。


    　にわかに勢いを増した雨の音だけが巨大な建物を包み、内部ではヴゥ────────…────────……─────という、かろうじて聴きとれるほどの低い唸うなりが断続的に響いている。


    　その合間に小さく紛まぎれる跫あし音おと。


    　医療事務室を目指し、真まっ直すぐのびた廊下を呉くれ羽はと[image: ]たつみは忍び歩いていた。


    　ボーッと薄暗い廊下の先は、やがて何もかも呑のみこんでしまいそうな闇やみに溶け消えている。


    　呉羽の父忌いみ久ひさが、そして悠はる久ひさが、勤めていたという水み無な月づき病院。


    　更には彼じしんもかつて通院していたことのある建物の廊下で、[image: ]は奇妙な感慨に包まれていた。


    　記憶をとり戻したとはいっても、六年前ここに通院していた期間のものだけだ。


    　そこから後はまたポッカリと穴が穿あいていて、現在までの間に流れたはずの六年という歳月が、彼には実感として捉とらえられなかった。


    　まるで……今この瞬間が、あの夏の日の続きででもあるかのようにさえ感じられた。


    　その幻げん惑わくのなかで彼の頭にはまた、あの医師が語った〈前行性健けん忘ぼう症しよう〉の話が浮かんだ。『自分が一瞬前に何をしたのかも憶おぼえていられなくなる』……あの男は『途と轍てつもなく甘美な体験だろう』と言っていたが、むしろそれはこのうえもなく不気味な想像だった。


    　呉羽の後について廊下を歩みゆきながら、一歩、また一歩と進むはしから次々に足あし許もとの床が脆もろく崩れ落ちていく幻想に囚とらわれて、[image: ]は眩暈めまいを憶えた。


    「ここ、かしらね……」


    　目的の部屋の前に着くと、呉羽はドアノブを摑つかみ、緊張にこわばった声で言った。


    　ソウッと用心深く開ける。


    「──……っ……」


    　眼めの前に現れた光景に、[image: ]は声にもならない息を洩もらした。


    　机が、椅い子すが、棚が、ファイルが、壁の時計が、機械類が……室内のあらゆるものが「やわらかい時計」みたいにぐんなりと溶けだしていた。天井からは、蛍光灯の硝子ガラスが蜜みつのように垂たれ落ちている。


    　踏みだしかけた足の先、床の表面までもドロウッと溶けていて、呉くれ羽はが慌てて足を引っこめると、靴くつの先にクリーム色の粘液が付着していた。靴先から跳はねた飛ひ沫まつが、床面に粘ねばつく波紋を拡ひろげる。


    　喉のどを鳴らして床を見下ろす呉羽に、


    「なん……こ、れ、」


    　[image: ]たつみは茫ぼう然ぜんとした呟つぶやきを零こぼすだけだ。


    　ぬるく湿った空気が肌に絡からみつく。


    　蠟ろう細工で精巧に造りあげた内装を蕩とろかしたふうな……原形を半なかばとどめ半ば失って融ゆう解かいした室内を前に、二人は一瞬、まるで絵のなかに迷いこんだみたいな錯覚に陥おちいった。


    　いや、たしかにそれはひとつのタブローだった。


    　[image: ]の眼めには、そこに展ひろがる光景が部屋ではなく一個の巨大な内臓として映り、呉羽の邸やしきに飾られた夥おびただしい量の絵画と同様の筆ひつ致ちで描きあげられたものだとしか思えなかった。自分という存在もまた、その絵の一点景としてズット以前から……おそらくは六年前から、準備されたのに違いなく、そしてその画面のなかにはもう一人の人物が必要なはずだった。


    　室内に踏みいることもできず、かといって引き返すことも叶かなわず、戸口で立ち竦すくむ二人の背後から。


    



    「おやおや、お二人とも仲のよろしいことで」


    　新たな声が混ざる。


    　振り向けば。


    　廊下の途中、白衣に身を包んだ養護教諭──仁に科しな澪みおが、壁に肘ひじをついて立っていた。


    



    「鴫しぎ沢さわ君に葛かつら城ぎさん。君たち真ま面じ目めな生徒だと思ってたんだけどねー？　こういう真ま似ねは良くないな？」


    　頸くびを傾け諧お謔どけた口調でささやく澪の、眼鏡の奥に光る瞳ひとみはけれど鋭い。


    「養護教諭って、よほどお暇なのね？」


    「やー、手のかかる生徒さんがいるから困ったもんよ」


    　呉羽の皮肉も余裕たっぷりに受け流し、澪はチッチッと人差し指を立ててみせる。


    　白衣の裾すそが揺れる。[image: ]が指輪を握り締めた時に見た白い布は、澪の白衣であったのかもしれない。


    「…………あなたとは……むしろ六年ぶりと言った方がいいんだろうか」


    　[image: ]の言葉に、澪は眉まゆをひそめた。


    　声こわ色いろが低くなる。


    「思い出してしまった……ってわけ？」


    「ええ」


    「どうせなら、忘れたままでいてほしかったな」


    　横髪を払う澪みおの仕し種ぐさを見て、[image: ]たつみは胸が痛むのを感じながら頸くびを横に振った。


    「いいえ。少なくともあなたに関する限り、ぼくはすべて思い出しました」


    　──『水が怖いの』と呟つぶやいて軀からだを震わせた少女。


    　仁に科しな澪こそ、自分が六年前この病院で出逢あった少女に違いない。保健室で澪から頭に手を置かれた際に憶おぼえた不思議と懐かしい感覚は、そのためだったのだろう。


    「憶えているでしょう、病院で最後に会った日。あなたはぼくに『葛かつら城ぎ先生のことが好きだ』と打ち明けた……」


    　喉のどを鳴らし、舌で唇を湿す。


    「けれどあなたは半分のことしか打ち明けていない。あの時あなたのなかに入って、そしてあなたが流した涙を見て、ぼくは知ったんだ。


    　あなたは水が怖くなどなかった。ただ葛城先生に会うために、そのためだけに水恐怖症を装っていた」


    「…………」


    　澪は応こたえず、タダ傾いた視線で[image: ]を見ている。


    「先生に会うためには、何かそれらしい病気になれば良い。あなたにとっては、妹の死さえも、もっともらしい強迫観念を演出するための恰好の方便に過ぎなかった。そんなトラウマがあるのならば、恐怖症に陥おちいったとしても無理はないと思いこませるための。


    　あなたがぼくに語って聞かせた症状は、すべて捏ねつ造ぞうされたものでしかなかった。最後の日、恐怖することも忘れて流した涙だけが、あなたにとって唯ゆい一いつの真実だったんだ」


    　フゥッと溜ため息いきをつくと、澪はようやく口を開いた。


    「鴫しぎ沢さわ君の言う通り……私は水恐怖症ハイドロフオビアを演じた。だって、そうするしかなかったんだもの。必死になってそれらしいエピソードを考えたわ。妹に夢物語めいたお話を語ったように、ね。症状が重ければ重いほど、その噓うそは先生との結びつきを深めてくれると思った」


    『あの人にとって私はただの患者でしかないのよ』と語った時の、彼女の寂さびしげな横顔が甦よみがえる。


    　ただの患者でしかない……それでも澪は『ただの患者』であることにすがるしかなかった。患者と医師というつながりを失ってしまえば、会うことすらできなくなってしまうから。


    「保健室の常連である文ふみ月づきさんの気持ちが、あなたには誰だれよりもよく理解できたはずだ。体調が悪いから保健室に行くという因いん果が関係が抜け落ちて、保健室に行くことじたいが目的となってしまった彼女の気持ちが」


    　澪にとって綾あや乃のに接することは、鏡を見るようなものだっただろう。


    　保健室に行きたいがために『お醬しよう油ゆいっき飲みするの……』と言ってみせた綾あや乃の。


    　そんないたいけな少女に『いじらしい!!　遠慮しないで、体調とか関係なく会いにきてくれていいのよ？』と言って抱き寄せた時、澪みおは六年前の自分を抱き締めていたのだ。


    「勿もち論ろん、口頭で症状を述べるだけでは信しん憑ぴよう性せいに欠ける。恐怖症に真実味を持たせるため、あなたは日常生活でできうる限り水の摂取を控えただろう。


    　そしてあの事件……子供の手に握られたコップのなかの液体を見た時、あなたはそれが怖かったのではなく、たまらなく飲みたかったんだ。耐えがたい渇かわきと、それでも噓うそがバレるような真ま似ねは避けねばならないという二つの感情に引き裂かれて、あなたは思わず子供の手を払った。


    　しかも結果としてその出来事は、水恐怖症を周囲により強く印象づけ、自分と先生のつながりを深めるはずだということをあなたは心得ていた」


    　手を払った瞬間、彼女がその事実をどれだけ意識していたのか、[image: ]たつみは想像したくなかった。医師との歪いびつな関係を保つために子供を突き落としたのだとは、考えたくなかった。


    　子供の怪け我がが肩の骨折で済んだと聞いた瞬間に彼女がついた溜ため息いきの意味を、推おし量はかりたくなどなかった。ソワソワと落ち着きのなかった彼女は、子供の負傷がもっと重いものであることを望んでいた可能性さえあるのだ。


    　噓も繰り返せば真実になる。


    『このままだと私……自分でも何をしでかすかわからない』と呟つぶやいたのは、葛城先生のために何をしでかすかわからないという意味だったに違いない。


    「……そういえば、〈ミュンヒハウゼン症候群〉というものがあるわ。虚きよ偽ぎの症状や病歴を捏ねつ造ぞうして病院で治療を受けつづける患者を指すもので、この場合は少し事情が異なるかもしれないけれど……あなたにとっての強迫観念オブセツシヨンとは、噓をつきつづけなければならないということだったのね」


    　呉くれ羽はが冷たく言って見み据すえると、澪は少しだけ視線を伏せた。


    「たぶん……いえ、間違いなく、葛かつら城ぎ先生だって私の噓に気づいていた。気づいていないはずがなかった。けれどあの人の目的は、恐怖症を癒すことではなく、噓で塗りかためた私の恐怖症を本当のものにすることだったのよ。


    　お互いの噓に気づいていながら、しかもお互いに気づいていることすら承知していながら……それでもかまわないと、私は思った。葛城先生のそばにいられるならそれで満足だった」


    　もともと病気でもなんでもない人物が並べたてた噓の症状を、現実のものにする。


    　健康な患者を病人に仕立てあげる……


    　幼い頃ころ、[image: ]はあの医師を『不思議の国の住人みたいだ』などと思ったが、実のところは鏡の国の住人であったのかもしれない。


    　因いん果が関係が逆転した鏡の国では、まず罰ばつがあり、それから裁判が行おこなわれたのち、犯罪が起きる……。


    「でもあの人にとって私という存在は、たんなる実験材料に過ぎなかった」


    　澪みおは哀かなしそうに微わ笑らった。


    　その表情に、[image: ]たつみは木陰で二人過ごした時間を思い描いた。それは、スグ昨日の出来事のようにも思えた。


    「悠はる久ひさが父とう様さまを唆そそのかし行おこなっていた研究の一環だった、ということ……」


    　呉くれ羽はが一歩前に出る。


    「そうやって数えきれないほど重ねた噓うそが潜在的な要因となって、その果てに蝕能アタリアが発現したのね。周囲の物体を液体化し溶かしてゆく──〈梳る雫ハイドロキネテイクス〉」


    　澪の足あし許もと、溶けかかった床の表面を、赤い雫しずくにも似た背せ鰭びれがひたひたと泳いでいる。


    　保健室の水すい槽そうで澪が飼っていた熱帯魚。


    　[image: ]の手から指輪を咥くわえ盗とり、腕のなかを潜もぐり昇っていったのはそれだった。


    　そして、あざみの記憶のなか横たわった女の皮膚で跳はねたのも、あるいは階段の手て摺すりを腐ふ蝕しよくさせたのも、有あり菜なの軀からだに潜りこんだのも、その小さな生物に違いない。


    「その通り。私の血をね、飲ませてあるのよ。考えようによってはなかなか便利な子たちだわ。でも、こんな力……私は欲しくなかった。あの人さえいてくれればそれで良かったのに」


    　昏くらく翳かげった声で呟つぶやいて、澪は前髪を搔かきあげた。


    「あの人に関わるものは、すべて消すわ……そう、恰ちよう度ど『消す』にはお誂え向きの能力だしね」


    　起こした顔には、不敵な笑みが浮かんでいる。


    「あの男は何を謀たくらんでいるの？」


    　呉羽の問いに、澪は頸くびを傾かしげてみせた。


    「さあ……？　私はタダ言われた通りにしているだけだから」


    「命じられるままに、病院の関係者を一人ずつ殺していったわけね。一連の殺人事件は、内臓を抜きとられたのではなくて、〈梳る雫ハイドロキネテイクス〉で内部から溶かされたものだった」


    「ええ」


    　頷うなずいて、澪は[image: ]の方に視線を流す。


    「お姉さんは気の毒だったわね？　君を狙ねらったのに、間まの悪い時に割りこむものだから。一度、心臓のなかに潜りこんでしまったら、あとはゆっくりユックリ溶けていくだけ。……フフ、想像してごらんなさいな」


    　……体内に潜りこみ、心臓のなかで泳ぐ熱帯魚。


    「とっても────綺き麗れいよ」


    「黙れ!!　そんなことはさせない！　姉さんを救たすけるためなら……」


    「──私を殺す？」


    　[image: ]の叫びをさえぎって、クスリと、誘うように澪が微笑いかけた。


    　澪みおの眼めを見み据すえながら呉くれ羽はは、


    　──この人は少し、私に似ているのかもしれない。


    　と思った。


    　研究の目的を半なかば承知していながら、それでも父とつながっていたいがために手伝うことを選んでしまった自分に、似ていると。


    　あるいは、鏡に映った像のようなものだろうか。澪が文ふみ月づき綾あや乃のという女生徒のなかに、かつての自身の姿を見ていたように──


    　それでも。


    「私は自分の身に宿った力を呪のろいはしない。誇りも驕おごりもしない。ただ──なすべきことのために用いる」


    　感かん傷しようを断ち切るように、呉羽は鋭く言い放った。


    　それに応こたえて、澪は傾いた眼鏡を正しながら、


    「フフン？　威勢が良いじゃない。でもね、もう……」


    　眼を細める。


    「遅いのよ」


    　滴したたり跳はねる音がした。


    　液体が満ちる。


    　そこは澪の支配する空間だ。


    　一匹だけではない、液面と化した床のそこここを背せ鰭びれがヒラヒラと揺れていた。優雅に泳ぎながら魚たちは、[image: ]たつみと呉羽の方にゆっくりと近づいてくる。ぴちゃりと音を立てて跳ねた一匹が、[image: ]の足に飛びかかると肉を溶かし抉えぐりとって、再び床の下に消えた。


    「うぁ……っ！」


    　にわかに足を襲った激痛に、[image: ]はよろめいた。身を屈かがめ傷口を押さえようとする手に、また一匹。


    「鴫しぎ沢さわ君、下がっていて」


    　呉羽は[image: ]の前に立ち、床にしゃがみこむと左手をついた。


    　指先から〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉の直線が伸び、澪の方へ向かって床を切断してゆく。鋭利な光の直線は、けれど、赤い熱帯魚から一メートルほど手前の液面でスゥと消え入った。


    「……っ……」


    　──あの魚に近づくほど、液体化の作用が大きいわけね。液体は切断できない……私の〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉とは相性が悪い能力だわ。


    　呉羽は胸中で忌いま々いましく独ひとり言ごちた。


    　足あし許もとに寄せる液体に追いたてられ、二人は背後の部屋に飛びこんだ。


    「すばしっこいわねえ」


    　悠ゆう長ちように考えをめぐらせる暇もなく、戸口に澪みおの姿が覗のぞく。


    　さして広くはない部屋のなか、二人は後ずさった。壁際の薬品棚に背が当たる。


    　余裕の表情をたたえた澪が、部屋のなかほどまで歩みいる。彼女の足先に泳ぐ熱帯魚を中心に、溶けかけた床が水たまりのように拡ひろがった。


    　[image: ]たつみと呉くれ羽はの眼めの前で、椅い子すが液面に呑のまれ消えた。


    「元気のいい子にはこれをプレゼントっ──」


    　澪は白衣のポケットに突っこんだ薬壜びんを取りだすと、素早く投とう擲てきした。


    　茶褐色の壜は呉羽の髪を掠かすめて、棚の硝子ガラスを破った。砕けた硝子の破片が床に散乱する。包帯のロールが勢いよく床に落ちて跳はね、バウムクーヘンのように一層ずつ輪を解きながら転がって、こつんと澪の靴くつ先さきに当たった。


    　派手に割れた薬品棚から、薬液が混ざり漏もれて呉羽に降りそそぐ。


    「く、ぁ……っ！」


    「葛かつら城ぎさん!?」


    　肩に、頸くびすじに、降りかかった溶液が皮膚を爛ただれさせるのを感じる。服の布ぬの地じが、白い肌が灼やける音さえ聴こえそうな気がした。頸すじの皮膚に鮮あざやかな色の背せ鰭びれが現れ、体内に潜もぐりこもうとしているのが見える。


    「フフ、素敵な声。もっと聴かせてほしいな」


    　冷たく歪ゆがんだ顔で澪がささやく。


    　薬品棚に寄りかかった恰かつ好こうのまま、呉羽は苦痛に細めた眼で澪を見返すと、


    「ありがとう。おかげで届いたわ」


    　澄んだ声を投げた。


    「……？」


    「私の〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉は、接触している物体ならどこまででも切断できる」


    　真まっ直すぐ伸びた包帯のうえを、


    　眼にもとまらぬ速さで〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉の直線が走る。


    　仄ほの白じろい光の軌跡は包帯の端まで至ると、そのまま澪の足先から甲へと這はい伸び、わずかに傾いた角度で踝くるぶしまでを切り落とした。


    「ぁぐッ──!?」


    　片足の支えを失い、澪は膝ひざから床に崩れ落ちた。


    「いったん距離を置くわ」


    　呉羽は[image: ]の腕を摑つかむと、ようやく得た隙すきをついて素早く室内を横切り、部屋を後にした。


    　通路の床も既すでにあちこち溶けかかっていて、グラグラと揺れるマットのうえを走るみたいな感覚に、いくらか酩めい酊ていした気分になる。


    　脚に跳ねたこまかな飛ひ沫まつが酸のように皮膚を溶かし、たちまち血が滲にじむ。斑まだらに脚を襲う痛みに耐えながら、それでも足を止めることなく二人は駆かけた。


    　二人を嘲あざ笑わらうように、背後から愉ゆ快かいげな声が追ってくる。


    「逃げても無駄だよーう？　君たち、随ずい分ぶんと汗をかいてるんじゃない？」


    　澪みおの言葉に促されて、[image: ]たつみが自身の軀からだに視線を落とし見れば、腕の皮ひ膚ふが液面と化してひたひた波打っていた。


    　右腕の表面を、あの熱帯魚がすいぃと優雅に泳いでいる。


    「あ、っ……ッ！」


    　慌てて摑つかもうとする手を逃のがれて、魚は肉を千ち切ぎり跳はねると、そのまま大だい腿たいを貫いて床に落ち潜もぐった。


    　頸くびすじを、頰ほおを、そして穴の穿うがたれた腕を、[image: ]は服の裾すそで拭ぬぐった。


    　厭いやな──感触だ。


    　拭いきれず皮膚に残る液体が気持ち悪い。


    「……、ぅ…………あああぁああ……っ」


    　もう軀がどこまで溶けだしているのか、自分でもわからない。皮膚も肉も骨も足の下の床も、こんなに脆もろそうで。


    『水が怖いの』


    　彼女は言った。


    『水は────入ってくるでしょう』


    　そう──彼女は言ったのだ。


    　ささやく声が耳みみ許もとから聴こえてくる錯覚に陥おちいって、[image: ]は少なからず混乱した。


    　……時間の感覚が崩れる。そうだ、あの太陽は時間さえも溶かしてしまうみたいだった……視界のあらゆるものが外形を失った。どうしてこんなに脚が痛むんだろう水は────どうしてこんな薄暗い廊下にいるんだろう入ってどうして手を引かれているんだろうくどるうでししてょ水うの音が…………


    「逃げてばかりもいられない、というわけ……？」


    　呉くれ羽はは廊下の左右に視線を走らせた。閉ざされた部屋のドアを切断し、様子のおかしい[image: ]を引き摺ずりこむと、再び扉を癒ゆ着ちやくさせる。


    　よろめく足で、[image: ]は壁に背をもたせかけた。


    　頭のなかでは、まだあの少女の声が谺こだましている。


    「はぁ……はっ、あ、…………ぁ……」


    　不規則に呼吸する[image: ]の眼めは虚うつろだ。


    　呉羽は[image: ]に歩み寄り、頰を叩たたいてみたが効果はない。


    「良くない兆候、ね」


    　呟つぶやいて、呉羽は短く舌打ちした。


    　……息苦しい。


    　この建物は、この空間は、不快だ。まるで……仁に科しな澪みおという女の胎たい内ないででもあるかのようで。これは、澪の恐おそれたものなのだろうか、それとも求めたものなのか。


    　──同じことなのだろう。


    　と、呉くれ羽はは思う。


    　きっとその二つは、彼女の重ねた噓うそのなかで溶けあっているのだ。


    　小さく息をつくと、呉羽は左手を[image: ]たつみの右手にソッと重ねた。初めて出逢あった時、[image: ]がしてみせたように、『入れる』かもしれないと、思った。


    　──だって、君とは相性が良いみたいだから、ね？


    　呉羽はわずかに頸くびを傾けて微わ笑らった。


    　眼めを閉じる。


    　呼吸を重ねる。


    　呉羽にとって、それは鏡のイメージだった。


    　自分と眼の前の少年の姿が重なり、つなげた手から同化する、そんなイメージ。『鏡』なら、容た易やすく思い描くことができた。


    　──ふふ、鏡の国……ね……


    　眼の前の影にささやきかけてみる。鏡のなかで滲にじむ姿が、[image: ]なのか、それとも自分じしんなのか、もうよく区別がつかなかった。


    　ひそやかに拡ひろがる波紋さえ立てながら鏡の表面に溶けこんでゆく、その感覚を、呉羽は心地好よいと思った。


    　──鏡面というのは、すると水面のようなものでもあるのかしら？


    　鏡のなかの呉羽が忍び笑った。


    　……………………、……、…………


    「──あ……れ」


    　ようやく我に還かえり、[image: ]は眼を瞬しばたたいた。


    「なんだか、いま……」


    「しっかりして頂ちよう戴だいね。君って、頼りないけれど…………頼りないなりに、しっかりして頂戴ね」


    　眼の前の少女の素そっ気けない口調が、[image: ]には少しだけ──ホンの少しだけ、やわらかく感じられた。


    「う……ん」


    　相変わらず頼りない口調で、けれどかすかに強く、[image: ]は頷うなずいた。


    「問題は、ここからどうするかね……」


    　呉羽はクルリと向き直ると、素早く室内を見まわす。


    　奇妙な機械の置かれた部屋だった。身の丈たけほどの高さもある直方体のその機械が発するヴゥ────────……─────…──…──────という唸うなりは、この建物に足を踏みいれてからズット聴こえていた音と同じものだ。


    　閉ざされた部屋のなか、低い持続音に二人の呼吸が混ざり響く。


    　それになんだか、


    　──機械とは別に、妙な音がする。


    　軋きしむような…………


    　呻うめくような……


    　舌なめずりするような……………………


    　異様な音が。


    　……これは──、


    　思うより先に、ぴちりと音を立てて床面に小さな影が潜もぐった。


    「床に……」


    「──違う、天井から降ってきたんだ！」


    　[image: ]たつみが叫ぶなり、部屋の天井がベロンと捲れた。巨大な舌となって垂たれ落ちてくるコンクリートの壁を避け、[image: ]は後方の壁面に背をしたたか打ちつけた。


    　大きく穿あいた穴から飛び降りてきた澪みおの、行動は迅はやかった。着地した足でそのまま跳び、呉くれ羽はの背後に躍りかかる。


    　澪の手に握られたナイフが昏くらく燦きらめくのを、[image: ]の眼めは捉とらえた。


    　だが[image: ]が声を上げるよりも早く、澪は掌てのひらのなかの兇きよう悪あくな鋭さを迷いもなしに呉羽の左胸に突きたてる。


    「────ッ！」


    　瞬時、呉羽の軀からだが凍りつく。


    　手て応ごたえを感じてか、澪の口くち許もとに歪いびつな笑みが浮かんだ。


    　だが。


    　心臓があるはずの箇所を刺されたというのに、呉羽は倒れない。


    　……倒れようとしない。


    　呉羽は頸くびを傾けると薄く笑えんで、


    



    「生あい憎にくね。──そちらには、ないのよ」


    　ささやいた。


    



    　低くかすれたその声が、澪には亡ぼう霊れいの声に聴こえた。


    「え……？」


    　怪け訝げんな顔を見せる澪みおに、続けて静かに告げる。


    「ご存じでしょう？　全臓器反転症って。……私もね、そうなの」


    　その声こわ音ねは[image: ]たつみの耳にも届いた。


    　そして、呉くれ羽はの口くち許もとに浮かんだ微笑。


    　全臓器反転症──


    　[image: ]は、『鏡の国のアリス』について言及した時の、あるいは鏡を凝視めていた時の、呉羽の謎なぞめいた微笑を思い出した。


    　あの時、彼女は、鏡に映したように内臓の配置が左右反転している自身の軀からだに想おもいを馳はせていたのだろう。


    　それはきっと、彼女の『誰だれにも知られたくない秘密』に違いなかった。


    『鏡が好きなの？』──そう尋ねた時に、気づくべきだったのだ。


    　あれこそ、[image: ]が自分でもそうとは知らず呉羽に最も近づいた瞬間だった。


    　呉羽はあの時たしかに何かを語ろうとしていた。あるいは鏡のなかから[image: ]を見返した視線こそが答えだったのかもしれない。そして否定するでも肯定するでもなく、彼の問いを断ち切るように鏡を切断しタダ『君はどちらだと思う？』と誤ご魔ま化かしてみせた呉羽の微笑が、[image: ]の胸を締めつけた。


    「だ、から……身体検査受けなさいって……言ったでしょうが……っ！」


    　呉羽の背後で、澪が忌いま々いましい声を上げた。


    　かまわず微笑を保ったまま、呉羽は振り向きざま澪の右肩に指先を当て、


    〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉を、


    　──────、──！


    「ッあ、ぁ──!!」


    　喉のどを裂くような叫びとともに、澪の軀が後方に跳んで窓硝子ガラスを破り、そのまま建物の外へ飛びだした。


    　破れた窓から、雨の音が大きさを増して入りこんでくる。


    「やった……？」


    　[image: ]の不安そうな声に、呉羽は割れた窓を見み据すえ眉まゆ根ねを寄せた。


    「……まだよ。彼女、飛びすさって避よけたわ。角度がズレたせいで、致ち命めい傷しようには至っていない」


    　呉羽は澪を追おうと、窓の方に歩み寄ろうとして、


    「────っく！」


    　いくらも歩かぬうちに膝ひざを折った。大きく頭を垂たれ、左手で胸を押さえて苦しそうに咳せきこむ。


    「葛かつら城ぎさんッ!?」


    　駆かけ寄る[image: ]に対して、呉羽は掌てのひらを差しだして押しとどめた。


    「……私は平気、だから……」


    「平気って、胸っ！　刺され……っ」


    　[image: ]たつみの懸け念ねんにはかまわず、呉くれ羽ははうずくまったままの姿勢で窓の方を指差す。


    「──って……」


    　かすれる声。


    「って？」


    　呉羽は顔を起こし、[image: ]を見上げた。


    　彼女の口くち許もとを彩いろどる緋あかい色は、あきらかに血だ。


    「さっきので彼女もかなりの深手を負ったはず。行って……君が決着をつけるのよ」


    　呉羽の言葉に、[image: ]は息を詰まらせた。胃の腑ふが、スゥッと冷たくなる。


    　──そう、ぼくがやるしかないのだろう。


    　立ちあがることさえままならない様子の呉羽に、これ以上、無理をさせることなどできないと思う。


    　頭ではわかっていても、どうしようもなく膝ひざが震えた。


    　……どうやって。


    「……ど……すれば……、記憶を読むなんて、こんな能力ちからでどう戦ったら……」


    　言いながら、[image: ]はにわかに無力感に苛さいなまれた。


    　──手伝うなどと言っておきながら、ぼくには何もできないんだろうか。タダ傍ぼう観かんしていることしか、できないだなんて……


    　そんなのは、耐えられない。


    「そう──」


    　立ち竦すくむ[image: ]に、呉羽は厳しい顔を形づくった。


    「…………」


    　そしておもむろに左手をかざすと、


    　──────


    　自分の右手を切断した。


    「な……に、を……っ!?」


    　ひざまずいた呉羽の姿と、床に落ちた手て頸くびを見み較くらべるようにして、[image: ]は途切れる声で問うた。


    「右手を出して」


    　喘あえぐ息で、呉羽は答えにならない声を返す。


    　[image: ]の頭は混乱と理り不ふ尽じんな苛いら立だちでいっぱいになる。


    「──っ、何してるんだ!!　そ、の、腕っ……！」


    「貸してあげるわ」


    「え……？」


    　[image: ]たつみには、呉くれ羽はが何を言っているのかわからなかった。胸に負った傷のせいで彼女が一時的な錯乱に陥おちいっているのかとも思った。


    　だが呉羽の口調はこれ以上ないくらい確かだった。


    「私の右手を貸してあげる。手頸を交換しましょう。君とは相性が良いみたいだから……私の手に宿った蝕能を、君にだって使えるかもしれない」


    　唇から零こぼれる血に混ぜて、呉羽は言葉を絞しぼりだした。


    「そ──」


    　一瞬、[image: ]は絶句した。


    「……な……、そんな莫ば迦かなっ！　そんな……ことっ、────無理に決まってる!!」


    　否定の声を張りあげる[image: ]に、呉羽は重ねて告げる。


    「できないかもしれないし、できるかもしれない。……それは君次第」


    　言い終えるとひとつ、大きく息を吐いた。


    　喋しやべることすらも、もはや苦痛なのかもしれない。


    　──無理に……決まってるじゃないか……


    　頭のなかで呟つぶやきながらも、[image: ]はそれ以上反論することができなかった。呉羽の揺るぎない視線の前では、たんなる泣き言でしかない気がした。


    　騒ぐ胸を鎮しずめようと、床に眼めを落とす。


    　そこには切り落とされた呉羽の手て頸くびが転がっている。


    　緋あかく濡ぬれたオブジェ。その切断面の見み惚とれるほどの鋭利さこそが、何よりも彼女の意志を表わしているようだった。


    　手頸を交換して、


    　　　　　　　　　仁に科しな澪みおに、


    　　　　　　　　　　　　　　とどめを刺す。


    　……それは引き返しようのない行為だ。


    　けれど、呉羽を手伝うというのは、つまりはそういうことなのだ。


    　眼を上げ、呉羽の顔を真まっ向こうから見み据すえる。


    　出逢あった時と同じように絡からまる視線のなか、[image: ]は不意に、鏡に向かい呉羽が語った言葉を思い起こした。


    『……私は、父とう様さまの実験の共犯者なのよ』


    　だから結果を見届ける義務があるのだと、呉羽は言っていた。


    　彼女にとってはそれが、過去に自身が行おこなった行為に対する責任のとり方なのだろう。


    　──それがこの人の理由だというならば、ぼくにも間違いなく理由が……彼女以上にある。


    　……仁科澪。


    　人ひと懐なつっこい養護教諭。


    　いつも樹きの陰に座って待っていた少女。


    　彼女によって幾いく人にんもの命が奪われ、そして今、姉の、呉くれ羽はの生命までもが危機に晒さらされている。


    　その原因の一端は、間違いなく自分が握っていたのだ。


    　──あの夏、あの少女に出逢あったのは、ほかでもないぼくなのだから。あの時、彼女のなかに入って……彼女の噓うそを知った。ひょっとしたらぼくには、彼女を止めることができたかもしれない。なのにぼくは何もしなかった。


    　怖かったから、だと思う。


    　怖かったから、何もできなかった。


    　何もできずに……少女の許もとから走り去った自分は、殺人の現場から逃げだしたあざみの姿と重なりあうのかもしれない。


    　そしてまた、すれ違うままに現在のこの事態を招き寄せてしまった自分と澪みおは、たぶん、お互いに孤立した共犯者とでもいうべき関係だった。


    　人が死ぬ。


    　殺される。


    　澪の犯罪を──自分たちの犯罪を断ち切らない限り、際限なく犠ぎ牲せい者しやが増えつづける。


    『私がここで君と出逢ったことも、たんなる偶然じゃなくて何か意味があるのだと考えてみるなら──』


    　かつて少女はそう語ったけれど、六年の時を経てこうして再び出会うことになったのにも、また何か意味があるのだろうか。


    　──意味が……あるのだとすれば。


    　彼女を止めるのは、自分しかいない気がした。


    　右手で[image: ]こぶしをつくり、かたく握り締める。


    　──ぼくは、ぼくの理由で仁科澪を殺す。


    



    　呉羽の前に立ち、[image: ]は無言で右手を差しだした。


    



    　　　§


    



    「はっ……ぅ、あ…………」


    　中庭の大きな樹きに背をもたせかけ、左手で胸を押さえて澪みおは荒い息を吐いた。


    　右肩の傷口から溢あふれでる血が止まらない。


    　血にぬめる指で、赤く染まった胸元の布ぬの地じを搔かきむしるほどの強さで摑つかむ。


    　寒いような暑いような、苦しいような心地好よいような、不思議な気分だ。


    　ただ、なんだかスゴク──疲れた……。


    　葉の間から漏もれ落ちる雨が肩に弱く降りかかって、流れる血に混ざった。足あし許もとに小さな血だまりができているのが見える。薄く拡ひろがる血の表面に一瞬、妹の顔が映った気がしたけれど、すぐに消えた。


    　──過去ってものはこんなふうに追いかけてくるんだ……。


    　胸に当てた左手の、恰かつ好こうはそのままに力を抜いて、[image: ]たつみと呉くれ羽はの顔を思い浮かべた。


    　──ふふ、とても惨ざん酷こく……


    　力なく微笑する。


    『水が怖いの』


    　足許の血だまりを見下ろす澪みおの脳裏を、かつて幾いく度どとなく繰り返した言葉がよぎった。


    



    



    　──あぁ……どうしてこんなことになってしまったんだろう。


    　私はどこで間違えてしまったんだろうか。


    　溺おぼれる妹を見殺しにした時だろうか。


    　初めて噓うそをついた時だろうか。


    　それとも、子供の手を払いのけた時か……

  


  [image: ]


  
    　よくわからない。すべてがこの雨に滲にじんで混ざってしまうみたいだ。眼めに映る風景も自分の過去も、降りかかる雫しずくに溶けてゆく。私は何をしたかったんだろう、何を求めていたんだろう、何を……いや、


    　私はタダ────怖かったのだ。


    　怖くてこわくて、仕方なかった。


    『水が怖い』と言いながら、本当のところは、平気でそんな噓をつけてしまう自分が怖かった。


    　そして……自分のついた噓うそが次第に現実のことになっていくのが怖くて。こんな能力を負ってしまった自分が、怖かった。


    　今だって、こわくてこんなに震えている。


    　私は、頼りない小娘のままだ。


    　──あの夏私は、この木陰で、ずっと待っていた。


    　底なしの恐怖から掬すくいあげてくれる誰だれかが欲しくて。


    　緩ゆるく樹きにもたれて、膝ひざのうえで本をひろげながら、先生がやってくるのを待っていた。


    　でもほんとは、いつも頼りなげな顔でやってくる、あの男の子のことを待っていたのかもしれない。


    



    　そうして、それはたぶんズット続いていて──


    　今も、こんなふうに待っているのだ。


    



    



    　樹の肌に頭をこつりと預けて、上げた顔の先、


    　霞かすむ視界のなかに、人影がひとつ近づいてくるのが見えた。


    　────────

  


  
    [image: ]

  


  
    



    



    



    　翌日、勢いの弱まった雨がそれでもしつこく降りつづくなかを歩いて、[image: ]たつみは呉くれ羽はの邸やしきを訪ねた。


    　呉羽は自室のベッドで、上体だけを起こした恰かつ好こうで[image: ]を迎えた。


    「ごめんなさいね、こんな恰好で」


    　申し訳なさそうに呉羽は言った。


    　蝕能アタリアの影響で治ち癒ゆ力も常人より高くなっているとはいえ、胸の傷が一日で癒いえるわけもない。浮かべる笑みも弱々しい。


    「そんなこと。それより傷の方は？」


    「ええ、しばらく安静にしていれば問題ないはず」


    　そう答えると、呉羽は左手で傷を負った胸を押さえてみせた。


    　昨日の、左胸を刺し貫かれた呉羽の姿が[image: ]の頭に甦よみがえる。


    　それから不意に[image: ]は、この邸で眼めにした解剖図を思い出した。そして自分が何な故ぜあれを『奇妙な絵』だと思ったのかに気づいた。


    　──左右反転して描かれた解剖図。


    　あの絵は忌いみ久ひさが、全臓器反転症である娘呉羽のために描いたものなのだろうと、[image: ]は今になってやっと理解できた。そして自分のなかで、忌久という人物に対し漠然と抱いだいていた印象が、幾いく分ぶん変化するのを感じた。


    「いえ……本当に謝らなければいけないのは、君を巻きこんでしまったことね。……お姉さんは？」


    　呉羽の声に引き戻される。


    「うん、眼を醒さまして今はもうスッカリ元気になってるよ。むしろ元気すぎるくらいかな。タダあの日襲われた時のことは全然憶おぼえてないみたいで、『またあぶだくしょんかっ!?』とか言ってたけど……。それで良かったかなって思う。憶えていたら……説明しなきゃいけなかっただろうから」


    「そうね……でも、ずっと眠り通しだったわけでしょう？　不ふ審しんに思われなかった？」


    「あー、それは心配ないと思う。もともと夏休みとか三日間ぶっつづけで眠りっぱなしとか普通にする人だから」


    「まあ……？」


    　呉羽は口くち許もとに手を当てクスクスと笑う。


    　それを見て[image: ]も少しだけ安心した。


    　呉羽は、また真剣な表情に戻ると声こわ色いろを低くした。


    「まさか、あんなことになるだなんて思っていなかったから……危険な真ま似ねをさせてしまったわね」


    　いつもと違う呉くれ羽はの様子に、[image: ]たつみは少し戸と惑まどってしまう。


    「…………」


    「右手を出してくれる？　元に戻しましょう」


    　そう言って、呉羽は手を差しだした。


    　[image: ]は緩ゆるやかに頸くびを傾けて自分の右手を見下ろす。


    　昨日、降りかかる雨のなか仁に科しな澪みおの生命を絶った手。


    　それは、自分の手であると同時に呉羽の手だった。切断した痕あともないくらい綺き麗れいに癒ゆ着ちやくして、腕のなかでお互いの血が入り混じり、どこまでが自分でどこからが彼女なのかももはや曖あい昧まいになっている。


    　──だから……この人とぼくもまた、共犯者なのかもしれない。


    「いや……いいよ」


    「え……？」


    　呉羽には、[image: ]が何と言ったのかわからなかった。


    　雨の音が邪じや魔まだ。


    　彼の声がよく聴こえなかったのか、あるいは内容が頭に入ってこなかったのか、自分でもよく理解できないままに[image: ]を見た。


    　呉羽の視線に促されて、[image: ]は再び口を開く。


    「もうしばらくこのままでもいいよ」


    　自分の口から零こぼれた言葉の後を追うように……もう少しだけ一緒にいたいと、[image: ]は思った。


    　眼めの前の少女と右手を、血を、共有することが、[image: ]には不思議と、不快ではなかった。


    　──この人には、迷いがない。


    　躊躇ためらいがない。


    　その毅き然ぜんとした姿に、自分は惹ひかれているのかもしれない。


    　そしてまた、葛かつら城ぎ悠はる久ひさなる男との因いん縁ねんを考える。


    　胡う乱ろんな研究のために、仁科澪を犠ぎ牲せいにした男。


    　自分の〈独白する夢魔アノニマス・モノローグ〉という力もまた、あの男の治療と偽いつわった実験が潜在的な要因となって発現したものなのかもしれない。だとすれば、悠久との因縁はまだ終わってなどいない。必ず記憶をとり戻し、あの男に辿たどりついてみせる……。


    　[image: ]は胸のうちで強く繰り返した。


    「そう………………それも……いいかしらね……」


    　[image: ]の言葉を頭のなかで反はん芻すうするように、呉羽は静かに呟つぶやいた。


    　無言のうちに視線を交わす二人の間に、緩やかな時間が流れていった。


    　やがて呉くれ羽はは、部屋の隅の姿見に視線を移した。


    「……鴫しぎ沢さわ君、昨日言ったわよね。鏡のなかの私の方が本物みたいに見えるって。……今はどう見える？」


    　悪戯いたずらっぽく尋ねる呉羽に、[image: ]たつみも鏡の方を見て、少しだけ迷ってから答えた。


    　窓から流れこむ雨音のせいで、呉羽には[image: ]の答えが聴きとれなかった。


    　けれど重ねて問うこともせず。


    　二人は鏡を凝み視つめつづけた。


    



    



    　窓際の机に置かれたノートの、開かれた頁ページのうえ──


    　出逢あったあの夜と同じように、左右反転した鏡文字が躍っていた。
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    　　　§　あとがき　§


    



    



    　はじめまして（あるいははじめてではない方もいらっしゃるかもしれません）、一柳凪と申します。


    　艱かん難なん辛しん苦くを乗り越え、どうにか新作を（しかもシリーズもの！）お届けできる運びとなりました。


    　前作『みすてぃっく・あい』が少々変化球ぎみの作品でしたので、今回は王道の学園バトルものを……！　というコンセプトで設計されております。バトル分はちょっと少なめかもしれませんが、その代わりささやかな仕掛けを施してみました。


    　巷ではツインテール魔法少女さんがもはや少女とは呼びがたいほどに成長されてしまって、私は少なからずショックを受けると同時に、「私も成長しなくちゃっ……!!」と妙な切迫感に駆られたもので……本作にはそんな意気ごみも多分にこめられていたりします。


    　果たして、ちゃんと成長できておりますものかどうか。


    　どうぞごゆるりとお愉たのしみいただければ倖さいわいです。


    



    　本書の出版にあたりお世話になった方々への謝辞を。


    　イラストを担当してくださったヤス様。素敵な絵に仕上げてくださって本当にありがとうございました。


    　前作に引き続き多大なご尽力いただきました、ガガガ文庫編集部の猟りよう奇き商人Ｙ様。


    「書けないかけない書けないんですよぅー……！」と泣き言ばかりわめきちらす私に根気強くつきあってくださり、平身低頭の思いです。


    　そして本書を手に取ってくださった読者の皆様に心よりの感謝を奉げます。


    　二巻目も遠からずお届けできる……はずですたぶん。内容的には『夏の夜はドキドキ肝試し!?』編を予定していますが、いささか軌道が外れていってしまう恐れもなきにしもあらずです。


    　また、本シリーズとは別枠で、前作のあとがきで少し触れたメイドさんお仕置き企画についても引き続ききわめて深刻にお便りお待ちしております。


    　いろいろな面で切羽詰まりつつある今日この頃ですが、精いっぱい愉たのしいお話を生産してゆきたいと思っていますのでよろしくお願い致します。


    



    　それでは、ごめんくださいませ。


    



    
      一柳凪

    

  


  
    一柳　凪


    Nagi Ichiyanagi


    



    馬車馬的存在、空気読めない子。主食は飲むよーぐると。最近は眠気ざましにかふぇおれもよく飲みます。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    リバース・ブラッド　１
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